
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１章　家を買おう




「おめでとうございます！」

　話があるということで冒険者ギルドを訪れると、ナタリーさんが笑顔で迎えてくれた。ふわふわとしていて、見ているこちらが幸せな気分になるような笑顔だ。

　おめでとう……って、いったいなんのことだろう？

「ねーねー、どうしたの？　おめでとうってなに？　何かお祝いごと？」

「先日の一件で、報酬をもらえるとか？　考えられるとしたら、そんなところよね」

　カナデとタニアがそんなことを尋ねた。

「いえいえ、本日の用事はそういうものではありませんよ。あ、先日の一件を解決したことに関しては、もちろん報酬は出ますから。そちらはただいま計算中なので、終わり次第お渡ししますね」

「あれ？　報酬なんてもらえるのか？　あれってギルドの依頼を請けたわけじゃなくて、俺達が勝手にしたことなんだけど……」

「悪徳領主の逮捕の協力に魔族の討伐。これだけの偉業を達成しておきながら何もなし、となるとギルドの存在意義に関わりますよ。きちんと報酬は出るので安心してください」

「ねえねえ、レイン。お金いっぱいもらえる？　お魚食べられるくらいもらえる？」

　カナデの目がキラキラと輝いていた。魚を食べるという夢は諦めていないらしい。

「こういうのを聞くのもなんだけど、いくらなんだ？」

「今回の報酬は……なんと金貨三十枚です！」

　かなりの大金だった。贅ぜい沢たくをしなければ、数年は働かなくても生きていける額だ。

　予想外の収入はうれしいけれど、突然のことなのであまり実感がない。

「それがギルドに呼ばれた理由？」

「あっ、すみません。話が逸れてしまいました。本題に移りますね」

　ナタリーさんは一度、奥へ移動した。

　少しして書類を手に戻ってくる。

「えー、こほんっ……おめでとうございます！」

　同じセリフを繰り返すナタリーさん。

　俺達がキョトンとしていると、ギルドマスターのものらしきサインが書かれた書類を見せながら、ニッコリ笑顔で告げる。

「この度、シュラウドさんの冒険者ランクがＣにアップいたしました！」
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　みんな、驚き顔になる。

　たぶん、俺も似たような顔をしていると思う。

「え、ランクアップって……それ、本当なのか？」

「はい、もちろん♪　こんなことでウソはつきませんよ」

「ついこの前、Ｅランクになったばかりだと思うんだけど……というか、Ｄランクは？」

「にゃー、一つ飛ばしているね」

「飛び級ですか？」

　カナデとソラがあれこれと推測する。

　その通り、というようにナタリーさんがこくりと頷うなずいた。

「普通ならありえないことなのですが……今回は、特例が認められました」

「なんでまた？」

「領主の逮捕に貢献して、さらにＡランク相当の魔族の討伐。街を救ったといっても過言ではありません。これだけの偉業を成し遂げておきながら、Ｅランク扱いをするわけにはいきませんし……かといって、Ｄランクにアップするだけでは功績にふさわしい報酬とはいえませんし……色々と話し合われた結果、特例としてＤランクを飛ばして、Ｃへのランクアップとなりました」

「おーっ、よくわからないけど、レイン、すごいね！」

「ふふーん、さすが、あたしのご主人様ね。あたしも鼻が高いわ」

「お祝いをしませんか、とソラは提案します」

「我はホットドッグを食べたいぞ！　あれはうまいのだ。ホットドッグパーティーなのだ！」

「……おめ、でとう……レイン」

　みんな、それぞれにお祝いしてくれる。

　ランクアップもうれしいけれど、みんなの言葉が何よりもうれしい。

「ありがとう。これも、みんなのおかげだよ」

「にゃはー♪」

　みんなと出会うことができて、本当によかったと思う。

　もしも、俺一人だったら？

　みんなと出会うことができなかったら？

　……考えるだけでも恐ろしいな。今、この場に立っていることもできなかったかもしれない。

「Ｃランクになると、受けることができる依頼も大幅に増えますから。今後のシュラウドさんのご活躍に期待していますね」

「うん、ありがとう。期待に応えられるようにがんばるよ」

「ところで……」

　ナタリーさんがじっとニーナを見つめた。

　その視線に気がついて、ニーナがささっと俺の後ろに隠れる。そして恐る恐る顔を出して、ナタリーさんを見返した。

　どうやら、人見知りなところがあるらしい。

「また、新しい子が増えていますね……」

「ついこの前、仲間になったニーナだ。ほら」

　ニーナを前に出して、挨拶をするように促す。ちょっとした父親気分だ。

「え、と……こんにち、は……ニーナ、です……」

「あらまあ、かわいいですね」

「はぅ……」

　かわいいと言われて、ニーナが赤くなる。

　そんな仕草がまたそそられるらしく、ナタリーさんがさらにニコニコになる。

「というか……あら？　その耳と尻尾……もしかして、ニーナさんは神族なんですか？」

「……ん」

　ニーナがこくりと頷いた。

　その反応を見て、ナタリーさんがあわあわと慌てる。

「ま、マジですか……私、ニーナさんを子供扱いしちゃいましたよ。怒られませんかね？」

「そ、そんなこと……しない、よ？　ナタリー……いい人。よろしく……ね」

「ふぁ」

　ナタリーさんが恍こう惚こつめいた表情を浮かべた。

「か、かわいいです……だ、抱きしめたいです」

「わたしも抱きしめたいにゃ……」

「うぐ……反則的なかわいさね」

　カナデとタニアまで変なことを言い出した。これもニーナの特殊能力なんだろうか？

　……ないか。

「ニーナちゃんはまだ幼いから……いえ、でも、これだけかわいいなら……シュラウドさん」

「うん？」

「シュラウドさんは、小さい子の方が好きですか？」

「何を言っているんだ？」

　ナタリーさんが壊れた。

「こ、こほんっ。つい……すみません、変なことを聞いてしまって」

「いや、まあ、いいんだけど……」

　そういえば、こんな話をするためだけにギルドを訪れたわけじゃない。

　こちらの用事も思い出した。




「ところで、ナタリーさん。先日の魔族のこと、何かわかったか？」

　突然、エドガーが魔族に変異した。

　その原因について、ギルドは何かしら情報を摑つかんでいるのではと思ったのだが……

「すみません……その件については、何も」

「そっか」

「内容が内容だけに、騎士団と連携して、全力で調査をしているのですが……容疑者が心神喪失状態で話を聞くことができず、なかなか難しい状況でして。シュラウドさんが見たという怪しい指輪も捜索したのですが、見つからず……すみません」

「ナタリーさんが謝ることじゃないさ」

　後で知ったことだけど……エドガーは一命をとりとめたものの、犯罪者の烙らく印いんを押されてとことん堕ちたことで、心を病んでしまったらしい。

　自業自得なので同情はまったくできないが、話を聞けないのは痛い。

　あの指輪は、どこで手に入れたものなのか？

　それを聞くことができれば、事件の全容を解明できると思ったんだけど……なかなかうまくいかないな。

「調査は引き続き行います。どうなるかわかりませんが……ただ、同じような事件はそう起きないと思います。魔族なんてぽんぽん現れるような存在ではありませんし、ギルドでも警戒レベルを引き上げていますから、安心してください」

「そうだといいんだけどな」




「それにしても……シュラウドさんのパーティーもそれなりの人数になりましたね」

　俺、カナデ、タニア、ソラ、ルナ、ニーナ……計六人。ナタリーさんの言う通り、けっこうな人数になっていた。

　そろそろ宿を考えなければいけないが……ついでだ。ナタリーさんに聞いてみよう。

「少し聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「はい、なんでしょうか？」

「見ての通り、それなりの人数になっているだろう？　そろそろ宿を確保するのが難しくなってくるだろうから、対策を考えないといけないんけど……何か良い方法はないかな、と思って」

「なるほど」

　ナタリーさんは考えるような仕草をとり……少しして口を開いた。

「でしたら、家をもってはどうでしょう？」

「家を？」

「ある程度の規模のパーティーは、自分達の拠点として家を持つことが多いんですよ」

「でも、高いだろう？　それなりに金は貯まっているが、さすがに……」

「賃貸なら問題はないと思いますよ。拠点を持つとなれば、ギルドから助成金が出ますし……先の事件の報酬も合わせれば、長期間、借りることができるかと。もちろん、その間も依頼をこなすなどして活動を続けることが前提となりますが」

　一定ランク以上の冒険者パーティーは、街を離れて遠出をすることが多い。場合によっては、そのまま別の土地に定住してしまうこともある。

　そういう事態を防ぎ、冒険者を引き止めるために、ギルドは助成金を出すことにしたらしい。

　……という説明を聞いた。

「どう思う？」

　俺一人で決めることはできないので、みんなを見る。

「家？　私達の家？」

「この街を拠点にするなら、という条件がつくけれど」

「私は良いと思うなー。この街、好きだし……レインと一緒の家、楽しみ♪」

「あたしは、まあ、レインと一緒とかはどうでもいいんだけど？　でも、宿よりは快適な生活ができるっていうなら賛成してあげる」

「ソラも賛成です。拠点があると色々と役に立つと思います」

「うむ。我も反対はしないぞ。というか、賛成なのだ。我にふさわしい城を選ぶのだ！」

「みんなと、いつも一緒……うれしいな」

　満場一致で決定。

　というわけで……

「なら、家を探してみるか！」

「「「「おーーーっ！」」」」

「お……おぉー……」

　四人は元気よく叫んで、ニーナはちょっと恥ずかしそうに声をあげるのだった。
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　ナタリーさんに借家を案内してもらうことになった。拠点探しのサポートをするのもギルドの仕事の範囲内らしい。

　ランクアップの手続きを済ませた後、みんなで物件を回る。

「何か希望などはありますか？」

　隣を歩くナタリーさんが、書類が挟まれたボードを手に、そう問いかけてきた。

「そうだな……うーん」

　考えてみるけれど、特にコレといって思い浮かばない。宿に泊まることが当たり前になっていたからな。今更、どんな家がいいか？　と問われても答えに迷ってしまう。

　俺は屋根さえあればいいという程度だから、みんなの意見を聞いてみよう。

「カナデは何かあるか？」

「うーん……庭っ！　広い庭があるといいな♪　なんていうか、こう……おもいきり走り回れるような、それくらい大きな庭！」

　野性の本能が刺激されているのだろうか？　カナデらしい回答だ。

「タニアは？」

「そうね……やっぱり綺き麗れいな部屋かしら？　汚いところに住むつもりはないわ。あと、大きなベッド！　これは欠かせないわねっ」

「ベッドが欲しいのか？　家の話じゃなくて？」

「ふかふかのベッドがあれば家はなんでもいいわ。もちろん、最低限のライン……基準を満たしていることが条件よ？　あたしって、家よりも家具にこだわる方なのよ」

　今まで窮屈な思いをさせていたのだろうか？

　だとしたら申し訳ない。拠点を手に入れたら、できるだけ大きくて立派なベッドを買うことにしよう。

　まあ……予算と相談になってしまうけれど。

「ソラとルナは？」

「木造を希望します。木の温もりを感じたいです。花壇などがあると、なお良しです」

「なるほど、それは大事だな」

「我は、広くて使いやすいキッチンがほしいぞ」

「え？　ルナって料理できるのか？」

「なんだ、その反応は？　失礼だな。我はこう見えて料理が得意なのだ！　ふはははっ、素敵なキッチンがあれば、レインに手作り料理をごちそうしてやるぞっ」

「その時は、ソラもお手伝いしましょう」

「むぐ……ソラは手伝わなくてもいいのだぞ？」

「なぜですか。ソラも手伝います。ルナの姉ですからね。妹一人に任せておくことなんて、姉としてできませんから」

「うむ、いや、しかし……ソラの作るものは、料理というよりも兵器……い、いや、なんでもないのだ。うむ。食べるのはレインなのだから問題ないか」

　姉妹仲良く料理をしているという、ほのぼのとした光景を見られるかもしれない。

　そう思うと、家探しにも力が入る。

　……不穏な単語がいくつか聞こえてきたような気もするが、そのことは気にしないことにした。

「ニーナは？」

「えと、あの……わ、わたしの意見なんて、別に……」

「そういうわけにはいかないよ。ニーナも大事な仲間なんだ。ないがしろにするなんてできない」

「あぅ……」

「なんでもいいから。こんな家がいいな、っていうのがあれば聞かせてくれないか？」

「えと、えと……お風呂……」

「風呂？」

「お風呂があると……うれしい、の……お風呂、気持ちいい……から」

　なるほど、風呂か。

　宿はたくさんの人が利用するから、衛生的にちょっと不安があるし、他人と一緒になることもあるから快適とは言えない。

　自分達だけの風呂があれば、快適に過ごすことができるだろう。

「風呂！　うむ、我も風呂が欲しいのだ！」

「いいんじゃないかしら？　みんなで一緒にお風呂とか楽しそうね」

「あ、あの……みんな一緒、ということは……レインも……一緒？」

「ふぇ!?」

　ニーナの突拍子もない発言に、タニアは裏返ったような声をあげた。

「にゃー……レインが一緒……」

「さ、さすがにそれは……で、ですが、それはそれでチャンス……？」

「うむ。我は別に構わないぞ？　主と従者の距離を縮める、良い機会になりそうなのだ！」

　みんな、それぞれ赤くなる。

　お願いだから、妙なことを言わないでほしい。

「れ、レインは別よ、別！　いくらなんでも、一緒に入るわけないじゃないっ」

「そ、そうだよね……よかった、なの……さすがに、は、恥ずかしいから……」

「……」

　気がつくと、ナタリーさんのジト目が俺を捉えていた。

「な、なにか？」

「いーえ、なんでもありませんっ」

　どう見ても、なんでもあるような顔をしているのだけど……藪やぶ蛇へびになるような気がしたので、それ以上は何も言わないことにした。




　その後、あれこれとみんなで話し合いながら、ナタリーさんの案内で物件を見て回る。

　しかし、六人が生活するには微妙に狭く、部屋の数が足りなかったり……

　みんなの希望が何一つ反映されていなかったり……

　条件に合ったかと思えば、あまりに高額だったり……

　なかなか良い物件を見つけることができず、気がつけば陽が傾いていた。

「にゃー……家探しって、大変なんだね」

　街中を歩き回り、さすがのカナデも疲れたらしい。耳がぺたんとなっている。

　ニーナはお疲れで、タニアがおんぶしていた。すーすーと寝息を立てている。

「すみません、良い物件を紹介することができず……」

　ナタリーさんが申し訳なさそうに頭を下げた。

「いや、ナタリーさんのせいじゃないから。俺達がちょっとわがままなんだと思う」

「シュラウドさんのパーティーは色々な意味で特殊ですからね。普通はない要望を出されても、それはそれで仕方ないと思います」

「そう言ってもらえると助かるよ」

「どんな無茶な要望を出されたとしても、それに応えるのが冒険者ギルドの役目！　きちんとサポートをしなくては。そういう意味では申し訳なく思っています」

　ナタリーさんは実に仕事熱心だ。いつも助けてもらっている身として、尊敬すらしてしまう。こういう人がいるギルドは信頼することができるな。

　ナタリーさんは良い物件が残っていないか、書類を確認した。

「んー……あと一件、案内していないところがありますが……やめておきましょう」

「え？　どうして？」

「実を言うと、オススメできないところでして……」

「俺達の希望に合わない？　あるいは、今まで以上に高額……とか？」

「いえ。みなさんの希望通りの家ですよ。多少、街の中心から離れてしまいますが……金額はこのようなところでしょうか」

　ナタリーさんが提示した額は、今までの物件よりもかなり安い。

「安いですね。月にこれくらいなら、なんとか……」

「あっ、ここは賃貸ではありませんよ」

「え!?　それじゃあ、この価格で売っているのか？」

　かなり破格の条件といえるだろう。

「おーっ、お買い得♪」

「こんなところがあるならさっさと紹介してくれればいいのに」

　カナデとタニアは乗り気だけど、俺は微妙な気分だった。

　あまりに好条件すぎて逆に気味が悪い。

「優良物件であることは間違いないのですが、一つ問題がありまして」

「と、いうと？」

「実は……出るんです」

　ナタリーさんは両手を胸の前で垂らすようにして、白目を剝いてみせた。普通に怖い。

　ぼんやりと目を覚ましたニーナがナタリーさんを見て、ビクゥ!?　と震えていた。

「出る？　それって、もしかして……」

「幽霊です」

「にゃーーーーーっ!?」

　幽霊の二文字に、カナデがものすごい勢いで反応した。

　尻尾をビーンと立たせて、耳をビクビクと震わせる。そのまま俺の背中に抱きついてきた。

「えっと……怖いのか？　ちょっと意外だな」

「幽霊はダメ、ダメなのぉ……」

「何よ、情けないわねぇ。最強種とあろうものが幽霊を怖がってどうするの？」

「だってだってぇ……あいつら、打撃が効かないんだもん。あと、取り憑つかれたりするんだもん……幽霊は猫霊族の天敵なんだよぉ」

　種族名に『霊』の文字が入っているのに、ものすごい怖がり方だった。

　でも、考えてみれば仕方ないかもしれない。猫霊族は魔法が使えないし、魔法に対する抵抗も低いから、幽霊が相手だと厳しい。カナデが言ったように天敵だ。

「カナデが怖がっているし、やめておくか？」

「ですが、他に良い物件はないんですよね？　見てもいないうちから決めてしまうのは、ソラはどうかと思いますが」

「というか、魔法のエキスパートである我らがいるのだぞ？　幽霊なんて、浄化してしまえばいいではないか。そういう魔法もきちんと使えるのだ」

「なるほど、その手があったか」

　確かに、ソラとルナなら幽霊ごとき敵ではないだろう。

「カナデ、ちょっとでいいから見に行っても構わないか？　ソラとルナがいるし……俺もいる。いざとなればカナデのことは絶対に守るから」

「……ほんと？」

「ああ、本当だ」

「うぅ……手、繫つないでて。それならいいよ」

「これでいいか？」

　迷子の子供のように不安そうにするカナデの手を、優しく握りしめた。

「にゃあ♪」

　怯おびえていた顔はどこかに消えて、うれしそうな笑顔が広がった。
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　街を見下ろすような丘の上に、その家はあった。

　二階建ての木造家屋。部屋数は十を超えるらしい。

　風呂アリ。キッチンも完備。オマケにスポーツができるくらいの庭もアリ。

　そんな家がたったの金貨十枚。しかも賃貸ではない。

　文句のつけようのない物件だ。

　……ただ一つ。幽霊が出るということ以外は。

「こ、ここが……？」

　俺の手を握るカナデが、恐る恐るという感じで家を見た。

　さきほどまでは笑顔だったのだけど、家に近づくにつれて再び怯えてしまった。

　尻尾がぷるぷると震えている。嫌な空気でも感じ取っているのだろうか？

「へぇ、良いところじゃない」

　カナデとは正反対に、タニアはご機嫌だ。

「街の中心部からは遠いかもしれませんね。……郊外に近いです」

「だがこの場合、それはプラスに働いていないか？　街中だと周囲がうるさいぞ？　あと、自然が多いところも好印象なのだ！　うむっ、良い感じだ」

「そうですね。自然が多いところは、ソラも良いところだと思います。庭もとても綺麗ですし、花壇を作ることができそうです。小さな畑もありかもしれませんね」

「我の部屋は二階がいいぞ。丘の上だから、二階からの景色はとても素晴らしそうだっ」

　ソラとルナも気に入ったらしい。まだ契約をしていないのに、すでに部屋割りの話をしていた。

　気が早いな、と苦笑してしまう。

「ニーナはどう思う？」

「えと、えと……い、いいと思う」

　ニーナも賛成。

　残りはカナデだけど……

「うぅ……」

　賛否を問うのは、幽霊の問題を解決してから……かな？

　今の状態で聞いても、とてもじゃないだろうけど乗り気になれないだろう。問題を解決した後できちんと確認してもらい、それから問いかけたい。

　個人の問題じゃなくて、俺達みんなの問題だ。

　俺も、この家はかなりの良物件だと思うけれど……カナデが反対するのなら、その時は残念だけど諦めることにしよう。

「大丈夫だ、カナデ」

「にゃあ……？」

「俺がついているから」

「うんっ」

　少し安心したらしく、カナデが笑顔になる。

「うん。やっぱり、カナデは笑顔の方がかわいいな」

「ふにゃ!?　か、かわいい、って……あうあう」

「どうかしたのか？」

「どうかするよぉっ……もう、レインはさらりとそういうことを言うんだから」




　さてと……それじゃあ家の中を見てみようか。

「って、ナタリーさん？」

　家の中に入ろうとするけれど、ナタリーさんは手前に位置して、その場から動こうとしない。

「私は内見は遠慮しておこうかなあ……と思いまして、あはは……」

「うん？　どうして？」

「この物件に幽霊が出るのは本当のことなので……いざという時、私が一緒にいると足手まといになってしまいますし。なので、私は外で待っていますね」

「そう……か？」

「では、いってらっしゃい」

　ナタリーさんは怯えているみたいだった。この家の幽霊を見たことがあるのかもしれない。

　それならば仕方ないと、外で待っていてもらうことにした。

　何が起きてもいいように警戒しつつ、俺達は家の中に入る。

「おー、広いわね」

「ホントなのだ！　先日の領主の館に似ているのではないか？」

「あれほどの大きさ、広さはありませんが……設計者は同じ者かもしれませんね」

　扉を抜けると大きな部屋に出た。

　奥にキッチンらしき設備。部屋の左右に通路が伸びていて、各部屋に繫がっている。その先に、それぞれ、二階に続く階段が見えた。

「くしゅんっ」

　ニーナがかわいらしく、くしゃみをした。

「大丈夫か？」

「……ん。鼻が、むずむず……って、したの」

「埃ほこりがすごいですからね」

「見る限り、まったく掃除されていないのだ。一体、どれだけの間、放置されていたのやら」

「その割に、建物自体は傷んでないわよね。ほら。この柱なんて小さな傷や汚れがあるくらいで、それ以外はまともよ。かなり頑丈みたいね。そこは評価できるわ」

「……にゃっ!?」

　みんなであれこれ言いながら建物を見ていると、突然、カナデがピーンと尻尾を逆立てた。耳も尖とがり、ピクピクとせわしなく震えている。

「どうしたんだ、カナデ？」

「にゃ、にゃんか……変な気配がするよ……？」

「変な気配？　あたしは何も感じないけど……」

「するっ、するから！　何かが近づいてくるよっ！」

「みんな、俺のところへ。カナデを中心にして、最大限の警戒を！」

　鋭い勘と気配察知能力を持つ猫霊族のカナデの言葉を疑うわけがない。

　カナデを守るように円陣を組んだ。前後左右、三百六十度を警戒する。

　そのまま……息を殺すようにして待機すること少し。

　部屋の奥で埃を被っていた椅子が、突然、カタカタと震え出した。

「な、なによっ？」

「わ、我は何もしてないぞ？　いたずらではないのだ！」

「ということは、これは……ポルターガイスト現象？」

「ふにゃあああ……」

　次々と椅子が暴れだして、さらに、テーブルまで震え始めた。

　本物の怪奇現象を目の前にして、カナデが泣きそうな顔になる。

「……イケ……」

「ちょっとレイン。今、何か言った？」

「いや、何も……タニアじゃないのか？」

「あたしだって、何も言ってないわよ」

「わたし、も……違う、よ……？」

　ソラとルナを見る。

　二人は揃そろって首を横に振る。

　と、いうことは……

「デテ……イケ……」

　地の底から這はい出てくるような、そんな声。

　男とも女とも区別がつかない。思わず寒気を感じてしまうような声が家の中に響いた。

「……デテイケ……」

　声と共に、椅子とテーブルがさらに激しく震える。

「にゃあああああっ、出た、出たよぉおおおおおっ!?」

「カナデ、落ち着いてくれ！」

「うううぅ、レイン……こ、腰が抜けちゃいそう」

「大丈夫だ。ほら、俺がいるから」

　少しでも恐怖が和らぐように、カナデの手をしっかりと握る。

　それで少しは落ち着いてくれたらしい。足をガクガクと震わせながらも、カナデは正気を保っていたが……それも長くは続かなかった。

「デテイケッ！！！」

　一際強い声が響いた。

　それを合図にしたように、何もない空間がぐにゃりと歪ゆがむ。白い煙のようなものが渦を巻いて、一ヵ所に集まる。

　そして……女の人が宙に現れた。

　歳の頃は、俺より少し上だろうか？

　髪は肩の辺りで切りそろえられている。肌の色は病的なまでに白く、幽霊なので当たり前かもしれないが体も透き通っている。足元はぼんやりとしていて、形になっていない。

　メイド服のようなものを着ているが……そんなかわいらしさとは正反対に、鬼のような形相をしていた。

「……あふぅ……」

「カナデ!?」

　カナデがふらっと倒れてしまう。恐怖に耐えきれず失神してしまったらしい。

　まずい。今、ここで何かをされた場合、逃げることができない。

　カナデを放置するわけにはいかないし、かといって、すぐに助け起こすことができるかどうか。それだけの時間、相手が待ってくれるかどうか。

「デテイケッ！！！」

　幽霊の敵意に満ちた声が響いた。

　これ以上、のんびりとしているわけにはいかない。

「ソラっ、ルナっ。浄化できるか!?」

「任せてください！」

「我が破壊魔法で一撃なのだっ」

「家を破壊してどうするんですかっ、浄化するんですよっ」

「わかっているのだ！　ちょっと言い間違えただけなのだ」

「いきますよ、ルナ！」

　ソラとルナの手の平に魔力の光が収束する。

「「ホーリーサークル!!」」

　魔法陣が幽霊の足元に出現した。

　ぐるりと魔法陣が回転して、白光が立ち上がる。

　光が幽霊を包み込み、その後には何も残らなかった。

「……やった、のか？」

「いえ……手応えがありませんでした。おそらく、直前にアストラルサイドに逃げられたかと」

「アストラルサイド？」

「幽霊は、物質界と精神界の間に存在するものです。両方の世界に行き来が可能で、精神界に逃げられた場合は、普通の方法では捕らえることができません」

「二人の魔法でどうにかならないか？」

「アストラルサイドにも影響を及ぼす魔法は、いくつか使えますが……」

「最低でも上位魔法だから、破壊力も抜群だ。この家を吹き飛ばしてしまうかもしれないぞ？　それでもいいなら、やるが……」

「少し様子を見よう」

　できることならば、家は壊したくない。

　良い拠点になるかもしれないし、何よりもまだ契約をしていないので、そんな勝手はできない。

　もちろん、みんなに危害が及ぶようなら迷うことはないが……ひとまずは様子を見た方がよさそうな気がした。

　みんなで背中を合わせるようにして周囲を警戒した。倒れたカナデはニーナが介護する。

　さあ、来るなら来い！
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　警戒すること……五分。

「デテイケッ！！！」

　相変わらず、幽霊の鋭い声は響くものの……それ以外は特に何も起こらない。

「……ねえ、レイン」

「……なんだ？」

「……あたし思ったんだけど……あの幽霊、あたし達を攻撃する手段がないんじゃない？　だから、声を出して怖がらせることしかできない、とか？」

　微妙な空気が漂う。

「……で、デテイケ……」

　もしかしてもしかしなくても図星だったらしい。

　動揺しているらしく、幽霊の声が震えていた。

「はぁ……こんなヤツを相手にここまで緊張することになるなんて」

「あたし、一気に疲れたわ……そうそう、カナデは大丈夫？」

「……ん。少し頭を打っただけみたい……すぐに、目を覚ますと思うよ」

「そ、良かった。じゃあ、さっさと終わらせちゃいましょうか」

　タニアが変身の一部を解除して、翼を顕現させる。

　それはつまり……ある程度、本気と出すという合図だ。

「おい、タニア？」

「ちまちまと隠れて、こそこそ逃げ回って……そういうヤツを相手にするの面倒なのよね。覚悟しなさいっ、この家ごと吹き飛ばしてあげる！」

　タニアは、すぅっと息を吸い込み……

　って、それはドラゴンブレスの構え!?

「おいっ!?」

「いくわよっ、家ごとまとめて消してあげる！　あたしのブレスはアストラルサイドにも効果があるんだから、逃げても隠れても無駄よ！」

「わーーーっ、わぁあああっ!?　待って、ちょい待てやーーーっ！！！？」

　幽霊が壁から飛び出してきた。かなり慌てているらしく、言葉遣いが変わっている。

「そういう時は、諦めて帰るってのが基本やろ!?　なんで、まとめて吹き飛ばそうとするんや!?　あんた、脳筋かいな!?」

「ふふん、出てきたわね」

「え？　あっ……!?」

「こんなところでブレスなんて放つわけないでしょ。レインが家は壊したらダメって言ってるし。今のはあんたを誘い出すためのハッタリよ！」

「おー」

　ニーナが感心した様子でパチパチと拍手をした。

　その後ろで、ソラとルナが微妙な顔をした。

　半分くらいは本気で家を吹き飛ばすつもりだったよね？　……と、言いたそうだ。

「ソラっ、ルナっ」

　なにはともあれ、この機会を逃すわけにはいかない。

　二人は俺の意図を瞬時に察してくれて、それに合わせた魔法を解き放つ。

「「セイクリッドシール!!」」

　二人の手の平から光があふれた。光のカーテンが床、壁、天井を覆う。

「この部屋を結界で包み込みました。これで、アストラルサイドに逃げることは不可能です」

「壁をすり抜けたりすることもできないのだ。ふはははっ、見たか我の力を！」

「よくやったな、二人共」

「あふぅ」

「ふやぁ」

　二人の頭をぽんぽんと撫なでた。二人は恍惚とした表情を浮かべて、もっとというような顔になる。しかし、今はそんな場合ではないので我慢してほしい。

　俺は幽霊に向き直る。

　幽霊はさきほどとは違い、おどろおどろしい姿をしていなかった。

　体は半透明で、足は消えているものの……それ以外は普通だ。

　やや背は高い。全体的にすらりとした体をしていて、幽霊なのに……と妙な表現になるけれど、健康的な印象を受けた。

　なによりも特徴的なのは、その瞳だ。どことなく愛あい嬌きょうを感じられて、それでいて、とても明るく優しい目をしていた。さきほどまで俺達のことを脅していた幽霊とは思えない。

「さて……はじめまして、と言うべきかな？」

「ぐぬぬぬっ……」

「とりあえず話をしないか？　どうも君は悪い人……悪い幽霊には見えない。無意味に人を害するとは思えない。だから、話をしたいんだけど……」

「こうなったら、あんたを……！！！」

　幽霊がやぶれかぶれの特攻をしかけてきた。おそらく、俺の体に取り憑くつもりなのだろう。

「レインっ！！！？」

　誰かの悲鳴が聞こえた。

　しかし、俺にやぶれかぶれの特攻なんて通用しない。

「止まれっ！」

「っ!?」

　俺の力ある言葉に反応して、幽霊がピタリと宙で止まった。

「え？　え？　あれ、どうして……な、なんやコレは!?　体が、うぐぐぐ、動かないっ」

　何をした？　と言うように幽霊がこちらを睨にらむ。
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「俺はビーストテイマーなんだ」

「そ、それがどうしたっていうんや」

「でもそれだけじゃなくて……昔、故郷でファントムテイマーの技術を習ったことがあるんだ」

「ファントムテイマー!?　えっ、ちょっとレイン、なによそれ。聞いたことないんだけど」

「ビーストテイマーの幽霊版だよ。文字通り、幽霊を使役することができる」

「うそ……幽霊を使役するなんて、ありえなくない……？」

　数少ない……というか、ほぼほぼ見かけたことのない職業だ。

　今まであちこちを旅してきたけれど、故郷にいた隣のおじさん以外に見かけたことがない。

「は、はぁ!?　ウチら幽霊を使役する、って……えっ、ちょっと、それ、マジで言ってるん!?　ウチ、幽霊やってそれなりに長いけど、そんなもんがあるなんて初めて聞いたで!?」

「マジだ。まあ、俺は完全には習得していないから、やや不完全なんだけど……」

「ぐぬぬぬっ……やっぱり動けないぃ！」

「普通の幽霊は知能なんて残ってないし、まともな会話はできないよな？　でも、君は違う。ハッキリとした知能と人格が残っている。どちらかというと人間に近い存在だ。だから、拙い俺の技術が通用する」

　そう説明する一方で、タニア達が呆あきれているような感心しているような、複雑な顔をしているのが見えた。

「うわ……また出たわ、レインのとんでも能力が。幽霊をテイムしておいて拙いって、あいかわらず感覚が狂ってるわね。普通は、テイムすることなんてできないのに」

「ファントムテイムですか……さすがに、これは驚きですね。人間のことは詳しくありませんが、ですが、それが未知の技術であることは理解できますよ。レインはすごいですね」

「うむ、さすがレインなのだ。我の主ということはあるな。ふふんっ、我はそんなレインと契約できたことを誇らしく思うぞ」

「……おー」

　頼むから珍獣を見るような目を向けないでほしい。

「ぐっ……う、ウチは幽霊歴三十年のベテランや！　これくらいで……！」

「止まれ」

「ふぎゃ」

　二度命じると、幽霊はその場にこてんと落ちた。

　それでもまだ元気が残っているらしい。じたばたともがいて、なんとか逃げ出そうとしている。

「動くな」

「うっ……!?」

　三度目の命令。

　今度こそ効いたらしく、幽霊は完全に動きを止めた。

「手を後ろに。そのまま動くことを禁じる。そして、俺達に危害を加えることも禁じる」

「うっ、うううぅ……」

　全てを封じられた幽霊は、

「……う、ウチの負けや」

　がっくりとうなだれて、敗北を認めてくれた。

「もう観念するわ……さあ、煮るなり焼くなり好きにせい！」

「そんなことはしないって」

「へ？」

「話をしたい、って言っただろう？」

「……あれ、ホンマのことなんか？」

「そう言っただろう？　そんなことでウソはつかないさ」

「あんた、変わった人間やなあ。ははっ」

　幽霊は、文字通り憑き物が落ちたみたいに晴れやかな顔をして、小さく笑う。

「好きにしーや。ウチは敗者や。あんたらの言うことに従うわ」
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　外にいるナタリーさんを呼んでリビングで話をする。この家に関する話なので、ナタリーさんがいないと色々と困るのだ。

「まずは自己紹介をするか。俺は、レイン・シュラウド。冒険者で、さっきも言ったけれど職業はビーストテイマーだ」

「猫霊族の……カナデ、だよ……？」

　あれから少ししてカナデは目を覚ました。

　もう気絶する様なことはないが、まだ幽霊は怖いらしく、俺の背中にしがみつくようにしていた。

「あたしは、タニア。誇り高い竜族よ」

「ソラは、ソラです。精霊族です」

「我はルナだ！　ふふんっ、崇めてもよいのだぞ？」

「えと……ニーナ、です。一応、神族……です」

「私はナタリーといいます。冒険者ギルドの職員ですね」

　一通りの自己紹介が終わり、最後に幽霊が口を開く。

「最強種ばかりのパーティーって、とんでもないやんか……ウチ、めちゃくちゃな相手を敵にしてたんやな。って、話が逸れた。ウチは、ティナ・ホーリや。昔、別のところでメイドをしてたんやけど……三十年前にちょっとしたことで死んでしもうてな。以来、幽霊をやっとるでー」

　独特な喋しゃべり方をする子だ。

　見た目は俺達とさほど変わらない。でも、幽霊になった後の年齢も加算したら三十以上……いや、五十近く？　ということになる。そのせいか、年上らしい余裕を感じる。

「ティナは、ずっと昔からここに？」

「いや、そんなことないで。ウチがここに住み着いたんは、わりと最近やな。ウチ、地縛霊とちゃうから、特定の建物に縛られることなくあちこちを移動できるんや」

「あっ。もしかして……少し前に不気味な人影が出没する、っていう事件が起きましたが……それはホーリさんの仕業なんですか？」

「ま、まあ……そうかもしれんな」

　ナタリーさんの問いかけに、ティナは素直に自分の犯行であることを認めた。

　気まずそうな顔をしているところを見る限り、わざとではないのかもしれない。

「以前、住んでたところが取り壊されてしもうてな。それで、新しい住処を探して、ふらふらーっとしてたんや。驚かせていたのなら悪いことしたわ。堪忍な」

「まあ、被害はなかったので構いませんが……でも、この家を不法占拠している問題は別ですよ」

「うっ」

「ホーリさんがこの家に住み着いたせいで、この家の価値は急落。誰も買い取ってくれない、幽霊屋敷になってしまったんですからね。そちらの問題は見逃すことはできません」

「それは……その、悪かったと思ってるで」

　しゅん、となって反省するティナは、とても人間くさい。

　幽霊というものは自我を保つことはできない。実体がないのだから、思考するために必要な脳がない。故に自我はない……というのが理由だ。

　普通は自我はないのだけど……どうも、ティナは特別な幽霊らしい。こうして普通に話ができるし、喜怒哀楽といった感情も窺える。

　聞けば三十年も幽霊をやっているらしいから、その間に進化したのかもしれない。

「どうして、ティナは幽霊なんかに？」

　ティナの素性に興味が出て、そんなことを尋ねてみた。

「ん？　大した話やないで」

「それでも、よかったら聞かせてくれないか」

「んー……ま、かまわんで。レインの旦那には助けてもらった恩があるからな」

　にかっと笑うティナ。

　気持ちのいい笑顔だ。やはり幽霊とは思えない。

「ウチは見ての通りメイドやったんや。三十年前、とある屋敷に勤めていたんやけど……そこの主がめっちゃくちゃひどいヤツでな。極度の女好きで、しかも、拷問好きの変態だったんや」

「それは……」

「当時のウチは、そんなことは知らなくてな。なんも知らず働いて……なんも知らず主に殺されてしもうた」

　いきなり重い話になってしまった。話を振った身としてはかなり気まずい。

　しかし、ティナはそんなことは気にしてないというように快活に笑う。

「なはは、レインの旦那が気にすることないで。もう三十年も前のことやし、大して覚えとらんわ」

「それでも……ごめん。嫌なことを思い出させただろう？」

「だから、気にしてないゆーてるやろ？　死んでしもうて幽霊になったけど、これはこれで快適やからな。今はのんびりと幽霊ライフを満喫しとるわ」

「そっか。そう言ってくれると助かるよ」

「あんさん、変なヤツやなあ……幽霊相手に頭下げるなんて」

「そうか？」

「レインは変だよね」

「変ね」

　カナデとタニアが追随した。

　見ると、ソラとルナもうんうんと頷いている。

「わわっ……へ、変じゃない……よ？」

　ニーナは否定してくれるものの、気を使われているという感じがした。

　俺、変なのか……？

　ちょっと凹んだ。

「確認になりますけど、ホーリさんは地縛霊じゃないんですね？」

　ナタリーさんが怖い顔をして聞く。

　冒険者ギルドとしては、ティナを放っておくことはできないのだろう。管理する物件に幽霊が住み着いているなんて問題だからなあ……どうにかしたいと思っているはずだ。

「せやな。ここには単に流れ着いただけやから、この建物に囚われてるってことはないよ」

「なら、出ていってくれませんか？」

「えぇっ」

「ホーリさんがいるせいで、この物件、誰も契約してくれないんですよ？　値段は急落するし、ギルドの管理能力も疑われるし……損害賠償を請求したいところです」

「う、ウチ、金なんて持ってないで……？」

「わかっています。ですから、そこは問いません。でも、これ以上、放置しておくわけにはいきません。なので、出ていってください」

「そんなぁ……やっと、雨風しのげるいい場所を見つけたと思うたのに……」

　幽霊でも家は必要らしい。ティナはすごく困った顔をしていた。

「……なあ、カナデ」

　そっと、背中のカナデに声をかける。

「ティナは怖いか？」

「うー……」

　なんとなく、俺の言いたいことを察してくれたらしい。

　カナデがなんともいえない声を漏らす。

「……怖いよ」

「……そっか」

「でも……怖いけど、仲良くなれるかもしれない……かな？　ティナおもしろそうだから……だから、一緒でもいいよ」

「うん。その言葉が聞けてよかった。ありがとな、カナデ」

「にゃふぅ」

　ぽんぽんと頭を撫でると、カナデは落ち着いたように笑みをこぼした。

「ナタリーさん。質問があるんだけど……」

「はい、なんですか？」

「ティナが立ち去ったとして、この家の価値って元に戻るものなのか？」

「うっ……それは」

　丘の上にある家は本当に幽霊が出るらしい。

　一度、そんな噂うわさが定着してしまうと、払拭するのはかなり大変なことだ。もうそれなりに知れ渡っているみたいだから、なおさら難しいだろう。

　ティナが立ち去ったとしても、それを証明する術がない。この家は、今後も、幽霊が出る家として語られるだろう。

　そのことはナタリーさんも理解しているらしく、がっくりと肩を落とした。

「……元に戻りませんね。一度、出るという噂がついてしまうと払拭することはかなり難しいです。だからといって、このまま放っておくことはできません。もしかしたら、こんな物件でも構わないという変わり者が出てくるかもしれません。そんな時のために、ティナさんには退去を……」

「その変わり者が、ここにいるんだけど」

「え？」

「この家を買いたい。ティナはそのままで構わない」

「いいんですか？」

「ええの？」

　ナタリーさんとティナが揃って小首を傾げた。

　仕草が似ていて、ちょっと笑いそうになってしまう。

「それが一番の解決方法のような気がするんだけど、どうかな？」

　ティナは、せっかく見つけた安住の地を出ていきたくない。

　ナタリーさんは、曰いわく付きの物件をなんとかしたい。

　ならば俺が契約してしまい、ティナごと受け入れてしまうのが一番だ。

　ナタリーさんも、ギルドのしがらみがなければ、ティナを追い払いたくないと思っているはずだ。色々と気にかけてくれているし、優しい人だと思うんだよな。

「うーん、そうですね……」

　顎に手をやり、ナタリーさんは考えるような仕草をとる。

　そのまま少し……ややあって苦笑をこぼした。

「それが一番みたいですね」

「契約成立かな？」

「シュラウドさん、なかなか商売上手ですね。一番良い落とし所をこうも簡単に見つけるなんて」

「たまたまだよ」

「幽霊も一緒に受け入れてしまうなんて、なかなかできることではありませんが……さすがというべきでしょうか」

　ナタリーさんが書類を差し出してきた。

「こちらにサインを。それと、今金貨十枚を払えますか？　手数料など込みでその値段になります」

「問題ないよ」

　言われるままサインをして、それから金貨十枚を渡した。

「はい、これで契約完了です。今日から、この家はシュラウドさん達のものです。ティナさんの処遇もシュラウドさん達におまかせします。それでは、また」

　ナタリーさんが一礼して、家を後にした。

　ぽかん、としているティナに手を差し出す。

「というわけで……これからは俺達も一緒にいてもいいか？」

「あっ……も、もちろん！　本来はウチが出ていかなくちゃいけないのに……置いてもらえるなんて感謝や！　ホンマ、おおきに！」

「にゃあ……よ、よろしくね……？」

「壁とかすり抜けないでちょうだいよ？　びっくりするから」

「よろしくおねがいします。メイドということは、料理を作れるのでしょうか？　よければ、ソラに教えてください」

「よろしくなのだ！　でも……ソラに料理は教えなくていいからな？」

「よろしく……ね」

　みんながそれぞれ挨拶をして……

「よろしくやで！」

　ティナが笑顔で応えて、俺の手を取った。幽霊なので手はすり抜けてしまうのだけど、それでも、ティナの温もりを感じたような気がした。





◆






　すでに日が暮れていたので、その日は宿へ戻った。

　契約は交わしたけれど、掃除などはしていないから、すぐに住めるわけじゃない。




　翌日。

　朝からみんなで家の掃除をした。埃一つ逃さない勢いで、隅から隅まで綺麗にして……最後に街で購入した家具を運び込んで、引っ越し完了。

「おーっ」

　すっかり見違えた家を目にして、ティナが感動するような声を漏らした。

「この家って、こんなに綺麗やったのか」

「俺達より前に住み着いていたのに、知らなかったのか？」

「ウチ、一人だけやったからなあ……幽霊やから、物動かすのしんどいんや。できんこともないけどな。やから、必要最低限しか掃除をしなくてな」

　確かに、一人だとそういうところは面倒かもしれないな。

「これからは、みんなで分担すればいいさ。一人じゃないんだから」

「せやな！」

　にっこりと、ティナが笑った。




　新しい家で初めて迎える夜。

　みんなでテーブルを囲み、食事の時間になった。

「ごはん、できたでー」

「今夜は会心の出来なのだっ」

　ティナとルナが料理をテーブルに運ぶ。ちなみに、ティナはポルターガイストを起こしたのと同じ要領で、魔力を使い、念動力で料理を運んでいた。

　二人が料理に自信があるということで、ごはんの用意を任せたのだけど……

「おっ、おおおぉ！　にゃあああああぁ♪」

　カナデの目がキラキラと輝いた。

　その反応で、二人が作った料理がどんなに素晴らしいものかわかったと思う。

「すごいねー、すごいねー！　これ、本当にティナとルナが作ったの!?」

「せやで」

「うむっ、我らの協力の成果なのだ！」

「ふわぁ……匂いもすごくいいし、食欲がそそられるよ♪　すごくおいしそう！」

　今朝はまだ、カナデはティナにびくびくしていたのだけど……

　今はそんなことはなく、すごく気さくに話しかけていた。

　食欲の力は偉大だ。あるいは、カナデが単純なのだろうか？

　……その両方な気がしてきた。

「どうしたのだ、レイン？　食べないのか？　ソラには手を出させていないから安心していいぞ」

「ルナ、それはどういう意味ですか？」

「そ、それは秘密なのだ」

「じゃあ、冷めないうちに食べようか。二人も席について」

　ティナは幽霊なのでごはんは食べられないけれど、それでも一緒の時間を過ごしたいので、席についてもらうことにした。

　ティナとルナが席についたところで、手を合わせる。

　いただきます、と唱和して、さっそくごはんに箸を伸ばした。

「おぉっ、これは」

　とりあえず、目の前にあるスープを口にしてみた。

　野菜の旨みがしっかりと出ていて、優しい味わいになっている。

「このスープは誰が？」

「あ、それはウチやで」

「すごくおいしいよ。それにうまいだけじゃなくて、飲んでいて落ち着くというか……なんか、母親の味って感じだ。いくらでも飲めそうだ」

「そ、そか？　そう言われると照れるな……えへへ」

「このお肉！　お肉は誰が!?」

　カナデは、口の回りをソースでベトベトにしていた。

　ごきげんな様子を表すように、耳をぴょこぴょこ、尻尾をふりふりさせていた。

「それもウチやで。秘伝のソースにじっくりとつけてから、時間をかけて焼くのがポイントやな」

「おーっ、にゃるほど！　すっごくおいしいよ♪　はぐはぐっ、うん、おいしい！」

「ははっ、ありがとな」

「あ、ごはんなくなっちゃった……ねえねえ、おかわりあるかな？」

「あるで。ほいっ」

　ティナが手を振るような仕草をすると、誰もいないキッチンから、ごはんを盛った茶ちゃ碗わんがふわふわと浮いてきた。

　カナデはビクッと震えるものの、恐怖よりも食欲の方が勝ったらしく、すぐに茶碗に手を伸ばして、おいしそうに食べ始めた。

　二人がうまくやっていけるかちょっと心配だったのだが、この様子なら問題なさそうだ。

「へぇ……このサラダ、すごくおいしいわね。今まで味わったことのないドレッシングなんだけど……もしかして、これはルナが？」

「うむっ、我の特製サラダなのだ」

「どんなものを使ってるのかしら？　参考までに教えてほしいんだけど」

「主に野生の木の実なのだ。それに調味料を加えて、食べやすいようにアレンジしたのだ。そのままだと苦味があるのだ」

「へー、料理が得意なのね。ちょっとうらやましいかも」

「我ら精霊族の主食は野菜だからな。サラダなどを作らせたら、我の右に出る者はいないぞ。逆に肉料理は苦手なのだ。あまり作ったことがないからな。まあ、我にかかればそこそこのものは作れるけどな。ふふんっ」

「なるほど、そういうものなのね」

　タニアとルナが仲良く話をする一方で、ニーナの手が止まっていた。

「どうしたんだ？」

「……ふぇ？」

「何か嫌いなものでも？」

「そうなのか？　むむっ、好き嫌いはダメなのだ。我のように大きくなれないぞ」

「ルナは小さいと思いますが」

「ソラに言われたくないぞっ」

「あっ、その……そうじゃなくて……えと……不思議だなあ、って」

　ニーナは、眩まぶしいものを見るような顔をしながら、ぽつぽつと語る。

「こんな風に、楽しいごはん……本当に久しぶりだから。なんか、変な感じで……イヤ、じゃないの。うれしくて楽しくて……でも、現実感がなくて……前は、色々と諦めていたから」

「そっか」

「あ、と……ご、ごめんなさい。よくわからないこと、話して……」

「謝ることじゃないさ」

「そうですよ。そういうことは気にしないように」

　隣に座るソラが、そっとニーナを抱きしめた。

　ニーナの尻尾がひょこひょことうれしそうに揺れる。

「たまに、思うの……」

「どんなことですか？」

「わたし……みんなと出会うことができて……すごく、幸せ……よかったな、って」

「ソラも、ニーナと出会うことができてうれしいですよ」

「我もだ！」

「私も！」

「同じく」

　ニーナと出会い、まだそれほどの時間が経っていない。

　でも、時間は関係ない。

　あれだけの事件を一緒に潜り抜けた仲だ。俺達は強い絆きずなで結ばれていると、そう信じている。

「ニーナの気持ちはソラもよくわかります」

「そう、なの……？」

「ある意味で、ソラとルナはニーナと似ているかな、と思います。レインに助けられたところや、外の世界に連れて行ってくれたところ。そういうところが同じですね」

「色々な意味で、我らはレインに助けられたな。今の我らがあるのは、全部、レインのおかげなのだ。もしもレインと出会っていなかったらと思うと、ゾッとするのだ」

「そう、なんだ……えへへ、一緒……だね」

　二人の言葉を受け止め、ニーナがほんわかとした顔で笑う。

　あのニーナが、こんな風に笑うようになるなんて……自分のことのようにうれしくなる。

「……あのね、レイン」

「うん？」

「えと、その……あ、ありがとう……」

　ほんのりと頰を染めながら、ニーナがはにかんだ。

「わたし、レインのおかげで……こういう風に、また、笑えるように……なった、よ？　だから……あのね、ありがとう」

「俺は大したことはしてないよ。ニーナが自分で強くなったんだ」

「ううん……レインが、助けてくれなかったら……ダメだったと、思うから。だから、すごく感謝しているの……ありがとう」

「えっと……どういたしまして」

　まっすぐな感謝の気持ちを向けられて、少し照れくさかった。

「レイン……ソラも、感謝を示します」

「我もだ」

「二人まで……」

「助けてくれたことはもちろん、ソラ達を仲間にしてくれたこと、うれしいです」

「おかげで、外の世界を知ることができたのだ。あのまま森に引きこもっていたら、我らは矮わい小しょうな存在のままだっただろう」

「ルナ、引きこもりとか言わないでください」

「事実ではないか」

「とにかく……感謝しているのです。ニーナの話を聞いて、ソラ達も改めてそのことを伝えておきたくて……ありがとうございます」

「ありがとうなのだ！」

「うん。二人の気持ちは受け取ったよ」

　ニーナとソラとルナとの間に絆を感じる。

　目には見えないけれど、確かにそこに存在した。

「良い話やなあ……ウチも、みんなみたいになれるかな？」

「こんなにおいしいごはんを作れるんだから、何も問題ないよ♪」

「どんな根拠なのよ、それ」

「私の勘！」

「適当じゃない！」

「なら、直感！」

「変わらないわよっ」

　カナデとタニアのかけあいに、みんなが笑う。

　楽しい夜は賑にぎやかに過ぎて……しばらくの間、みんなの間に笑顔が絶えなかった。




～Another Side～




　食事を終えた後、ソラとルナは自室でのんびりしていた。

　木の温もり、匂いが感じられる、精霊族の里を思わせるような部屋で落ち着くことができた。さらに、ふかふかのベッド。二人の小柄な体を優しく包み、ぽん、とスプリングが跳ね返してくれる。

「はふぅ……これはたまらないですね。とても良いベッドです」

「里にあるベッドとは大違いなのだ。素晴らしい快眠を期待できるのだ」

　ソラとルナは同室だ。他にも部屋は空いているため、一人一部屋にしても問題はないのだけど、二人は同じ部屋にいることを望んだ。

　生まれた時からずっと一緒で、ほぼほぼ離れたことがない。

　そんな二人だから、一緒にいることが当たり前になっていて、別々の部屋になるという発想は欠片もなかった。

「今日は楽しかったのだ。自分達でごはんを用意して、それをみんなに食べてもらう……なんていうか、よくわからないが……すごくうれしいのだ」

「これからは、それが当たり前になりますよ」

「ふふふっ、ニヤニヤしてしまうのだ」

　ルナはうれしそうにしながら、ベッドの上でゴロゴロした。それを見たソラは、姉らしく優しい笑みを浮かべる。




　コンコン。




　そんな時、ふと扉をノックする音が響いた。

「はい、どうぞ」

「おじゃま、します……」

　来客はニーナだった。思わぬ人物に、ソラとルナは不思議そうにしつつ、体を起こしてベッドに並んで座る。

「ほい、ニーナは我らの間に座るといいのだ」

「ん……あり、がと」

　ルナに促されて、ニーナは二人の間に座る。

「えと、ね……ちょっと、聞きたいことがあって……ソラとルナは精霊族だから、色々と詳しいかな……って」

「ほうほう。その選択は間違いではないぞ。我ら精霊族は魔力だけではなくて、優れた知識を持っているからな。まあ、断交していた人間のことは知らんが、それ以外のことならなんでもこい、なのだ！」

「優れた魔力の変換や、術式の改造。あるいは、過去の遺物の知識など色々なことを知っていますよ」

　そう語るルナとソラは、どこか得意そうだった。

　以前まではソラとルナがパーティーの最年少だったけれど、そこにニーナが加わり、お姉さんになったのだ。年上らしく頼りになるところを見せたいと思っているのだろう。

「えっと、ね……わたし、なにか変なの」

「む？　どういうことなのだ？　もしかして、体調不良なのか？」

「そう……なのかも」

「大丈夫ですか？　熱は？　吐き気は？」

「ううん……どっちも、ないよ」

　わかりやすい症状がないと知り、ソラはほっと安あん堵どした。

　ニーナに異変は見られない。顔色は悪くないし、苦痛を覚えている様子もない。

　では、何が変だというのか？

　ニーナはそっと己の胸元に手を当てて、たどたどしく語る。

「あの、ね……この辺りが、きゅ、って痛くなるの」

「胸ですか？」

「もしかして心臓の病気なのか!?」

「そういうのじゃ、ないと思うの。よく、わからないけど……落ち着かなくなったり、ドキドキしたり、レインのことが気になったり、目で追いかけたり……」

「む？　ちょっと待つのだ」

　話が妙な方向に転がり始めたのを察して、ルナが質問を挟む。

「えっと……確認だけど、胸が変な感じになるのはレインが関係しているのか？」

「ん」

　ニーナがこくりと頷いた。

「おかしくなる時は、レインのことが気になったり、ついつい目で追いかけたりしている……それで間違いありませんか？」

「ん」

　再び、ニーナは小さく頷いた。

　ソラとルナは互いを見た。

　その表情は……どうしよう？　と言っているかのようだった。




　ニーナはまだ子供ではあるが、しかし、しっかりとした女の子だ。

　窮地から助けてくれて、さらに優しくしてくれて、温かい笑顔を向けてくれるレインのことが気にならないわけがない。

　とはいえ、まだニーナは幼い。その胸に抱いている感情が親愛なのか恋愛なのか、判断に迷うところではあった。

　ソラとルナも、その感情はコレだ、と断言することはできない。

　なぜならば……彼女達もまた、ニーナと似たような想いを抱いているからだ。

　レインのことが気になる。しかし、それが恋なのかわからない。

　そんなもどかしい想いを抱えているのだ。

「むう……ニーナも我らと同じということか」

「同じ……？」

「実を言うと、ソラ達もニーナと似たような感情を抱いています。ただ、それがどういうものなのか、今ひとつわからないというか確信が持てないというか……」

「なので悪いが、答えを出してやることはできないのだ。すまないのだ」

「ん……わたし、ソラとルナと一緒。えへへ……うれしいな」

　なんだこのかわいい生き物は。

　ソラとルナはそんなことを思い、左右からニーナのことをぎゅうっと抱きしめた。

「ふわっ」

「この感情について、答えを教えることはできませんが……ただ、こうした方がいい、ということは教えることができますよ」

「それは……この温かい想いを大事にして、しっかりと育てていく、ということなのだ！」

「育てて……いく？」

「うむ。手放したりしないで、この想いを持ち続けることが大事なのだ」

「そうすれば、きっといつか、自分で答えを見つけることができると思いますよ」

　その時は自分達も……

　ソラとルナは、心の中でそう付け足した。

「ん……がんばる、ね」

「うむ、その意気なのだ！」

「ソラとルナも……一緒に、がんばろ？」

「はい、そうですね。私達は似た者同士ですから……ふふっ。一緒にがんばりましょう」

　突発的に開催された三人の女子会は、もうしばらくの間、続くのだった。





２章　新しい冒険




　小鳥のさえずりと窓から差し込む朝日で目が覚めた。

　見慣れない天井だ。

　って……そういえば、昨日、引っ越したんだった。

　ちょっと大げさかもしれないが、これで一国一城の主だ。頰が緩んでしまいそうになる。

　とはいえ、浮かれてばかりもいられないか。

　この生活を維持できるように、これからもがんばっていかないといけないからな。

「うん？」

　なにやら、隣に温かい感触が？

「すぅ……すぅ……」

「……え？」

　くるりと丸くなって、ニーナが穏やかな寝息を立てていた。

　あれ？　え？　なんでニーナがこんなところに……？

　困惑する俺のことはおかまいなしに、ニーナは気持ちよさそうに寝ている。時折、耳がぴょこぴょこと動いていた。

　顔には微笑み。良い夢でも見ているのだろうか？

「……一人は寂しかったのかな？」

　ニーナはまだ子供だ。それに、ひどい目に遭ってきた。

　そういう経験もあるから、まだ一人になるのは寂しくて……この前の時みたいに、ついつい俺のところに潜り込んできたのかもしれない。

「おーい、ニーナ」

「……うゅ……」

「朝だぞ、起きろ」

「……やぁ……」

　軽く肩を揺するものの、ニーナは起きてくれない。朝に弱いのだろうか？

　まいったな。こんなところ、誰かに見られたら変な勘違いをされるかもしれないし……

「レインっ、おっはよー！　朝だよーっ！！！」

　ばたんっと扉が開いて、カナデが元気よく部屋に入ってきた。
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「あっ」

「えっ」

　一緒に寝ているニーナを見て、カナデがピシリと固まる。

「にゃああああああああああぁっ!!!?」

　カナデのよくわからない悲鳴が、家中に響き渡るのだった。
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　家を出て、冒険者ギルドに向かう途中……

「にゃうー……」

　カナデの針のような視線が突き刺さる。

「ホントに何もなかったの？」

「ないよ」

「ホントにホント？」

「ホントにホント」

「ホントのホントのホント？」

「それ、キリがないから」

　何度も何度も疑われてしまう。

　俺、そんなに信用がないのだろうか……？　ちょっと凹へこんでしまう。

「いい、ニーナ？　女の子は、そうそう簡単に男と一緒に寝てはいけないの。わかる？」

　後ろの方では、タニアがニーナに一緒に寝てはいけないと説いていた。

「え、と……どう、して？」

「そりゃあ、ニーナがかわいい女の子だからよ。それで、男は獣だから」

「レイン……人間、だよ……？」

「えっと、そういう意味じゃなくて……」

「昨日は、寂しくて……わたし、悪いことした……？　ごめん、なさい」

「あっ、いや……ニーナが悪いわけじゃなくてね？　その、なんていうか……」

　ニーナに悪気がないだけに、タニアもどうしていいかわからないみたいだ。

「まさか、ニーナがこれほど積極的だったなんて……あまり自覚はしていないみたいですが、なかなかに厄介ですね」

「我らが焚たき付けてしまったようなところもあるからな。とはいえ、これは予想外の結果で……むむむ。これは油断ならないぞ」

「ソラ達も忍び込んでみましょうか？」

「待て。同じ手を使うというのは、いささか新鮮みに欠けるのではないか？　ここは、我らだけのオリジナルの手を使うべきだろうな」

「なるほど。こういう時のルナは頼りになりますね」

「フハハハッ、そうだろうそうだろう！　……ん？　待て。その言い方だと、普段の我は頼りにならないみたいではないか」

「気にしすぎです」

「そうか。ならば構わないのだ！」

　ソラとルナはよくわからないことを話していた。

　ニーナの添い寝が、思っていた以上にみんなに妙な影響を与えていたみたいだ。

「ねえねえ、レイン。今度、私も一緒に寝ていい？」

「ダメに決まっているだろう」

「えー、なんでなんで？　ニーナは一緒に寝たのに」

「ニーナは子供だろう？　カナデはもう立派な大人なんだから」

「にゃうー……子供っていいなぁ」

　カナデがよくわからない羨望の眼差しをニーナに向けた。ニーナはその意味が理解できず、きょとんとしていた。




　冒険者ギルドに着いた。

　Ｃランクに上がったことで請けられる依頼が増えているはずだ。それに最近は色々とあったせいで、冒険者としてまともに活動をしていなかった。

　本来の役割を果たすべく、ギルドにやってきたというわけだ。

　ちなみにティナは留守番だ。幽霊なので、昼間は外に出ることができないのだ。

　残念そうにしていたけれど、こればかりはどうすることもできないので、悪いけれど我慢してほしい。

「こんにちは」

「あら、シュラウドさん。他のみなさんもようこそ」

　中に入ると、ナタリーさんが笑顔で迎えてくれた。

「今日はどうされたんですか？」

「何か依頼を請けようと思って。オススメとかないかな？」

「そうですね……んー」

　ナタリーさんは棚からファイルを取り出して、パラパラとめくる。

「シュラウドさんはＣランクになったばかりですが、カナデさんやタニアさんがいますから……ああ、そうそう。ソラさん、ルナさん。それにニーナちゃんもいますから、大抵のことならば……そうですね、コレなんてどうですか？」

「密猟者の摘発？」

「少し前のことなんですが、保護指定されている動物が街に持ち込まれるという事件が起きたんです。調べてみると、どうも、保護動物を密猟している人がいるみたいで……」

「なるほど。でも、そういうことは騎士団の役目じゃないのか？」

「本来はそうなんですけど……今、騎士団は人手が足りないらしくて。人に危険が及ぶ事件ならば動いてくれるのですが、保護動物が対象となると、そこまで手を割ける余裕はないらしくて……」

　つい先日、他でもない俺達が大半の団員を叩たたき出したからな。

　ステラは、王都から補充の騎士が派遣されると言っていたが、まだ時間がかかるのだろう。仮にすぐに補充されていたとしても、配置やら役割分担やら、色々とやらないといけないことがあるから当分はごたごたしてしまうはずだ。すぐに動くことは難しいだろう。

　あの一件で俺は最善の行動をしたと断言できるが、それでも責任を感じないといえばウソになる。

　それに、ビーストテイマーとして、保護指定されている動物が被害に遭っているというのは、ちょっと見過ごせないものがある。

「わかった。じゃあ、この依頼を請けるよ」

「ありがとうございます。では、手続きをしてしまいますね……って、あれ？」

「うん？　なにか？」

「いえ、これはちょっと……ううん、なんでもありません。きっと気のせいですね。ではでは」

　ナタリーさんがぽんぽんと書類にハンコを押した。

　それから、今回の事件の情報が記された用紙を渡してくれる。

「そういえば聞き忘れていたんだけど、報酬は？」

「くすっ、最後にそれを聞くんですか？　シュラウドさんはどこか抜けていますね」

「からかわないでくれ」

「報酬は銀貨二百枚になります。さらに、密猟者を一人捕まえるごとに銀貨十枚をプラス。さらにさらに、保護動物の売却先……つまり、取引相手の情報を得たら五十枚プラスになります」

　けっこうおいしい依頼だった。うまくいけば銀貨三百枚くらい稼げるかもしれない。家を買ったばかりで金がないから、これはうれしい。

「シュラウドさんなら問題ないと思いますが、お気をつけて。近頃、物騒な噂うわさもあるので」

「物騒な噂？」

　周囲に聞かれたら困る話らしく、ナタリーさんは軽く身を乗り出して、そっと耳打ちしてくる。

「実は、各地で暗躍を続ける謎のアサシンがホライズンに来ているという噂がありまして」

「そんな相手がこの街に？」

「まだ正確な目撃情報はなくて、あくまでも噂の段階なんですけどね。でも、火のないところに煙は立たないと言いますし……念の為に用心してください」

「わかった。気をつけるよ」

　話を聞く限り、恐ろしい相手のようだ。みんなに危険が及ばないように注意することにしよう。




　受付を後にすると、離れたところで様子を見ていたみんながやってきた。

「レイン、レイン。どんな依頼を請けたの？　お魚食べ放題とか？」

「そんな依頼あるわけないでしょ。カナデはどんだけ食いしん坊なのよ」

「にゃー……だって、最近はぜんぜんお魚を食べてないんだもん。お魚欠乏症で倒れそうだよ」

「その書類、ソラにも見せてください。ふむふむ……なるほど。保護指定されている動物を捕獲する密猟者と、その取引相手の情報取得ですか。騎士団のような仕事ですね」

「ふむ、動物の密猟か……ニーナなんて真っ先に狙われそうなのだ」

「ふぇ!?　わ、わたし……捕まっちゃうの……？　あぅあぅ」

「そういう脅かしをするな」

「ふぎゃん」

　ルナの頭をコツンと叩いておしおきをした。

「さっそく、現場に向かおうと思うんだけど……問題は？」

「ないよーっ！」

　カナデが元気に返事をして、それに追随するように皆も頷うなずいた。

　さあ……久しぶりの冒険だ。俺はちょっとだけわくわくしていた。
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　密猟者を相手にするということは、戦闘になる可能性が極めて高い。

　その準備をするために、ガンツの武具店にやってきた。

「こんにちは」

「おう、お前さんか」

　店に入ると、ガンツが読んでいた本をぱたんと閉じた。

「にゃー……ヒマなの？」

「がははっ、ハッキリとものを言うお嬢ちゃんだな」

「だって、ヒマそうなんだもん」

「今は休憩中じゃよ」

「休憩なのに本を読んでいるの？　そんなことしたら余計に疲れちゃうよね」

「普通の人は、本を読むことでリラックスできるのよ。本を読んで疲れるなんて、脳筋のカナデだけでしょ」

「ひどいっ!?」

　タニアのツッコミにカナデが、がーんっ!?　というような顔をした。

「儂わしの仕事は体を動かしてばかりだからのう。たまには頭も使ってやらないと、錆さびついてしまいそうなんじゃよ。それで、今日はどうした？」

「そろそろ前に頼んだ武器ができてるんじゃないかと思って」

「おおっ、そうじゃったな。できておるぞ」

　ガンツは本を棚にしまうと、一度、店の奥に消えた。

　待つことしばし……一本の短剣を手に、ガンツが戻ってきた。

「ほれ、これがレインのために作った専用武器じゃ」

　短剣を渡された。鞘さやから抜いて刀身を確かめる。

　刀身は燃えるように赤く、わずかに刃が反っていた。

「綺き麗れいですね。思わず見み惚ほれてしまいます」

「刃に見惚れるなんて、我が姉は危ない趣味を持っているのだな」

「ルナは、ソラを貶おとしめたいのですか？」

「うむっ！」

「よろしい、ならば戦争ですね」

「け、ケンカは……ダメ、だよ？」

　睨にらみ合う姉妹がニーナに諭されていた。最近、わりとよくある光景だ。

　ニーナの前でケンカを続けるわけにはいかないらしく、二人は矛を収めた。

　教育に悪いとか、そういうことを考えてくれているらしい。見た目はまだまだ幼い二人だけど、ニーナの前だとお姉さんらしいことをしたいみたいだ。

「ん？」

　短剣を確認していると、柄の部分に見慣れないものがついているのを見つけた。

「これは……引き金？」

　なにかのスイッチなのだろうか？　柄にトリガーが設置されている。

「ガンツ、これは？」

「ふふふっ……そいつは、儂の研究の成果じゃよ」

「刀身を射出するとか？」

「ふんっ。そんなチャチな代物ではないわ」

　だとしたら、なんだといのだろう？

　不思議そうな顔をしていると、ガンツがニヤニヤと笑う。説明したくてたまらない、というような顔だ。ガンツって、武具のことになると子供みたいなところがあるよな。頑固さ故に一途で、幼い部分が残っているのかもしれない。

「説明を頼むよ」

「いいじゃろう」

　その言葉を待っていたらしく、ガンツは嬉き々きとして説明を始める。

「これは、レインのために作った専用の武器じゃ。他の者が手にしても、その真価を発揮することはできん」

「俺専用の……？」

「レインはビーストテイマーで、最強種である嬢ちゃん達を使役しとる。儂はそこに注目した。その短剣は、嬢ちゃん達の力を蓄えることができるのじゃよ。それにより、とんでもない破壊力を生み出すことができる」

「この短剣に私達の力を？　にゃー、すごいね。そんなものが作れるなんて」

「でも、本当にそんなことができるのかしら？　見た感じ、ちょっと変わった短剣にしか見えないんだけど」

「むっ、儂の武具にケチをつけるつもりか？」

「そういうわけじゃないけど、実際に試したわけじゃないんでしょ？　本当にうまくいくかどうか心配になるじゃない」

　タニアの言うことはもっともだ。実戦の最中に暴発なんてことになったら目も当てられない。

「試してみても構わないか？」

「むう……儂の力量が疑われているみたいで少々納得いかんが……まあ、試し斬りは必須か。いいじゃろう、ついてこい」

　ガンツに誘われて外に出ると、店の裏手に回る。

　そこはちょっとした広場になっていて、木で作られた的まとが設置されている。ここで武具の試し斬りが行われているみたいだ。

「まずは……」

　仮想の敵をイメージ。

　短剣を構えて右から左に振る。次は、左から上へ。さらに、上から下に叩きつけるように。

　最後にくるりと短剣を回して鞘に収納。

「おーっ、レイン、かっこいいよ♪」

「ぱち、ぱち……」

　カナデとニーナの声援にちょっと照れてしまう。

　短剣の使い心地はかなり良い。今までに手にしたどの短剣よりも手に馴な染じむ。それに、重すぎず軽すぎずちょうどいい塩あん梅ばいだ。

「ふっ！」

　今度は木の的を斬りつけてみた。

　刃の軌跡に沿って、的が二つに断たれる。

「切れ味も問題なし……と」

　これなら、普通に使う分には問題ない。というか、文句のつけようがない。俺が知る限り最高の短剣だ。

　気になるところがあるとすれば……やはり、ガンツが言っていたギミックだろう。

　最強種の力を短剣に乗せる。一体、どれほどの効果があるのだろう？

「最強種の力を蓄える、っていうギミックを使ってみたいんだけど、どうすればいいんだ？」

「使い方は簡単じゃ。まずは、誰でもいいから最強種の嬢ちゃんと手を繫つなげ。あ、一人でいいぞ」

「手を？」

　力を蓄える、って言っていたから……手を繫ぐことで力を分けてもらうとか、そういう感じなのだろうか？

「じゃあ……」

「「「「はいっ！！！！」」」」

「……は、はい……」

　誰か手伝ってくれないか？

　そう言おうとして振り返ると、俺のセリフを先読みしたみんなが一斉に手を上げた。

「私が一番最初に手を上げたよ!?」

「何言ってんのよ、あたしに決まってるじゃないっ」

「実験に必要なのは、物事を冷静に観察する能力です。ソラが一番の適任だと思います」

「我こそが一番役に立つのだ！」

「……れ、レインのお手伝い……したいな」

　みんなの間でバチバチと火花が散る。

　全員が一斉にこちらを見て、大きな声で問いかけてくる。

「「「「誰を選ぶのっ!?」」」」

「え、選ぶの……？」

「えっと……」

　なんでみんな、そこまでやる気になっているんだろう……？　ニーナまで参加しているし。これ、ただの実験なんだけどな。

「じゃあ、ニーナにお願いしようかな」

「あ……うんっ！」

　無難なところでニーナを相方に選んだ。

　他のみんなは悔しそうにしていたものの、ニーナを相手に文句を言うわけにもいかず、大人しく諦めたようだ。

「えと、えと……し、失礼します……」

　なぜか妙にかしこまった口調になり、ニーナが俺の手を握る。こちらからも握り返すと、三本ある尻尾がぴくんっと揺れた。

「どうかしたか？」

「う、ううん……ちょっと照れた、だけだよ……はう」

「そっか。変に気負わず、気楽にしてていいからな」

　リラックスしてもらえるように笑顔を向けて、それからガンツを見る。

「それで、どうすればいいんだ？」

「その状態で引き金を引いてみるといい」

「こうか？」

　引き金を引いてみると、ニーナと繫いだ手から何かが流れ込んでくるような感触を受けた。それと同時に短剣の刀身が輝く。

「これは……」

「今じゃ！」

「っ！」

　ガンツの合図に、つい反射的に体が動いてしまう。

　ニーナの手を離して短剣を構える。そして……地面を蹴るように踏み込んで、的に向かい突撃。そのままま短剣を一気に振り下ろした！




　ゴッ、ガアアアアアァッ!!!!




　轟ごう音おんと共に木の的が粉々に砕け散った。

　おいおい。なんて破壊力だ……でたらめすぎる。

「うむっ、実験は成功みたいだな」

「ものすごい威力だな……」

「なんじゃ、不満なのか？」

「使い所に困るが……いや、不満はないさ」

　もうないと願いたいけれど……もしも、再び魔族と戦うようなことがあれば、その時はこの力が必要になるだろう。確率は低いだろうけれど、備えておくに越したことはない。

「その武器の名前は、『カムイ』じゃ！」

「ありがとう。大事に使わせてもらうよ」

　こうして、俺は新しい武器を手に入れた。
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　装備を整えたところで、依頼をこなすために街の外の森へ移動した。

　ナタリーさんの情報によると、密猟者は森のあちこちで動物達を乱獲しているらしい。中でもホーンウルフが集中的に狙われているようだ。

　ホーンウルフというのは、名前の通り狼おおかみの仲間だ。大人になると立派な角を生やすため、ホーンウルフと呼ばれている。

　狼であるが比較的おとなしい種族で、こちらから手を出さない限り人が襲われることはない。

　ホーンウルフの角は加工がしやすい。また毛皮も上質で、昔、たくさんの人間に狙われた。そのため個体数が激減して、今では保護指定されている。

　保護指定されると狩りが禁止される。保護指定されている動物を狩ると罰則対象となり、最悪、投獄されてしまう。なので、ホーンウルフの安全は守られたかに見えたが……

　世の中、悪いことを考える人は絶えない。

　希少性が増したからこそ、ホーンウルフの角や毛皮の価値も高くなり……一いっ攫かく千せん金きんを求めて密猟者が現れるようになったらしい。

「がんばって、ホーンウルフを守るよ！」

「んっ……がん、ばる！」

　カナデとニーナが、やる気たっぷりだった。

　カナデはともかく、ニーナまでやる気を出すのは珍しい。

　おとなしい子だから、気合を入れるような場面はなかなか見られないんだよな。

「妙にやる気だな？」

「もちろんだよっ」

　カナデが、ふんすっ、と気合を入れながら答えた。

「私達猫霊族にとって、ホーンウルフのような動物は、ある意味で親戚のようなものだからね。困っているなら助けてあげないと」

「わたしも……同じ」

　なるほど、と納得した。

　猫霊族と神族はその見た目通り、獣に近いものがあるからな。ホーンウルフに親近感を覚えているのだろう。

「そういうことなら、二度とバカなことをしないように、犯人たちをしっかりとこらしめないといけないわね」

「タニアが言うと、なんか別の意味に聞こえるぞ。いかがわしいのだ」

「どういう意味よ!?」

「そのままの意味だぞ？」

「不覚にも、ソラも少し同意してしまいました」

「あのね……」

「はいはい、おしゃべりはそこまでだ」

　パンパンと手を叩いて、みんなの意識をこちらに向けさせた。

「ここから先はホーンウルフのテリトリーだ。どこかに密猟者がいるかもしれない。なるべく声は出さないで、静かに行動しよう」

「了解にゃ！」

「声が大きいわよ」

「しまった!?」

　……隠密行動は無理かもしれない。

「レイン。いつもみたいにとんでも能力で鳥なんかと契約して、偵察したら？」

「とんでも能力言わないでくれ。まあ、偵察はするけどさ」

　まずはテイムをしなければいけないので、周囲の生き物の気配を探る。

「しかし……偵察できるのが俺だけ、っていうのは、よくよく考えるとちょっと不便だな。誰か、レンジャー系の能力を持っていたらいいんだけどなあ」

「にゃん？　レンにゃー？」

「レンジャーだよ、レンジャー。探知、隠密に特化した職業のことだ。罠わなが多い遺跡や複雑な構造をしているダンジョンの探索には必須と言われているんだよ」

「へえー、そんな職業があるんだ」

　俺でも知っているようなメジャーな職業なんだけどな。とはいえ、みんなは最強種だから知らないのも仕方ないか。

「ビーストテイマーと似たような職業で、サポートに優れているんだ。ただ、ビーストテイマーと違って戦闘力はそれなりに高いかな？」

「なるほど、勉強になるのだ」

「ソラ達からすれば、ビーストテイマーが最強と思っていましたが……それが違うのならば、最強の職業は何になるのですか？」

「そうだなあ……戦闘に関してってことなら、レンジャーと似ている職業で、アサシンが一番かな？　ああ、もちろん、勇者は除いた上で、っていう前提条件がつくけど」

「こ、ころしや……？」

　ニーナが悪い想像をしたらしく、ぶるぶると震えた。

「まあ、一般的にはそういうイメージがあるよな」

　ニーナは人間の村で祀まつられていたことがあるから、多少は詳しいみたいだ。

「実際、人殺しをしている者はいるな」

「悪人だね!?　私の正義の猫パンチが火を吹くよっ」

「んー、悪人かどうかは微妙なところなんだよな。アサシンが全員、人殺しを生なり業わいにしているわけじゃないんだ」

「にゃん？　どういうこと？」

「アサシンっていうのは、レンジャーの上位互換の職業なんだよ。探知、隠密にさらに特化したスキルを手に入れることができるんだ」

「へえ、便利な職業なのね」

「一家に一台という感じなのだ！」

「ルナ、一台という表現は間違っていますよ」

「噂だけど……特に隠密性に優れているらしい。一度隠れたら見つけることは不可能。姿も気配も完全に消して獲物に近づき……ざっくり」

　短剣を振り下ろす仕草をしてみる。

「神出鬼没、一撃必殺……そういうイメージなんだ。東のニンジャ、っていうのが一番近いかな？　そんなスキルを持つ職業だから、暗殺者になるヤツも多い。なにしろ、これ以上ないほどに暗殺に向いているからな」

「にゃるほど」

「それに戦闘力にも優れている。力、速度がすさまじく、その攻撃を見切ることができる者はいないとか。そんなだから、勇者の次に優れた職業って言われている。勇者は誰でもなれるようなものじゃないから、実質、アサシンが戦闘系最強の職業だな」

「それなら、誰もがアサシンになろうとするんじゃないかしら？」

「その割に、アサシンなんて見かけないよね。私、レインに出会うまであちこち旅してきたけど、そんなの聞いたことないよ」

「わたし、も……見たことないよ」

　みんなの疑問はもっともだ。

　アサシンは戦闘系最強の職業で、誰もが憧れるものだけど……簡単になれるものではない。厳しい訓練を何年、何十年と積み重ねることで、ようやく第一歩を踏み出せるというもの。

　つまり、才能がある者しかなれない。

　そんなだから絶対数が少ないし、出会うことも少ない。素性も謎に包まれていることが多い。

　カナデ達は最強種だから人間の事情に疎いし、知らないのも無理はないと言える。

「って、俺が一番あれこれと話をしているな」

　静かにしようと言った本人がこれじゃあ、どうしようもない。苦笑しつつ、意識を切り替える。

　タニアが言ったように鳥を探して仮契約を……

「レインっ、レインっ」

　カナデが真剣な顔をして、くいくいと俺の服を引っ張る。

「人の気配がするよ」

「なんだって？」

「あっちの方から……二人、かな？　足音が近づいてくるよ」

　カナデの耳は確かだから間違いないだろう。

　もしかして……いきなり密猟者と遭遇したか？

「……みんな、戦闘準備を」

　俺の声に反応して、みんなが一斉に警戒態勢をとる。

　ニーナも参戦するつもりらしく、身構えていた。ちょっと心配だけど……まあ、普通の相手なら問題ないだろう。ニーナは子供だけど最強種なのだから。




「おっ、なんだ？」

「なんですか、あなた達は？」

　茂みをかきわけるようにして、軽装の男と魔法使い風の男……二人組が現れた。姿格好からして、密猟者というわけではなさそうだ。

　その動きから只者でないことがわかるが、敵意はない。

　警戒を解いていいと、みんなに手で合図を送る。

「俺はレイン、冒険者だ。ここにいるみんなは俺の仲間だ」

「なんだ、同業者か」

「ということは二人も？」

「ああ。俺はレンジャーのオーグ。こいつは俺の相方で、魔法使いのクロイツだ。ちなみに、Ｃランクだぜ。よろしくな」
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　自慢するような感じでライセンスカードを見せられた。

　……うん、間違いないな。本物のライセンスカードだ。

　こちらもライセンスカードを見せる。

「よろしく。一応、俺もＣランクだよ」

「は？　マジか？」

「ふむ……確かにウソは言っていないみたいですね。ライセンスカードはホンモノです。しかし、あなたのような若い者がＣランクとは……驚きですね」

「ったく、まだガキじゃねえか。それなのにＣランクなんて、ギルドは何考えてんだ？　ガキをＣランクにしていたら、冒険者の質が落ちたと周りに思われるじゃねえか」

「むかっ」

　カナデがこめかみをピクピクと震わせた。

　いや、カナデだけじゃない。タニアもソラもルナも……ニーナでさえも不機嫌そうな顔をしていた。

「……一発、いっとく？」

「……私が許可するよ」

「……待て待て。冒険者同士のいざこざはまずい」

「……というか、この人たちはレインを知らないのですね」

「……あれだけのことを成し遂げたレインを知らないなんて、どういうことなのだ？　おかしいではないか」

「……他所から来たばかりの人……なの、かも？」

「おい、なに、こそこそ喋しゃべってんだ？」

「ああ……いや、なんでもないさ。ところで、二人は最近、ホライズンに来たとか？」

「そうですよ。私達くらいのレベルになると、各地を旅して回っているので」

「にゃるほど。ニーナの言う通りだね」

「って……よく見りゃ、嬢ちゃんは猫霊族か？　そっちの子は竜族、しかも神族までいるのかよ」

「なるほど。納得しました。最強種が仲間というのならばＣランクというのも理解できますね。しかし、仲間におんぶというのはよくありませんね。いざという時、自力で対処することができなくなりますよ」

「違うよ！　レインはレインの力でＣランクになったんだよっ」

「言っておくけど、あたしのご主人様はあんたらより数倍、ううん、数十倍も上よ」

「ははは。そうか、そりゃすごいな」

　カナデとタニアの反論に、オーグが適当にあしらうようにして答えた。

　みんなが俺のために怒ってくれることはうれしいけれど、他の冒険者と争うつもりはない。

　慌てて話をスキップさせて、次の話へ移る。

「えっと……二人も依頼の最中なのか？」

「まあな」

「私達は……そうですね。まあ、教えても構わないでしょう。この森で密猟している者を捕らえるという依頼を請けたのですよ」

「え？」

「ねえねえ、レイン。それって、私達と同じ依頼だよね……？」

「あん？　どういうこった、そりゃ」

「実は……」

　俺達も同じ依頼を請けていることを明かした。

「なんだそりゃ。俺達、別々のパーティーなのに同じ依頼を請けてるのか？」

「もしかして、ダブルブッキングでしょうか？」

　冒険者に対する依頼は、基本的に重なることはない。

　一つの依頼を複数の冒険者が引き受けてしまうと、達成条件、報酬の分配などで揉もめることが多いため、ギルド側が依頼が重ならないように調整してくれている。

　巨大な力を持つ魔物を倒す時などは、複数のパーティーに依頼が飛ぶことがあるけれど、今回の場合は違う。密猟者を捕まえるだけなので、一つのパーティーしか引き受けられないはずだ。

「お前らは誰に依頼を？」

「ナタリーさんだけど……知っているか？　若い受付嬢だ」

「あー……俺らは別の人だ。たぶん、ギルドのミスだな。たまにあるんだよ、こういうことは」

「なるほど」

「ってわけだから、ここは俺らに任せるといい」

「なに？」

「いくら最強種の仲間がいても、Ｃランクの依頼になると力だけで押し通すことはできねえんだよ」

「依頼が失敗したらギルドの信用も落ちる。それは望むところではありませんからね。私達ならば確実に達成できます。ここは私達に任せなさい」

　こういう時は、まずは話し合いをするものじゃないか？　それなのに足手まといというような扱いをするのは、さすがにどうかと思う。

「私達は帰らないよっ」

「っていうか、あんたらが帰ったら？」

「わたし達、が……がんばる、から」

　カナデ達も同じような感想を抱いたらしく、ムッとした様子で言葉を返した。

「あのな……レインって言ったか？　お前、冒険者になってどれくらいだ？」

「一ヵ月くらいだよね？」

　カナデが代弁してくれた。

「なんだよ、たったの一ヵ月か。それでＣランクって……完全に仲間頼りじゃねえか」

「いいですか？　私達は数年前に冒険者になりました。あなたとは違い、数年間の経験があるのです。その経験はある意味で力を上回るものです」

「経験がねえヤツに、Ｃランクの依頼は任せられねえよ。お前は、まずはＤランク以下の依頼を、そうだな……半年くらい受け続けて、しっかりと学んでこい」

「レインは才能のある人間です。冒険者になって一ヵ月だとしても、十分な力と知識を蓄えていると、ソラは断言します」

「というか、経験はそんなに大事なのか？　同じことを十年以上続けたとしても、まるで花が咲かない者なんて当たり前のようにいるのだ。そのことを考えると、ただ年数が長いだけの冒険者に依頼を譲る理由なんてないのだ。退くのはお前らではないか？」

「ちっ、口だけは一人前だな」

　ソラとルナの反論に、オーグが舌打ちをした。

　言っても無駄かもしれないが、あまりこの二人を怒らせないでほしい。羽を隠しているから気づいてないが、二人も最強種なのだ。舐なめてかかると痛い目に遭うぞ。

　特にルナは、色々とはっちゃけた性格をしているので、本気で怒らせると大変なことになる。ルナのことだから、平気な顔をして上級魔法を撃ちそうだ。

「なら、こうしませんか？」

　比較的冷静なクロイツが代案を提示する。

「今回の依頼について、どちらも譲る気がない。それならば競争するしかないでしょう」

「つまり、早いもの勝ち……と？」

「ええ、そうですね。それが一番わかりやすいのではないかと。もっとも、私達があなたに負けるなんてことはありえないですけどね。ははっ、出来レースのようなものですね」

　わかりやすい挑発なので、別に頭に来ることはない。こんなのをいちいち相手にしていたら身がもたないからな。

　それよりも、どうしようか？

　オーグとクロイツと争ってまで依頼を完遂する必要はない。今回の件はギルドに落ち度があるのだから、依頼未達成でもペナルティが課されることはないだろう。

「レイン、どうするのだ？　正直、我はこいつらと関わりたくないから、依頼は譲ってしまってもいいのではないかと思うぞ」

「ほう……諦めるのですか？　賢明な判断ですね。勝負はすでに決まっているようなものですから、ここで退くことは恥ではありませんよ」

「……レイン。やっぱり我はやるぞ。あの生意気なヤツをぎゃふんと言わせるのだ」

　ルナの怒りはともかくとして……

　言われっぱなしというのも気に入らないし……俺も男だ。ここで退いたら、とんでもなく格好悪いということはわかる。

「俺達は退かない。あんたらの言う条件で構わないから勝負といこう」

「若さ故の蛮勇、というところでしょうか。まあ、いいでしょう。それでは勝負といきましょう。オーグもそれで構いませんね？」

「ああ、いいぜ。俺様がこんなガキに負けるわけねえからな。最強種が仲間とかいっても、所詮、女子供だ。楽勝だな」

「楽勝かどうか、その身に教え込んでやるのだ！」

「ルナ、落ち着いてください。話の邪魔をしてはいけませんよ」

　ルナをなだめるソラだけど……こちらも苛々しているらしく、やや顔がひきつっていた。

「では……今から私達はライバルです。正々堂々と競うことにしましょう。とはいえ、未熟者を相手に本気になるのも大人げないですからね。ハンデが欲しいのならばあげますが……どうしますか？」

「そんなものいらないわよ」

「やれやれ。人の好意を素直に受けられないとは……最強種といっても、中身は子供なのですね」

「本当の冒険者の実力、お前らに見せてやるよ。今から負けた時の心の準備をしておくんだな。まあ、勝負がついた後は冒険者について講義してやってもいいぜ、はははっ」

　余裕たっぷりの笑みを浮かべて、オーグとクロイツは森の中に消えた。

　その姿が見えなくなったところで、カナデが尻尾を逆立てて吠ほええる。

「フシャー……！　あいつら、ムカつくにゃ！」

「放っておきなさい。弱い犬ほどよく吠える、ってね」

「それにしても……レイン、よくぞ勝負を引き受けたのだ！　我は見直したぞ」

「そうですね。レインのことですから、争いを避けるためにあの二人に依頼を譲る可能性もあるかと思いましたが……」

「さすがに、言われっぱなしっていうのもどうかと思ってさ。あんなやつらに負けないようにがんばろう」

「うむっ、その意気込みなのだ！」

「がんばって……見返そう、ね」

　俺には頼りになる仲間がいる。

　みんながいれば、あの二人に負ける気がしない。

「よしっ、やるか！」

「「「「「おーーーっ!!!!」」」」」




～Another Side～




　オーグとクロイツは『疾風の刃』という二つ名を持つベテラン冒険者だ。

　二人組という少数のパーティーでありながら、ほとんど失敗することなく、数々の依頼を達成してきた。その実力は本物だ。

　一ヵ所に定住することを嫌い、各地を旅してきた。そのため経験は豊富で、色々な知識を持っていた。

　Ｂランクに匹敵する実力者ではないか？　と冒険者の間で言われている。

　それは事実だった。彼らならば、近いうちにＢランクに登りつめるだろう。

　そんなオーグとクロイツは挫折を味わったことがない。全ての依頼を成功に導いて今の地位を獲得した。実力で勝ち取ってきた。

　それ故にプライドが高い。

「まったく、困った連中だったな。素直に俺達に依頼を譲ればいいのに、勝負をすることになるなんて……ったく、面倒なことになったぜ」

「まあ、仕方ないでしょう。一ヵ月足らずの新人とはいえ、一応、彼も冒険者であり男ですからね。プライドが邪魔をして素直になれないというのも、まあ、わからないでもありません」

「若いねえ……まっ、その若さが今回はダメダメなんだけどな」

「正直なところ、彼はあまりよくありませんね。最強種の力を頼りにＣランクに昇格した、というところでしょうが……そのようなことをして昇格しても本人のためになりません」

「だな。男なら自分の力でなんとかしやがれ、ってんだ」

　レインがＣランクに昇格した要因は色々とあるが……決定的なのは、ホライズンに現れた魔族を撃退したことだ。

　カナデ達も戦っていたけれど、決定的な一撃を与えることはできないでいた。

　しかし、レインは違う。レインが魔族にトドメを刺すことに成功した。

　そのことを知らないオーグとクロイツは、レインを子供と侮り、言いたい放題だった。

　果たして……真実を知った時、彼らはどんな顔をするだろうか？

「あのような者が増えることは私達としても好ましくありませんね。冒険者の質が下がったと思われかねない」

「そうだな。そんなことは認められねえ」

「酷かもしれませんが……私達が、現実というものを教えてあげるとしましょう」

「ははっ、泣くかもしれねえな、あのガキ」

「そのまま引退、ということもありますね」

「ま、その時は仕方ねえさ。冒険者の質を落とされても困るし……それに、自分に見合わないランクにいたら、死ぬこともある。そうなる前に、荒っぽくても矯正してやるのが大人であり、先輩としての役目ってものさ」

「ですね。世間知らずに、本物の冒険者というものを見せてあげるとしましょうか」

　オーグとクロイツは笑うけれど、彼らはまるで気がついていない。

　どちらが世間知らずなのか、ということに。





◆






「さあっ、いくよ、レイン！　急いで密猟者を捕まえないと！」

　カナデがぐいぐいと俺の手を引いた。

「落ち着け、カナデ。急ぐのはいいとしても、密猟者がどこにいるのかわかっているのか？」

「……あ」

「わかっていないんだな」

「にゃあ……あの二人に負けたくないから、つい焦っちゃった」

「カナデ……ちょとつもーしん？」

「にゃぐ!?」

　ニーナの言葉がカナデの胸に突き刺さる。

「ニーナの言う通りね。この猫娘、思い込んだら一直線なところがあるし」

「もう少し冷静に、理知的に考えて行動することをオススメするぞ」

「ルナにだけは、そんなことを言われたくないと思いますが……」

「我はいつも深く考えて行動しているぞ？」

「ソウデスネ」

「なんなのだ、その棒読みの答えは!?」

　話がどんどん脱線していく。

　みんな個性が強いから、絡み合うとどんどん話が膨らむ。混ぜるな危険、というところか？

「ほら、落ち着いてくれ」

　パンパンと手を叩いて、みんなの集中をこちらに向けた。

「もう勝負は始まっているんだ。しっかりやろう。あんな連中に負けたくないからな」

「ふーん……レイン、珍しくやる気じゃない」

「ああまで言われて、悔しくないわけないからな。やる時はやるさ」

「……そういうところ、かっこいいのよね」

「うん？」

「な、なんでもないしっ」

「とにかく、油断だけはしないように。考えたくはないが、ひょっとしたら妨害をされるかもしれないからな」

「ふふんっ、あのような脆ぜい弱じゃくな人間が二人、なにをしようが我の歩みを阻むことなどできぬわ！」

「それが油断している、ということなんですよ。このバカ妹」

「ふぎゃん!?」

　ルナがソラからげんこつという名のお説教を受けていた。

　げんこつはかわいそうだけど……今回はソラに賛成だ。相手を侮ることはよくない。

　それに……オーグのことが気になる。

　あの装備、あの動き……かなり洗練されたものだ。ベテランの冒険者なのだから、それは当たり前のことかもしれないが、タイミングが気になるんだよな。

　アサシンが街に現れたという噂と、オーグが現れた時期……ぴたりと重なる。

　もしかしたら……という可能性がある。考えすぎかもしれないが、でも、警戒するに越したことはない。もしも間違っていたら、その時は笑い話にすればいいだけだ。

「それじゃあ、早速始めるとしようか」

「にゃん？　なにを？」

「もちろん、密猟者探しだ」

　近くを通りかかったうさぎと仮契約を交わした。

　仲間を呼んでもらい、さらに数十羽のうさぎと仮契約を交わす。

「うさぎ……いっぱい……」

　ニーナがキラキラと目を輝かせていた。

　うさぎが好きなんだろうか？　子供はかわいいものが好きだからな。

「よし、行けっ」

　俺の合図で、一斉にうさぎが散る。

「にゃー……何度見ても、おかしい光景……」

「わたし、初めて見るから……びっくり……」

「これくらいで驚いていたら、この先、さらに驚くことになるのだ」

「人をびっくり箱のように言わないでくれ」

「というか、鳥と同化して空から捜索するんじゃないの？」

　タニアが不思議そうに言った。

「それよりは、うさぎに頼んだ方がやりやすいかな、って考え直したんだ」

「でも、うさぎ達に探させるなんて平気なの？　関係ない人と犯人、見分けられるのかしら？」

　タニアの疑問はもっともだ。

　うさぎに与えた命令は、『人を探して居場所を教えろ』というシンプルなものだ。

　この森には俺達の他に、さっきの二人組がいる。また、正当な狩りに来ている人もいるかもしれない。

　それらの人と密猟者を見分ける術をうさぎは持っていない。

　今のままでは密猟者を見つけることは難しいので、もう一つ手を打つことにする。

「その辺はちゃんと考えているさ」

「どうするのかしら？」

「人を見つけたら、遠隔で、そのうさぎと同化する」

　同化というのは、テイムした対象の体に魂を一時的に移すことだ。対象の中に入り込むような感じで、意識を上書きすることができる。

「うさぎと同化して、密猟者かそうでないか判断する。一人一人確認することになるけど、これが確実だろう」

「にゃるほど」

「というか、遠隔で同化なんてできたの……？　あたし、そんなこと、初めて聞くんだけど……」

「ん？　問題なくできるぞ？　言ってなかったっけ？」

「聞いてないわよ！　同化だけでもとんでもないのに、遠隔も可能なんて……はぁ。あたしの中の常識が毎日書き換えられていくんだけど」

「レイン……すごい、ね……」

「このようなことは、何度もありますからね。これからも、度々、あると思います。いちいち驚いていてはいけませんよ」

「……ん」

　だから、人を以下略。

「そんなわけで、これから連続で同化すると思うから、念のために周囲の警戒を頼むよ」

「あいあいさーっ」

「……ところで、聞きたいことがあるんだけど」

「うん？」

　何か、説明の足りない部分があっただろうか？

　不思議に思っていると、タニアは予想外の質問をする。

「レインって、契約をした相手と同化することができるのよね？」

「そうだけど？」

「それなら……あたし達とも同化できるわけ？」

「え？」

「あっ、言われてみれば、そういうこともできるかもしれないんだ……」

「レインがソラ達と同化……それは、なんていうか……」

「……うむ、恥ずかしいのだ」

　妙な想像をしているらしく、みんなが顔を赤くする。

　俺は慌てて手を横に振る。

「い、いやいやっ。そんなことはできないから」

「でも……」

「同化できるのはうさぎのような小動物くらいで、ちゃんとした自我を持っている相手は無理だから。そんなことができたとしても、みんなを相手にするわけがないだろう？」

「……ま、それもそうよね」

　納得した様子でタニアが笑う。

「そんな度胸があるなら、今頃、レインはあたし達をどうこうしてるかもしれないわね」

「にゃはー、レインには無理だよねー」

　信頼されているのか。それとも度胸がないとけなされているのか。

　微妙に判断に迷うところだった。

「と、とにかく。周囲の警戒は頼むよ。同化したらまったくの無防備になるからな」

「任せてちょうだい。魔物だろうがなんだろうが、レインには指一本触れさせないわ」

「ん……わたしも、がんばる」

「任せた。頼りになる仲間がいると俺も安心して……おっ。そうこう言っている間にさっそく反応があった。じゃあ、頼んだ！」

　みんながいれば安心だ。

　俺は近くの岩場に腰かけて、ゆっくりと目を閉じた。

「……」

　再び目を開けると、視線が地面スレスレ……低いところで固定されていた。うさぎの視点なのだろう。

　視界の先に、さきほど別れた二人組の冒険者が見えた。この二人にうさぎが反応したらしい。

　今回は外れだ、次にいこう。




　何度かうさぎと同化を繰り返して、密猟者を探していく。

　冒険者、狩りに来ている人、商人……色々な人を見つけたものの肝心の密猟者の姿はない。

　今は森にいないのだろうか？　それとも、見逃してしまったのだろうか？

　わずかに焦りを覚えた時……

「こいつは……」

　別のうさぎと同化すると不審な男達を見つけた。

　四人組の男達は、弓矢と解体用のナイフを手にしていた。それだけならば、狩りをしているだけと思えなくもないが……連中はホーンウルフを追いかけていた。

　間違いない、この連中が密猟者だ。




　すぐに同化を解除してみんなのところに戻る。

「見つけたぞっ！」

「ふにゃっ!?」

　カナデがぴょーんと飛び上がり、尻尾を逆立てた。

「なになになに!?　なんなの!?」

「あっ……わ、悪い。驚かせたか？」

「すっごく驚いたよ!?　戻ってくるのいきなりすぎるよ!?」

　よっぽど驚いたらしく、カナデは軽く涙目になっていた。

　そういえば、猫は驚くとすごい反応を見せるからな……猫霊族も、それと同じようなものなのかもしれない。

「急いでいたんだ、ごめん」

「ううん、気にしてないよ。それで、どうしたの？」

「密猟者を見つけた。連中、ちょうどホーンウルフを追いかけていた」

「なら急がないと！　場所は？」

「ここから北東に一キロほどいったところだ」

「一キロだね？　いくよーっ！」

　カナデが駆け出して……

「カナデっ、まった！」

「なに!?」

「そっちは南西だ！」

「……知っていたよ？」

「ウソですね」

「ウソだな」

　ソラとルナが冷静にツッコミを入れて、カナデがたらりと汗を流した。

　気まずそうに目を逸らして……

「いくよーっ！」

　なにもなかったことにして、カナデは今度こそ北東に向けて駆け出した。

　俺達ものんびりしていられない。

「急ごう！」

「ええっ」

「ソラ達は、ニーナと一緒に空からいきますね」

「走るなんて面倒なのだ。フライ！」

　ソラとルナは、ニーナを抱えて魔法で空を飛ぶ。走るよりもそちらの方が早いのだろう。

　俺はタニアと並んで森の中を走る。

　まったく整備されていないところを突っ切らないといけないので速度が出ない。

「ああもうっ、急がないといけないのに……レイン、ここら辺、焼き払ってもいい？」

「いいわけないだろう!?」

「もうっ、面倒ね！」

　タニアはいちいち発想が物騒だな。

　しかし、このままでは間に合わないかもしれないというのも事実。

「タニアっ、俺達も空から行こう！」

「あたしは飛べるけど、レインはどうするの？　あたしが運ぶ？」

「大丈夫だ！」

　木の枝に飛び乗り、跳躍。

　そのまま枝から枝に跳んで距離を稼いでいく。障害物だらけの地面を走るよりも遥はるかに速い。

「器用なことするわねー」

　翼を出して空を飛んでいくタニアは、感心するような呆あきれるような、そんな声を漏らした。




「見えたっ！」

　視界の先に四人組の男が映る。

　さらにその先に、一頭のホーンウルフの姿が見えた。四人組を相手にできないと判断したらしく、男達から逃げている。ただ、その体は傷つき血が流れていた。

　密猟者達の捕縛よりも、まずはホーンウルフの安全を優先させないといけない。

「ブースト！」

　俺は、自分に能力強化の魔法をかけた。

　体が羽根のように軽くなる。木の幹を蹴り、全力で跳躍。砲弾のように体が射出されて、密猟者とホーンウルフの間に着地する。

　その瞬間、密猟者達が矢を放つ。計三本。

　俺は、ホーンウルフの壁になるように立ちはだかり……二本の矢を宙で摑つかんで止めて、残り一本は蹴り落とした。

「なっ……!?」

　突然の乱入者に驚き、密猟者達の間に動揺が走る。

「くっ……殺せ！」

　意外というべきか、密猟者達はすぐに動揺を収めて態勢を立て直した。

　俺を敵と認定して、再び弓矢を構えて……

　ドォンッ！！！

　突然、爆発が起きて、密猟者達が吹き飛んだ。それぞれ地面に叩きつけられて、そのまま気絶する。

「あっけないわねー、もう終わり？」

　翼をバサバサとやりながら、タニアが空から降りてきた。

　今のはタニアの火球らしい。さすがに空の警戒はしていなかったらしく、密猟者達はタニアの一撃をまともにくらったみたいだ。

「む？　もう終わってしまったのか？」

「ソラ達の出番はないみたいですね」

　やや遅れて、ソラ達がやってきた。

　魔法を解除して、ふわりと地面に降り立つ。

「あれ？　ところでカナデは？」

「そういえばいないわね？　あの子、先に行ったはずなのに……？」

「もしかして、道を間違えたのでしょうか？」

　ありえる。

　最初、正反対の方向に駆け出そうとしていたくらいだからな。

「にゃん？」

　失礼なことを考えていると、ガサガサと茂みが鳴り、そこからカナデが顔を出した。

「そんなところで何をしているんだ？」

「もちろん、悪い人を捕まえていたんだよ。ほら」

　カナデは、見覚えのない男を連れてきた。気絶しているらしく、ぐったりとしている。密猟者達と同じ格好をしているので仲間なのだろう。

「そいつはどこで？」

「この先のキャンプで見つけたの。いきなり襲ってきたから、とりあえず殴っておいた！」

　えっへん、と胸を張るカナデ。

「たぶん、密猟者達のベースキャンプだろうな。そいつは留守番ってところか。お手柄だ、カナデ」

「にゃふぅ。えへへー、レインに褒められちゃった♪」

　頭を撫なでると、カナデはとろけるような笑顔を浮かべて、尻尾をふりふりした。

「ちょっとレイン。密猟者を一網打尽にしたのはあたしなんだけど。そのこと忘れてない？」

「もちろんタニアにも感謝しているよ。ありがとう」

　カナデに続いてタニアの頭を撫でると、照れくさそうにしつつ、うれしそうな顔をするという複雑な芸当を見せる。
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「そ、そう。わかっていればいいのよ、わかっていれば」

「ソラ、ルナ。魔法でこいつらを捕縛してくれないか？」

「わかりました」

「うむ。我に任せるがよい」

　ひとまず、密猟者達を捕まえることはできた。あとは……

「グルルルゥッ……！」

　傷ついたホーンウルフが、牙を剝き出しにして低い唸うなり声をあげている。一矢報いてやるという様子で、俺達を睨みつけていた。

「わっ、わっ。違うんだよ。私達は敵じゃないよ？」

「ガウッ！」

「ひゃっ!?」

　カナデが説得しようとするが、ホーンウルフは威嚇を続けていた。

　まいったな。怪我をしているから手当てをしたいんだけど、この様子じゃあ難しい。

「……大丈夫、だよ」

　ニーナがゆっくりとホーンウルフに歩み寄る。

「ニーナ!?　危ないわよっ」

「そうだよ！　がぶ、って嚙かまれちゃうよ!?」

　タニアとカナデが慌てるけれど、ニーナは歩みを止めない。

「大丈夫……だから。怯おびえないで、いいよ」

「グゥ……」

「わたしたち、は……なにもしない、から……いい子だから……ね？」

「……」

　少しずつホーンウルフがおとなしくなっていく。

　すごいな……魔法でも使っているのだろうか？

　いや、そういうことじゃないか。ニーナの優しさがホーンウルフに伝わったのだろう。

「ん……よしよし」

「クゥン」

　ニーナがホーンウルフの頭を撫でた。すると、ホーンウルフは甘えるような鳴き声をこぼして、その場に伏せをした。

「これで……この子の治療、できる？」

「あ、ああ……問題ないよ」

「よかった……」

　ニーナはうれしそうに、にっこりと笑うのだった。

「なんか……ニーナの方が、ビーストテイマーみたいだね」

「言わないでくれ……」

　ちょっとだけ悔しいと思ってしまう俺だった。




「ヒール」

　魔法を使いホーンウルフの傷を癒やした。幸いというべきか傷は浅く、すぐに完治することができた。

「よし、終わりだ」

「オンッ！」

　ホーンウルフは元気よく鳴くと、こちらに頭を擦り付けてくる。怪我を治したことで、警戒心を完全に解いてくれたみたいだ。

「よしよし」

「オンッ！」

「ニーナだけじゃなくて、レインも懐かれたみたいね。ビーストテイマーの面目躍如ってところかしら？」

「レインは優しいっていうこと、わかってくれたんだね。よかったー！」

「そうだとしたらうれしいけどな」

　ホーンウルフの頭を撫でると、気持ちよさそうに目を細めた。

　かわいい。このまま一緒に連れ帰りたいとさえ思う。

　とはいえ、コイツにはコイツの生活がある。それに、保護指定されている動物を飼うことは難しい。残念だけど諦めるしかないか。

「じゃあな、元気でやれよ」

「オンッ！」

　ホーンウルフは一度だけこちらを振り返り……その後、森の奥に駆けていった。

「……元気で、ね」

　ニーナがばいばいと手を振る。

「これで、一件落着だね」

「ああ。あとは、この連中をギルドに渡すだけだ」

「うーん、うーん」

「どうしたのですか、ルナ？」

「何か、忘れているような気がするのだ」

　ホーンウルフは無事に助けた。密猟者達も捕まえた。

　他にやるべきことはあっただろうか？




「さっきの爆発音、この辺りから聞こえてきたぜ」

「密猟者の手がかりになるかもしれませんね」

　森の奥からオーグとクロイツが姿を現した。

「あっ」

　カナデが、そういえば……というような顔をした。みんなも俺も似たような顔になる。

　どちらが先に密猟者を捕縛できるか？　この二人と競っていたところだったっけ。

　最初はやる気を出していたものの……よくよく考えるとバカらしいことで、どうでもいい気分になった。同じレベルに落ちて争いをする必要はない。そのため、すっかり忘れていた。

「ふふーんっ、遅かったね！」

「密猟者ならあたしたちが捕まえたわよ」

　カナデとタニアが胸を張る。

「なんだと、お前達が捕まえたっていうのか!?　おいおい、ウソをつくんじゃねえぞ」

「私達より先を行くなんてありえません。本当のことなのですか？」

「わりと簡単だったよ。にゃふぅ♪」

「そこに転がってる連中が証拠よ。ほら、よく見てみなさい」

　タニアに言われて、オーグが気絶したままの密猟者達を調べる。

「……確かに、密猟者みたいだな」

「まさか、私達が負けるなんて、そのようなことが……くっ。いったい、どのようなトリックを使ったのですか？　私達を出し抜くなんてこと、普通はできることではありません」

「え？　ただの実力差じゃない？」

「ぐっ」

　さらりと言うタニアに、クロイツが顔を引きつらせた。

　追い打ちをかけるように、カナデがどや顔をする。

「ふふーんっ、今回の勝負、私達の勝ちだね！」

「約束通り、依頼はあたし達に譲ってもらうわよ？　っていっても、あたしたちが密猟者を捕まえたんだから、当然のことだけどね」

「……本当にあなた達が捕まえたのですか？　捕まえたとしても、なにかしら不正を働いたのではありませんか？」

「にゃんですと？」

「私達よりも先に密猟者を見つけるなんて、普通に考えて不可能です。私達の方が経験も知識も力も、全てにおいて勝っているのですよ？　それなのに、それを覆したということは……裏があるのではありませんか？」

「言われてみると確かに怪しいな。すでに密猟者の居場所を摑んでいた……その上で、俺達に勝負を持ちかけた。十分にありえるな」

　何を言っているんだろうか、この二人は？

　当然のことだけど、密猟者の居場所を事前に摑んでいたなんていう事実はない。そもそも、勝負をしかけてきたのはオーグとクロイツだ。

　自分達の負けを認めたくないのかもしれないが、言い訳としては稚拙すぎる。

「あのな……二人が考えるようなことはしていない。不正もしていない」

「信じられるわけないだろ。この勝負は無効だ。いいな？」

「まったく……私達に勝てないと思い、卑ひ怯きょうな小細工をするなんて。冒険者の名を貶めるような行為は謹んで欲しいですね」

　話が通じないな。

　とはいえ、相手も同じ冒険者。実力行使をするわけにはいかないし、どうしたものか？

「あー……とりあえず、依頼の件については保留にしないか？」

「そういうわけにはいかねえだろ。俺達が請けた依頼でもあるんだ。今ここで、白黒ハッキリさせておかねえとな」

「それとも、時間を稼いでごまかそうとしているのですか？」

「違う違う。話し合うにしても改めて勝負をするにしても、もう遅い時間だろう？」

　空を見ると日が傾き始めていた。

　思っていたよりも時間がかかっていたらしい。

「ここは森の深部だ。街に戻ろうとしても、それなりに時間がかかる。捕虜を連れて行くとなると、なおさらだ。今日はもう、ここで野営をした方がいいんじゃないか？」

「それは……まあ、そうだな」

「密猟者が使うベースキャンプが近くにあるらしい。そこを利用させてもらおう。依頼の件については、また改めて、明日決めるってことでどうだ？」

「……いいでしょう。了解しました」

　よかった、ひとまず納得してくれたみたいだ。

「俺達は捕虜を運ぶから、二人はキャンプの方を調べてくれないか？」

「なんだ、俺達に指示するってのか？」

「ただの提案だよ。密猟者は五人だ。それなら、人手が多い俺達の方がやりやすいだろう？　特に意味なんてないさ」

「……オーグ。ここは……」

「……そうだな」

　何やら、オーグとクロイツが意味ありげに目配せをした。何を考えているのだろうか？

　ロクでもないことを考えてないといいんだけど……微妙にイヤな予感がする。こういう時の勘はわりとよく当たる方だ。

　ただの気のせいであってほしいが……さて、どうなることか。




～Another Side～




　オーグとクロイツは密猟者が使用していたベースキャンプに移動した。

　森の中に、ぽっかりと穴が空いたような広場がある。そこに複数のテントが並べられていた。

　それとは別に、滑車のついた一メートルほどの檻おりが複数設置されていた。獲物を捕らえて、搬送するためのものだろう。

「そっちはどうだ？」

「特に何もありませんね」

　もしかしたら、別行動をしている密猟者が潜んでいるかもしれない。

　そう判断した二人はベースキャンプを捜索した。徹底的に捜索した。

　結果、誰もいないという結論に達する。

「どうやら、密猟者は全部で五人ってことで間違いないな」

「こうも何もないと、少し拍子抜けしてしまいますね」

「ま、楽なことはいいことさ。それよりも……」

「問題は、依頼の件ですね」

　オーグとクロイツは揃そろって渋い顔をした。

　冒険者になって一ヵ月足らずの新人が、ベテランである自分達に嚙みついてきた。

　新人を相手に本気になるのも大人げない。勝負をすることにして、力の差を見せつける。そうすることで諦めさせようとしたのだけど……あろうことかレイン達は卑怯な手を使い、勝利をかすめとっていった。

　それを恥と思うこともなく、我が物顔で勝利を宣言している。

　なんて傲慢なのだろうか。

　なんて愚かなのだろうか。

　到底、許せることではない。

　このまま依頼を奪われてしまえば、自分達の面メン子ツは丸つぶれだ。

「どうする？　なんだかんだで、密猟者を捕まえたのは連中が先だ。そこを突かれると弱い。このままだと依頼を奪われるぞ？」

「それだけは受け入れられませんね。あのような子供に負けたとなると、私達の評価に大きく影響が出るでしょう。なんとかしなければいけませんが、どうしたものか……」

「ったく……あのガキも、卑怯な真似なんてしないで正々堂々と勝負しろや。こんなことで依頼を成功させたとしても、いずれ破綻するぞ。俺達みたいに真に力がないとダメだってのに、そのことをわかってんのかね？」

　オーグとクロイツは自分達こそが正しく、強く、清廉であると信じて疑っていない。

　果たして、真に力があるのはどちらなのか？

「……一つ、思いついたことがあります」

「おっ、さすが相棒。どんな手だ？」

「簡単な話です。私達が先に依頼を達成してしまえばいいのですよ」

「うん？　そりゃ、どういうこった？」

「つまり……」

　オーグとクロイツは今後の相談を重ねた。

　その内容は「卑怯」と呼ぶ以外のなにものでもないのだけど、二人はそれが正しいことであると信じて疑わない。

　何しろ、先に卑怯な手を使ってきたのはレイン達なのだから。自分達はその意趣返しをするだけなので、問題があるわけではないのだ。そう信じていた。

　かくして……二人組の冒険者が暴走する。





３章　冒険者の愚行




　密猟者達の手を縛り、動きを封じる。魔法を使われるかもしれないので、さらに念のために猿ぐつわを嚙かませておいた。

　時間はかかるがその状態で密猟者達を歩かせて、ベースキャンプへ向かう。

「グオゥ！」

「にゃんっ!?」

　途中、熊と出会う。

　大きな鳴き声に驚いて、カナデがぴーんと尻尾を逆立てていた。

「おっ、ちょうどいいところに」

「グ、グオ……？」

　怯ひるむどころか歓迎するような笑顔を見せると、熊が戸惑うような鳴き声をあげた。

　普通、熊を見れば大抵の生き物は逃げるからな。でも、あいにく俺はビーストテイマーなんだ。熊程度で恐れてなんていられない。

「ほいっ、仮契約だ」

　すぐに魔力を練り上げて、熊と仮契約をした。

　そして、密猟者達を背中に乗せて、代わりに運んでもらう。

「……なんていうか、目を疑いたくなるような光景ですね」

「熊と出会って喜ぶ人間なんて、レインだけなのではないか？」

　気がつけば、ソラとルナが呆あきれたような感心したような、そんな複雑な顔をしてこちらを見ていた。カナデとタニアも似たような顔をしていた。

　ニーナは、ぽかんとしていた。

「熊って力持ちだから、荷物運びに向いているんだ。ほら、人を五人背負ってもへっちゃらな顔をしているだろう？　そんな熊を探すことなくテイムできたんだから、普通は喜ぶだろう？」

「にゃー……ソラとルナは、そういうことを言いたいんじゃないと思うな」

「っていうか、相変わらずレインの『普通』はどこかズレているわね」

「えっと……俺、今回は特別おかしなことはしていないよな？」

「「「「熊を恐れない人間はおかしいから」」」」

　揃そろってツッコミを入れられてしまった。

「熊さん……かわいい♪」

　ニーナはツッコミに加わることなく、ニコニコ顔で熊を撫なでていた。

　熊もうれしそうだった。




　その後、ほどなくしてベースキャンプに到着した。

　密猟者達は、両足も縛ってから一つのテントにまとめて放り込んでおいた。

　少し乱暴な扱いかもしれないが、相手は犯罪者。必要以上に気をつかう必要はない。それに、一晩くらいなら特に問題はないだろう。

　密猟者はこれでよしとして、野営の準備をしないといけない。

「カナデ、そっちはどうだ？」

「うん、問題ないよ。普通に使えると思う」

　ベースキャンプには複数のテントがすでに設置されていた。密猟者達のものだろう。

　そのテントを調べているカナデに声をかけた。

　カナデはテントの入り口からひょこっと顔を出して、にっこりと応える。

　日をまたぐことになると思っていなかったので、テントは持ってきていない。なので、密猟者達のテントを利用できることはうれしい。

「そういえば、オーグとクロイツは？」

「あの二人なら、『ここはお前らが使えばいい。俺達は別のところで野営をする』とか言って、どこかに行っちゃったわよ」

「そうなのか？」

　意外だ。

　あの二人のことだから、「ここは俺達が使う。お前らは他所に行け」とでも言うと思っていたんだけどな。二人の態度から、それくらいのことは覚悟していた。

「先輩っていうことで、俺達に気を使ってくれたのか？」

「ないない。ありえないわー」

「そうですね。タニアの言う通りかと」

「恩を着せておくとか、つまらないことを考えているに違いないのだ」

　みんな、言いたい放題だなあ。まあ、俺も近い意見を持っているので、人のことは言えないんだけど。

　あそこまでプライドが高い人間は、そうそう簡単に態度を変えることはない。アリオスが良い例だ。何かしらの打算があると考えた方がいいだろう。

　念のために警戒をしておいた方がいいな。

「タニア。オーグとクロイツはどこで野営をするって？」

「んー、どうでもいいことだから聞き流しちゃったんだけど……」

「ここからさほど離れていませんよ。北に五十メートル行ったところにある、川辺で野営をするそうです」

「なるほど。じゃあ……」

　ベースキャンプの入り口に待機させておいた熊のところへ。

　仮契約を延長して、さらに新しい命令を与える。

「見張りをしてくれないか？　夜、俺達のテントに近づく者がいたら教えてくれ。頼んだぞ」

「グオウッ！」

　任せてくれ、というように熊が吠ほえた。

「がんばって……ね？」

　いい子いい子、とニーナが熊を撫でた。それでますますやる気が出たらしく、熊が元気に鳴いた。

　ホント、ニーナの方がビーストテイマーらしいな。ついつい苦笑してしまう。

「オンッ！」

　そうこうしている間に、熊とは別に、仮契約を交わしておいた野犬の群れが戻ってきた。

　それぞれ木の枝を咥くわえている。火を起こすために集めてきてもらったのだ。

「わぁ……」

　気がついたら、ニーナがこちらをじっと見ていた。

「どうしたんだ？」

「レイン……すごいね。こんなに、たくさんの動物をテイムできるなんて……わたし、知らない……」

「俺としては、当たり前のことなんだけどな」

「「違うから」」

　カナデとタニアの声が重なる。

「ところで、レインのテイマーとしての技術は、以前と変わりないのか？」

　ルナが小首を傾げながらそんなことを聞いてきた。

「うん？　そうだな……以前と比べると、最近は上達しているような気がするな。契約を交わす時間が短縮しているし、限界数も増えているような気がするし」

「なるほどなるほど……ふむふむなのだ」

「ルナ、それがどうしたのですか？」

「ふと思ったのだ。レインのとんでもテイマー能力は、以前聞いた、勇者の力に似ているものがあるのではないか、とな」

「勇者の力に？　以前、ソラが言ったように成長限界がないのでは、という話のことですか？」

「うむ。あれからちょくちょく観察していたのだが、やはり、レインの成長の仕方は普通ではないぞ。ぶっちゃけ、異常なのだ。もしかしたら、レインも勇者の力を持っているのではないか？　と、ふと思ったのだ」

　俺のビーストテイマーとしての力が、勇者の力に……？

　言われてみるとそんな気がしないでもないが……さすがに気のせいだろう。

　俺は勇者じゃない。ただのビーストテイマーだ。

「ふむぅ、我の勘は外れたことはないのだが……」

「それよりも、ごはんの用意をしよう。そろそろ腹が減ってきただろう？」

「うむっ、ペコペコなのだ！　シェフっ、シェフを呼ぶのだ！」

「にゃあ、ごはん♪」

　ルナとカナデがキラキラと目を輝かせる。わかりやすい反応だ。

「ニーナ、頼むよ」

「……んっ」

　ニーナが何もないところに手を伸ばして……蜃しん気き楼ろうのように空間が揺らいで、手の先が消える。

「えっと……まずはお野菜。それからお肉……あと、香辛料……」

　ひょいと手を引っこ抜くと、ニーナの手に野菜や肉や香辛料が握られていた。

　神族のニーナが持つ能力『亜空間収納』だ。物を亜空間に収納して、いつでも取り出すことができるという、とんでも能力だ。

　ニーナはまだ子供なので大きな亜空間と繫つなげることはできず、一食分しか収納することができないが……それでも十分だ。

　食料を保存できて、現地調達をしなくていいというのはかなり助かる。念のために準備してもらっていたんだけど、大正解だった。

「んー……？」

　ふと、カナデがニーナをじっと見つめた。

「どう……したの？」

「それって、私も中に入れたりするの？」

「え？　カナデ、あんた、そういう趣味があるわけ」

「どういう趣味なのだ？」

「謎が深まりますね……」

「違うからねっ!?　レインも勘違いしないでよ!?」

「俺は、カナデがどんな趣味でも受け入れるからな」

「裏切られた!?」

　ガーンという顔になり、カナデが拗すねる。

　そんなカナデをみんなでなだめて……改めて、話の続きをする。

「えっと……亜空間に入ることは、できるよ？　生き物も……収納、可能」

「おーっ、すごいね！　ねえねえ、試しにちょっと入ってみてもいい？　こう……くるっと体を丸くすれば、私が入るスペースもあるんじゃない？」

「ある、けど……でも、やめておいた方が、いいよ？」

「にゃんで？」

「中、真っ暗で……音もなくて……動けなくて……すごく、怖いと思う」

　真っ暗で音もなくて動けない……それは、封印と言わないだろうか？

　同じような想像をして怯おびえたらしく、カナデの耳がしゅんと垂れ下がる。

「やっぱりやめておくよ……」

「……ん。それがいいと、思うな」

「それにしても、ニーナはすごいな」

「ふぁっ」

　ぽんぽんとニーナの頭を撫でると、ぴくんと体が震えた。

　驚かせてしまっただろうか？

　手を離そうとすると、ニーナが追いかけてきた。

「……撫でて」

「いいの？」

「……ん」

　ニーナがこくりと頷うなずいたので、そのまま頭を撫でる。

「わたしが、すごい……って、どういうこと？」

「まだ小さいのに、そんな力が使えるなんてすごいだろう？」

「そう、かな……？　当たり前のことだから……よく、わからない」

「私もすごいと思うよ？　私達猫霊族は、そんな器用なことはできないからねー」

「あたしもそんなことできないわ。誇っていいと思うわよ」

「ソラ達も似たような魔法は使えますが、所詮、劣化バージョンですからね」

「うむ。ニーナの本家、亜空間収納には敵わないのだ」

「えと、えと……はぅ」

　みんなで口々に褒めると、ニーナは恥ずかしそうにうつむいてしまった。

　ただ、喜んでいるらしく、三本の尻尾が落ち着きなく揺れていた。かわいらしい。

　しかし、次の瞬間、

「？」

　不思議そうにしながら、明後日の方向を見た。そこには何もない。

「どうしたんだ、ニーナ？」

「ん……なにか、見られているような気が……したの」

　ニーナもよくわかっていないらしく、やや自信がなさそうだ。

「カナデ、何か聞こえるか？」

「んー……何も聞こえないかな。それに何も見えないし……そこらの動物の気配を感じたんじゃないかな？」

「ん……うん。そうかも、しれないね」

　ニーナはやや納得いってない様子だが、これ以上話をするようなことでもないと判断したらしく、そこで話が終わりになった。




「さてと……それじゃあ、ごはんを作ろうか。今日は俺が担当するよ。すぐに作るから待っててくれ」

「私、手伝うよ。にゃん♪」

「では、ソラも……」

「姉よ。それだけはやめてくれ。ごはんではなくて毒になってしまうのだ」

「前々から思ってたんだけど、ソラってどんな料理を作るのかしら……？　気になるわね」

「興味ある……けど、試すのは怖い、かも……」

「みんなは、ソラの料理をなんだと思っているのですか!?」

　ソラの頰がぷくーと膨らみ、それを見てみんなが笑い声をあげた。





◆






「グオゥッ！！！」

　夜。

　テントでぐっすりと寝ていたのだけど、突然、大きな咆ほう哮こうがして目が覚めた。

「今のは……？」

　俺がテイムした熊の鳴き声だ。

　つまり、侵入者が現れたということ。

　念のための保険だったのだけど、いったい、どこの誰がこんなところに……？　いや、考えるのは後だ。今は急いでみんなと合流しないと。

　俺は急いで装備を身に着けて、テントを飛び出した。

「にゃっ、レインっ！」

「よかった、無事なのね」

　みんなもテントから飛び出してきた。一人も欠けていない。

「……うゅ……」

　ニーナは半分寝ていたが……まあ、問題はない。

「グァッ」

　テイムしていた熊がこちらに近づいてきた。

　与えられた命令を忠実に達成したからなのか、どことなく誇らしげだ。

「よしよし、よくやったな」

「グォンッ」

「侵入者は……見当たらないな」

「逃げたと……思う、よ？　気配……しないの。あふぅ」

　熊の叫び声で起きたらしく、あくびをしつつ、ニーナがそう言った。

「ニーナが言うのなら、そうなんだろうな。どっちに逃げたかわからないか？　見ていないか？」

「グァッ！」

　熊に尋ねると、南の方向を指さした。

　なんで南なのだろう？　しばらく歩けば街に到着するくらいで、他に何もない。

　とはいえ、熊がウソをついているわけがない。テイムされている状態だから俺を騙だますことはできないし、騙す理由もない。

　どういうことだ？

「レインっ、こっちに来て！」

　何やら焦った様子でタニアが言う。

　言われるまま移動すると、捕虜を収容していたテントの前にたどり着いた。

「見て」

　中を覗のぞき込んでみると、捕まえたはずの捕虜がいない。代わりに、切られた縄が落ちていた。

「どうやったか知らないけど、あいつら逃げたのよっ。早く追いかけないと！」

「……」

「レイン？」

「逃げたにしてはおかしくないか？　まず落ちている縄が少ない。両手足を縛っていたから、全部ほどいたら、もっとたくさんの縄が残されているはずだ。それに、どうやってあんな状態から逃げた？　外部からの手助けがないと無理だ」

「それは……でも、実際に逃げてるわけじゃない？」

「それは……うん。そうだな」

　よくわからないことは多いが、捕虜が逃げ出したことはほぼ確定だ。早く追いかけないと依頼失敗になってしまう。

　元の場所へ戻り、みんなと合流する。

「レイン、何があったの？」

「捕虜が逃げた」

「にゃんですと!?」

「ソラ、ルナ。逃げた捕虜の行方を魔法で特定することはできないか？」

「近くにいれば見つけることはできますが、すでに遠くに逃げられている場合は難しいです。有効射程距離が定められていますから」

「とりあえず、やってみるのだ。マテリアルサーチ！」

　ルナが魔法を唱えた。

　少しして、ぴくんと体を震わせる。

「お？　反応があったぞ？」

「本当か？」

「うむ。ギリギリ射程範囲内というところなのだ。ここから南に……五百メートル、といったところだな。複数の反応があるぞ」

「意外と近いわね」

「今なら簡単に追いつけるよ！」

「よし。カナデとタニアは、俺と一緒に捕虜……逃げた密猟者達を追いかけるぞ。ソラとルナとニーナは、オーグとクロイツに連絡をしてくれないか？」

「あの二人にも連絡するの？　にゃー、気乗りしないなあ……」

「放っておいていいんじゃない？　逃げられた、ってわかるとぎゃーぎゃー騒ぎそうよ？」

「そういうわけにもいかないさ。連絡しないで放置したら、それはそれで難癖をつけられるかもしれない。あと、場合によっては手を借りたい。今は密猟者達を逃がさないことを第一に考えて行動しないと」

「にゃー……うん、わかったよ。レインがそう言うのなら」

「レインよ。オーグとクロイツのことなのだが……あの二人は、北に五十メートルほどの川辺で野営をしているのだな？」

「そうだけど……それがどうしたんだ？」

「反応がないのだ」

「え？」

「あの二人組らしき反応がないのだ。今、北方向には誰もいない。人の反応は南の方からだけだ」

　オーグとクロイツがいない？

　もしかして、依頼を放棄した？

　いや……あれだけのことを言っていたんだ。自ら依頼を放棄したということは考えづらい。

「……もしかして」

　ふと、閃ひらめいた。

「ルナ。もう一度、南方の反応を調べてくれないか？　ただし、今度はより正確な人数を知りたい。できるか？」

「ふふーんっ、我を誰だと思っているのだ？　最強種なのだぞ。魔力特化の精霊族なのだ！　それくらいは朝飯前なのだ！　ふはははっ、我の偉大な力を今こそ主に見せつけて……」

「マテリアルサーチ」

「あぁ!?　我の出番が!?」

「ルナは前口上が長いんです。待っていられません……んっ、結果が出ました。反応は七つありますね」

「やっぱりか！」

　悪い予感が的中してしまい、思わず舌打ちをしてしまう。

「レイン、レイン。どういうこと？」

「オーグとクロイツだよ」

「にゃん？　あの二人がどうかしたの？」

「二人が捕虜を逃がしたんだ」

「えっ？」

「いや……正確に言うと、俺達が寝ている隙に連れ出したんだろうな。このまま街に連れて行って手柄を横取りするつもりだ」

　ソラは反応は七つと言った。

　しかし、俺達が捕まえた密猟者は五人。二人多い。

　で……オーグとクロイツの姿が見当たらない。そのタイミングで、逃げられるはずのない捕虜が逃げ出した。

　あまりにも都合がよすぎる。二人が関わっていると見てまず間違いないだろう。

「人の獲物を横取りするなんて、やってくれるわね……！」

「卑ひ怯きょうなのだ！　我は、おしおきをしてやらなければ気が済まないぞっ」

「二人の言う通り、このまま逃がしてやる道理はない。全員で捕まえるぞ！」

　駆け出そうとして……ふと思い直す。

「ちょっと待った」

　目を閉じて周囲の気配を探る。さらに思念波を飛ばして、ソレを呼び寄せた。

　ふわふわとした光の球が現れた。

　コイツが目的の昆虫だ。そのまま仮契約を交わす。

「……きれい、だね」

「にゃー……これ、なあに？」

「夜になると発光する虫だよ。暗いから明かり代わりにする」

「確かに明かりは必要だけど、でも、こんなのを連れていたらあたしたちの居場所がバレちゃうんじゃない？」

「向こうは捕虜を連れている。俺達の居場所がバレたからといって、逃げる速度を上げられるわけじゃないさ。問題ないよ。むしろ、追いかけているぞとアピールして、プレッシャーを与えることができるかもな」

「なるほど、それもそうね」

「じゃあ、行くぞっ」

　合図で森の中に突入した。




　夜の森は暗く、木の葉が月明かりを遮っているため、かなり視界が悪い。でも、発光する虫のおかげで、俺達の周囲はほどよい加減に照らされていた。足元が見えて、周囲三メートルくらいに光が届いている。

　おかげで、全力……というわけにはいかないが、ある程度の速度で疾走することができた。

「レインっ、見つけたよ！　十時の方角！」

　カナデの言葉に視線をすばやく動かした。夜の闇に紛れるようにして、複数の人影が動いているのが見える。

　先頭に立つのはオーグ。後方に立つのはクロイツ。

　二人は俺達が捕まえた密猟者を連れていた。密猟者達は足の縄は解かれているものの、その他は拘束されたままで、二人に先導される形で闇夜の中を歩いていた。

　やはり、この二人が関与していたか。

「カナデっ、タニアっ。連中の前に回り込んで足を止めてくれ！　俺は後ろから挟み込むっ」

「了解！」

「一気に片付けるわよっ」

　カナデとタニアが速度をあげて、それぞれ左右からぐるりと回り込んだ。

　さすがだな。二人が本気になると、俺なんかじゃあ追いつくことはできない。

「ここから先は……」

「通行止めよ！」

「なっ!?」

　カナデとタニアは、あっという間にオーグとクロイツの前に回り込んだ。

　その存在を誇示するように手を広げると、先頭を歩くオーグが動揺するような声を漏らした。

「くっ、もう見つかるなんて……やりますよ、オーグ！」

「おうよっ、卑怯な手を使うガキ共に負けてたまるか！」

　オーグが構えを取り、クロイツは杖つえを手にした。おとなしく投降する、という考えは微み塵じんもないらしい。

　まあ、そうなるよな。ここでおとなしく投降するような連中なら、そもそも手柄を横取りしようとしない。

　さあ、ここからが正念場だ。

　こんな連中には絶対に負けられない！




「カナデは俺と一緒にオーグとクロイツの相手を！　タニアは密猟者をもう一度捕縛！　ソラとルナは周囲の警戒！　ニーナはタニアの手伝いを！」

　素早く指示を飛ばすと、みんなは軽く頷いて、それぞれの持ち場に移動した。

「いくぞっ、カナデ！」

「りょーかいだよ！」

　カナデと一緒に駆けた。

「新米が俺達ベテランに敵うと思うな！　レンジャーの力、見せてやるよ！」

　こちらの動きに合わせて、オーグが右腕をこちらに向けた。小手とボウガンが一体化した特殊な装備を身に着けていた。

　指先の動きにボウガンが反応して矢が射出される。

　俺とカナデはくるっと回転するようにして矢を避けた。そのまま距離を詰めようとするが、オーグは素早く矢を装塡して放つ。

　矢の連射。特殊な機構を持つ兵器のようだ。

　連射性に優れていて、狙いの精度も高い。Ｃランクの冒険者は伊だ達てじゃない、ということか。

　でも……今の俺からしたら、さほど脅威ではない。

　アリオスと戦い、魔族とも戦った。

　それらの経験が俺の技量を底上げしてくれている。今更、Ｃランク程度の冒険者の攻撃に当たるようなことはない。

　駆けて駆けて駆けて……時折、体を捻ひねるようにして矢を回避。さらに投げナイフも飛んでくるが、そちらも体を横にして、被弾面積を少なくして避けた。

　数メートルまで近づいたところで、オーグはボウガンを構えつつ、左手で剣を抜いた。そのまま横に薙なぐ。

　俺は上体を逸らすようにして回避。オーグの剣が、チリッと髪先をかする。

「こいつ、ちょこまかと！　おとなしくしやがれっ」

「わかりましたおとなしくします、なんてヤツはいない！」

　オーグの矢と剣をかいくぐり、拳を叩たたき込もうとするが……

「ウインドカッター！」

　オーグの援護のために、クロイツの魔法が放たれた。風で編み込まれた不可視の刃が、木々の枝を切り飛ばしながら飛ぶ。

　パートナーの隙を補う見事なサポートだ。長年相棒を務めているからこそできた芸当だろう。

　ただ、頼りになる相棒がいるのはオーグだけじゃない。

「にゃんっ！」

　カナデが俺をかばうように前に飛び出した。

　その場で全力で拳を振る。




　ブォンッ！！！




　巨大な鉄球が通過したような、ものすごい音が響いた。空気が震えて衝撃波が発生する。

　カナデの超速の拳によって生み出された衝撃波は、風の刃を相そう殺さいして打ち消した。

「なっ……!?　そ、そのような方法で私の魔法を防ぐなんて!?」

「ふふーんっ、レインには指一本触れさせないよ！」

「ありがとな、カナデ」

「どういたしまして！」

「この調子で一気にたたみかけるぞ！」

「ラジャー！」

　今度は二手に分かれて突撃した。

　俺は右から。カナデは左から。

　オーグとクロイツを左右から挟み込むように、弧を描きながら駆ける。

「このガキ共がっ！」

「私達を舐なめないでいただきたいっ！　フレアアロー！」

　オーグが投げナイフを。クロイツが炎の矢をそれぞれ放つ。

　こんなもの避けるまでもない。

　ナルカミの特殊機構を起動。針を射出して、投げナイフを一本残らず叩き落とした。

「うにゃー、にゃんっ！」

　カナデは手頃な石を拾い、炎の矢めがけて投とう擲てき。剛速球が炎の矢を打ち貫く。

　カナデは猫霊族で魔法には弱いけれど、だからといって、そんな魔法でどうにかなるほど弱くはない。ホント、頼りになる。

「これで……」

「終わりっ！」

　俺とカナデの拳がオーグとクロイツを捉えた。

　それぞれ腹部に一撃。

　カナデとの契約によって強化されている俺の拳と、猫霊族の一撃だ。そんなものに耐えられるわけがなく、オーグとクロイツはその場に膝をついた。

「ぐっ、な、なんだこの力は……この俺が、こんなガキに……」

「あ、ありえません……猫霊族はともかく、この男の力は一体……？」

「ふふーんっ、レインは強いんだからね？　あなた達の何倍もすごいんだから！」

　なんでカナデが得意げになるのだろうか？

　まあいいんだけどな。褒められているみたいでちょっとうれしい。

「くっ、このまま終わるわけには……！　パラライズショック！」

「うにゃっ!?」

　最後の悪あがきというように、クロイツが魔法を詠唱した。

　白い蔦つたのようなものが俺たちの足に絡みついた。チクリと針に刺されたような感覚。

「にゃっ、にゃにゃにゃ……!?」

　カナデがガクガクと妙な動きを披露する。披露するというか、そうすること以外はできないというか……

「か、体が痺しびれて……ま、まともに動けないよぉ!?」

「油断しましたね。これで一時間はまともに動くことはできません。まあ、安心してください。同じ冒険者ですからね、殺すなどという野蛮な真似はしません。ただ、しばらくの間、ここでおとなしくしてもらいましょうか。その間に、私達は密猟者をギルドに連れて……」

「あー……得意そうにペラペラと喋しゃべっているところ悪いが、それは無理な話だ」

「なっ!?」

　なんら魔法の影響を受けることなく普通に動いている俺を見て、クロイツが驚きの表情を浮かべた。

「ど、どうして動けるのですか……!?　確かに、魔法は発動したはず！」

「悪いな。俺にはそういうものは効かないんだ」

　ルナと契約して『状態異常完全無効化』という能力を得た。

　即死魔法を防いだくらいだ。麻ま痺ひなんて通用するわけがない。

「ば、バカな……状態異常に対する高い耐性？　いえ、そんなもの普通の人間にあるわけが……だとしたらアイテム？　もしかして、こうなることを見抜いていたというのですか!?」

「まあ、そういうことでいいか」

「なんという……私では相手にならない、ということですか……」

　わざわざこちらの手の内を明かす必要はない。

　勘違いしているようなので、訂正することなくそのままにしておいた。

「ぐっ……！　この俺が、ガキ共に負けるなんてありえねえ！！！」

　クロイツは心が折れたみたいだけど、オーグは諦めが悪いらしい。腹部を痛烈に打たれ、普通ならば動けないはずなのに、気合と根性で無理矢理に体を動かしていた。

　跳ね上がるように起きて、剣を振るう。

　Ｃランクということもあり、鋭い一撃だ。剣の腕も立つらしい。

　俺とカナデは二人はもう動けないだろうと油断していて、不意をつかれた形になる。普通ならば、必中必殺の一撃だ。

　……普通ならば。

「痺れてるけど、むむむっ！　これくらいならまだ動けるよ……うにゃんっ！」

「なぁっ!?」

　カナデの拳がオーグの刃を弾いた。

　オーグからしてみれば、信じられない光景だろう。完全に不意をついた。それなのに攻撃を防がれた。

　ありえない、というように目を大きくして驚いていた。

　不意をつかれたはずのカナデが、なぜ攻撃を防ぐことができたのか？

　答えは、単純明快。不意をつかれてもなお、カナデの反応速度の方が上だったのだ。

　カナデからしてみれば、オーグの攻撃は蚊が止まったように見えているだろう。それほどまでに、カナデとオーグの間には、圧倒的な身体スペックの差がある。

　それを目の当たりにしたオーグは、今度こそ抵抗する気力を失ったみたいだ。剣を手にしたままへたり込み、うなだれてしまう。

　オーグとクロイツの戦意を削ぐことに成功した。

「さてと……戦意は削いだけど、このまま放置ってわけにはいかないよな」

　ナルカミからワイヤーを取り出して、オーグとクロイツを拘束した。

「さてと、みんなは……」

「レイン、おまたせ」

　タニアがニーナを連れてやってきた。

　密猟者が見えないけど……？

「ああ……あの連中？　逃げられないようにしておいたから安心していいわよ」

「あれ？　拘束するための道具なんて持っていたっけ？」

「ううん、特に何も使っていないわ。ただ、逃げようとしたら火球を食らわす……って脅したら、一発でおとなしくなったわよ。逆らう気はゼロみたいね」

「タニア……本当に、火球をぶつけて……いたから」

「あぁ……そういうことか」

　タニアの火球は強烈だからなあ……あんなもの二度と食らいたくないだろう。

「あと、ニーナのおかげね」

「うん？　それはどういうことなんだ？」

「亜空間収納を見せつけて、おとなしくしないヤツはこの中に放り込むわよ、ってね」

「……わたし、そんなことしないのに」

「ハッタリよ、ハッタリ。でも、効果は抜群だったじゃない」

「……ん」

　帰ってこれるかわからない亜空間の中に放り込まれると言われて、逆らえる者は少ないだろう。

「ただいま戻りました」

「待たせたのだ」

　周囲を警戒していたソラとルナも戻ってきた。

「おつかれさま。何か問題は？」

「いいえ、何もありません」

「強いて言えば、騒ぎにつられて森の動物が集まってきたことだな」

「魔物もいくらか引き寄せられていましたが、撃退しておきました」

「ありがとな。二人のおかげで安心して戦いに専念できたよ」

「ふふんっ、褒めるがよいのだ。撫でるがよいのだ」

「ルナ！　あなたという子は……まったく、すぐに調子に乗らないようにしてください」

「調子に乗らない我など我ではないのだ！　故に、調子に乗りまくるのだ！」




　ゴツン！




「ごめんなさい……」

「よろしいです」

　ソラにきついおしおきをされてしまい、ルナが涙目になっていた。

「ルナ……おもしろい、ね」

「この二人、コンビを組んでお笑いでもやったらうけるんじゃないかしら？」

「そ、それよりも……にゃあ。誰か私の麻痺を治してぇ……」

「……つんつん」

「にゃあああっ!?　に、ニーナ、今痺れているからぁ、うにゃにゃにゃ!?」

「ふはははっ、おもしろそうなのだ。我も参加するのだ！」

「やれやれ……一気に緊張感がなくなりましたね」

「まあ、こういうのもいいんじゃないか？」

　争いの終わりを告げるように、穏やかな空気が戻る。

　戦いの最中は鋭く厳しく。でも、戦いが終わればのんびりと笑顔で。それが俺達らしいな、と思う。

　まあ、いつまでものんびりしていられない。

　さあ……尋問タイムだ。




　オーグとクロイツ。それと密猟者達。尋問をしなければならない相手がたくさんだ。

　連中を連れてベースキャンプに戻る、なんていうのは非効率的だ。

　幸いというか、周囲の魔物はソラとルナが追い払ってくれたみたいだし、このままここで尋問するとしよう。

「レイン、レイン。脅すの？　拷問？」

　ソラの魔法で麻痺が治ったカナデが、そんな物騒なことを聞いてきた。

「人聞きが悪いことを言わないでくれ」

「にゃー。でも、あの人達、口固そうだよ？　素直にしゃべらないと思うよ？」

「あたしのブレスを見せつけてやれば、大抵のヤツは素直になるんじゃない？」

「こんなところでそんなことをしたら大惨事だから」

　下手したら森林火災に発展してしまう。

「まずは普通に話をしてみるさ。ダメならダメで、その時に考える」

「甘いわねー」

「でもでも、そういうところはレインらしいかな。私はレインのそういうところ、好きだよ♪」

「えっ？」

「えっ？」

　少しして……

「にゃっ!?」

　自分の発言の意味に気がついて、カナデがぼんっと赤くなる。

「にゃにゃにゃ……!?　い、今のはそういう意味じゃなくて、その、なんていうか、人として好きっていう意味だからね!?　ライク！　そう、ライクだから！」

「あ、ああ。うん。もちろんわかっているよ、勘違いなんてしてないから」

　びっくりした。

　カナデにそういう意図はなかったとしても、ドキドキしてしまう。

「うにゃー……納得してくれたことはいいんだけど、でも、簡単に理解されると、それはそれで複雑な気分になっちゃうなあ」

「あんた、わがままね」

「でもでも、この気持ち、タニアもわかるでしょ？」

「まあね」

　よくわからない共感が生まれていた。

　話が逸れた。さっそく尋問をしよう。

「俺が話している間、みんなは念のために警戒を。何が起きてもいいように、いつでも動けるようにしておいてくれ」

「ラニャー！」

　なんだ、その返事は？　ラジャーとにゃあが合体したのだろうか……？

「はい。周囲の警戒はソラ達に任せてください」

「ありがとう、助かるよ」

「尋問ならば、我も力になれるぞ。ウソをついているかどうか、魔法で判別できるのだ」

「そんなことが……わかった。困った時は頼りにさせてもらうよ」

「うむ。いっぱい頼りにしてほしいのだ！　尋問も拷問もがんばるのだ！」

「痛いこと……するの？」

　悪役みたいなことを言わないでほしい。ニーナが誤解してしまったじゃないか。

「拷問なんてことはしないよ。ただ話をするだけだから大丈夫」

「ん……よかった」

　敵のことも心配できるなんて、ニーナは優しい子だな。

　こんな子に血なまぐさいところは見せられない。おとなしく知っていることを全部話してくれるといいのだけど……さて、どうなることやら。

　まずはオーグとクロイツだ。

　両手を後ろに拘束されて、地面に膝をついているオーグとクロイツの前に立つ。

「俺達が捕まえた密猟者を奪い、ギルドに連れて行こうとした。そのまま、自分達の手柄にしようとした。間違っていないな？」

「……」

「どうして、こんなバカな真似をしたんだ？」

「……」

「俺達に負けるのが悔しかった？　それとも、先輩としてのプライドが許せなかった？」

「……」

「答えろ。やむを得ない事情があるっていうのなら、拘束を解くことも考える。でも、何もしゃべらないのなら、このまま密猟者と一緒にギルドに突き出すぞ」

「にゃー……レイン、なんか怒っている？」

「珍しくピリピリしてるわね。どうしたのかしら？　さっきまで普通だったのに……どうしたのよ？」

「勝負に勝ったのに、こいつらがふざけたことをしたからではないか？　こんなことをされれば、我はキレるのだ」

「依頼を横取りされようとしたこと自体は、あまり気にしてないんだよな」

　多少、腹立たしくは思うけれど、怒りよりも呆れが勝っている。

　勝負に負けて、そのことを認められず、最終的に依頼の横取りへ発展する……あまりにバカバカしくて怒る気すら失せている。

　こんな連中に怒りをぶつけても仕方ないし、自分も同レベルに落ちてしまいそうな気がするから、相手をしないのが一番だ。

「レイン、大人だねー。私、普通に頭にきているよ」

「そうそう。あたしなら、丸焼きにしてるところね……冗談よ？　ホントにしないわよ？」

「でも、それならば何に対して怒っているのだ？」

「こんな風に互いに足の引っ張り合いをしていたら、密猟者を逃がしていたかもしれないだろう？　それだけはダメだ」

　もしも密猟者を逃がしてしまったら？

　依頼が失敗してしまい、報酬がもらえない。場合によっては違約金を払うことになる。冒険者としての名声が落ちる……それらのことは大したことじゃない。

　本当に問題としているのは、ホーンウルフの密猟が止められないということだ。

　俺達冒険者は、ホーンウルフを助けないといけないのに……自分達のミスで、しかも身内で争うなんていう、わりと最悪なトラブルのせいで依頼が失敗するなんて目もあてられない。

　一人の冒険者として、しっかりと依頼をこなしたいという思いはあるが……それ以上に、ホーンウルフを守りたいと思う。だからこそ、この依頼を請けたのだ。

「そっか。レインは、ホーンウルフの心配をしていたんだね」

「普通は依頼の成功失敗を気にすると思いますが……でも、ある意味、レインらしいかもしれませんね。ソラは、とてもいいと思います」

「……レイン、優しい……ね」

「まったく、お人好しなんだから。ま……そういうの、嫌いじゃないわよ」

　俺の考えは甘いかもしれないけど……でも、みんなは笑顔を浮かべている。

　みんなが理解してくれるのならそれでいい。

「お前……そんなことを考えてたのか？　ふんっ、綺き麗れい事ごとじゃねえか」

「綺麗事で構わないさ。実際に、ホーンウルフを助けることができるんだからな」

「……そうか」

　元々、おとなしくしていたが……ここに来て、オーグの勢いが急に衰えた。

　さきほどまではふてくされたようにして、だんまりを決め込んでいたのだけど……今は背中を小さくしていて、どこか反省しているように見えた。

「それで……なんでこんなことをしたんだ？　なにか弁明する気はないのか？」

「その前に、一つ、聞かせてくれませんか？　先ほどあなた達と交戦しましたが……あれがあなたの力なのですか？　最強種に頼りきりではないのですか？」

　クロイツがじっとこちらを見つめながら、そう尋ねてきた。

　なんの意味があるかわからないが、彼にとって大事な質問みたいだ。

「俺がみんなのことを頼りにしているのは事実だ。ただ、助けて助けられて……対等な関係でいたいと思っている。だから、日々の努力を欠かしたことはない。それが答えになるかな」

「そう、ですか……」

　クロイツもおとなしくなった。

　どうしたんだろう？

「……私達の早とちりというわけですか。情けないですね。相手の力を見抜くことができず、また、その心も理解することができないなんて」

「まったくだな……くそ、俺達の方が冒険者歴が長いっていうのに、こんなみっともないところを見せるなんて……」

　オーグとクロイツは、それぞれ肩を落としていた。

　どうやら誤解は解けたらしい。俺に対する感情もリセットされたらしく、殊勝な態度を見せていた。

　プライドは高いけれど、根は悪い人ではないのだろう。依頼を横取りしようとしたのも、俺が卑怯な手を使い勝負に勝ったから、それに対抗するために手段を選ばないことにした……という解釈もできる。

　まあ、褒められたことじゃないけどな。

「俺達は観念したぜ。ギルドに報告するなりして、罰を与えてくれ」

「私達は逃げも隠れもしません。おとなしく、あなたの判断に従うと約束しましょう」

　うーん、どうしようか？

　多少手間をかけさせられたものの、被害を受けたわけじゃない。ホーンウルフを守ることもできたし、密猟者を捕まえることもできた。

　オーグとクロイツは二人なりに考えるところがあり、決して悪気があって動いていたわけじゃない。そのことを考えると……

「今回のことは黙っておくよ」

　ギルドは冒険者同士の諍いさかいを仲裁することもある。今回のようなダブルブッキングは珍しいが、その他の要因で冒険者同士の間で諍いが起きることはそうそう珍しくはない。

　冒険者同士が争えば、依頼が達成困難になることはもちろん、周囲からの信用も落ちてしまう。冒険者をきちんと管理することができないとして、ギルドの権威も落ちてしまう。

　結果的に、依頼が寄せられることがなくなり、冒険者も仕事を失い……という悪循環に陥ってしまう。

　そうなることを防ぐために、ギルドでは冒険者同士の争いを禁止している。諍いが起きたとしても、殺し合いはタブー。

　事の顚てん末まつは、必ずギルドに報告しなければいけない。そして、ギルドが公正な判断を下す。

　そうすることで、ギルドは冒険者たちを管理、導いている。

　そのことを考えると今回の一件は報告しなくてはいけないのだけど、そうなると、オーグとクロイツは必ず罰せられるだろう。最悪、冒険者資格の剝奪もありえる。

　それはさすがにかわいそうなので、黙っておくことにした。

「俺達のことを許すなんて……いいのか？　自分で言うのもなんだが、かなりやらかしていると思うが……」

「反省しているなら、それでいいさ。同じことが起きないように、次からは他の冒険者に対してもっと寛容なところを見せてほしいけどな」

「くっ、なんて器の大きい……最初から私達では相手にならなかったということですね」

「ああ、そうだな……あんなことを言ってた自分が恥ずかしくなるぜ。恩返しってわけじゃねえが、今回の依頼についての情報は全部渡す。全力で協力させてもらう」

　心を入れ替えてくれたことはいいのだけど、急に態度が変わりすぎやしないか？

　まあ、騙しているという様子はないから、心配する必要はないと思うが……ある意味でわかりやすい二人組だった。

　もしかしたらオーグが噂うわさのアサシンではないかと思っていたのだけど……どうやら違うみたいだ。オーグはただのレンジャーだろう。

　本物のアサシンならもっと強いはずだ。こんなにあっさりといくわけがない。そもそも、噂のようなアサシンとは性格が全然違う。

　ナタリーさんが言っていたことは、やっぱり、ただの噂だったっていうことかな。

「じゃあ、ソラとルナ。それとニーナ。オーグとクロイツの拘束を解いてやってくれ。それと、今回の依頼についての情報を聞いておいてほしい」

「うむっ、任せるのだ！」

　オーグとクロイツの相手を三人に任せて、少し離れたところで地面に転がされている密猟者達のところへ移動した。

「待たせたな」

「……」

「お前達はこのままギルドに連れて行く。それから、騎士団に引き渡されるだろうな」

「……」

「ただ、その前に聞いておきたいことがある。お前達の取引相手のことだ」

「……」

「捕らえた獲物はどこに運んでいた？　誰と取引をしていた？」

「……」

　密猟者達はだんまりを決め込んでいた。こちらと目を合わせようともしない。密猟者ではあるが、それなりのプライドがあるらしい。あるいは、口を開いたことで、雇い主からの後々の報復を恐れているのか。

　どちらにしても、口を割らせるのはなかなかに骨が折れそうだ。

「にゃー……一発、いっておく？」

「カナデの一発は強烈すぎるからなあ……」

「なら、あたしがもっかい焼いてあげましょうか？」

「タニアも強烈だからなあ……」

　さて、どうしたものか？

　尋問とか苦手なんだよな。というか、やったことがない。痛めつけるとか苦しめるとか、そういうのは向いてないんだよな。

　簡単に脅すことができればいいのだけど、どうすれば心を折ることができるのだろうか？

「グォッ」

「うん？」

　トントンと力強い感じで肩を叩かれた。それと、野太い鳴き声。

　振り返ると熊がいた。

「うわっ!?」

「にゃん!?」

「なによっ、敵!?」

「あっ……いや、待った！　そうじゃない敵じゃない、大丈夫だ」

　コイツは俺がテイムした熊だ。

　そういえば、テイムしたままで仮契約を解除していなかったな。新しい命令を求めて、俺の後を追いかけてきたのだろう。

　とはいえ、新しい命令なんてない。もう荷物を持ってもらう必要もない。

　ここで仮契約を解除して……まてよ？

「……使えるかもな」

　俺はにっこりと笑い、密猟者達を見る。

「ところで……急に話は変わるんだけど、俺はビーストテイマーなんだ。で……この熊は俺がテイムしている」

　密猟者達の顔色が変わる。

　俺の言いたいことを理解したのだろう。

「知っているか？　熊はものすごい力を持っているんだ。人の骨なんて簡単に折れてしまう。殴られたり嚙まれたりしたら、さぞかし痛いだろうなあ」

「ひっ……!?」

「ここで仮契約を解除したらどうなるかな？　たぶん、動けないお前達に真っ先に襲いかかるだろうなあ……まあ、それも仕方ないか。何も話してくれないなら、ここで放置してもいいよな。問題ないよな」

「えっ、いや、あの……」

「さて……どうする？」

　俺は、もう一度、密猟者達に問いかけた。

　そんな俺を見て、タニアとカナデがちょっと引いたような顔をする。

「レインって意外と鬼ね……あんなこと、あたしでもしないわよ」

「鬼畜テイマーにゃ」

　こらそこ。変な称号を追加するのはやめなさい。




～Another Side～




　夜の深い森の中……一つの影があった。

「……」

　その影は何も言わず、身動き一つすることなく、じっと佇たたずんでいる。

　その視線の先にレイン達の姿があった。

　熊を従えて、密猟者達に迫っているのが見えた。

「……あの様子では簡単に口を割るだろうな」

　初めて影が口を開いた。

　暗く静かな声だ。

　ただ、そこに人間らしい感情がまったく感じられない。人の姿を模した魔物と言われたら、なるほどと納得してしまいそうだ。それほどまでに、影がまとう雰囲気は危うい。

　影はソラとルナ、ニーナの探知範囲内に足を踏み入れていた。しかし、彼女達が影に気づいている素振りはない。

　つまり、最強種の探知能力から逃れているということ。

「……」

　影は口を閉じたまま、静かに投げナイフを取り出した。

　目的は……密猟者達だ。

　このままペラペラと色々なことをしゃべられてしまうのは困る。それを阻止しろと、影は命令を受けていた。いや、そういう依頼を請けていた。

　標的までの距離は百メートル以上離れている。

　しかし、問題ない。影にとっては目を閉じていても当てられる距離だ。

　影は投げナイフを投擲する体勢に入り……

「っ」

　動きを止めた。

　攻撃の瞬間は、どうしても殺気が漏れてしまう。

　わずかに漏れた殺気を感知して、ソラがこちらの方を見た。

　影に気づいた様子はないが、違和感を覚えているらしく、警戒を強くしている。

「……難しいな」

　影は投げナイフを元に戻した。

　獲物に執着しても意味はない。無理をして逆に捕まるような事態に陥ることがあれば最悪だ。

　欲張ることなく、ただただ自分にできることを見極めて、行動する。それだけだ。

「……主に報告をするか」

　次の瞬間……影は消えた。最初から何も存在していなかったかのように、後に残るものは何もない。

　影の名前は……アサシンと呼ばれている。





４章　闇商人




　トラン・ジペックは、ホライズンを拠点に活動する商人だ。

　取り扱っているものは日用雑貨から食料品まで幅広く、あちこちに商売の手を伸ばしている。

　商才があり、運にも恵まれている。

　一代で財を築いて、商会を発展させた男として、商人の間では有名らしい。

「……以上が、取引相手とされる男の情報だ」

　街に戻り密猟者をギルドに引き渡して……それから宿で食事を食べながら、密猟者とオーグとクロイツから得た情報を整理した。

「そのトランって人が、あむはむっ、今回の密猟事件の、ぱくぱくっ、黒幕なんだね？」

「喋しゃべるか食べるかどっちかにしたら？」

「ぱくぱくぱくっ！」

　タニアが呆あきれるように言うと、カナデは熱心に肉にかぶりついた。

　食べる方を選ぶのか……

「取引相手を聞き出したなら、あたしらの出番はなくない？　後は騎士団に任せるんでしょ？」

「そのはずだったんだけど、予定変更らしい」

「どうしてよ？　まさか、領主の時のように癒着してるとか、そういうことが？」

「さすがにそれはないよ」

　ホライズンの騎士団支部を指揮しているのはステラだ。ステラが不正に手を染めるなんてことはまず考えられない。

「普通なら、密猟者の証言を元に騎士団の監査が行われるんだけど……」

「あっ、わかりました」

　ソラが閃ひらめいた、という様子で言う。

「世知辛い現実、というやつですね？」

「妙に回りくどいことを言うな。まあ、言いたいことはわかるから……ソラ、正解」

「むっ、どういうことなのだ？」

「ルナの頭は空っぽなんですか？　鈴のように中身は空なんですか？　騎士団は人手が足りていないと、以前、そういう話をしたでしょう」

「それは覚えているのだ。だから、我らが密猟者を捕まえてきたのだ。証拠は揃そろったのだから、後は逮捕するだけなのではないか？」

「そうなんだけど……未だ、騎士団の人手不足は解消されていないからな。事件に優先度が設けられていて、人に危害が及ばない案件は後回しにされているらしい」

「ふむふむ。なるほど、わかったのだ。つまり、証拠が出ても捜査に出せる人がいない。故に後回し。だから、世知辛い現実、というわけなのだな？」

「ルナも正解」

　トランに関する密猟疑惑の調査は、今すぐ街の人々に害を与えるものではないとして、優先度は低いという。このままだと、一ヵ月ほど先になってしまうとか。

　先程、ステラに聞いてきた話だから間違いない。

「ステラ、ごめんね、って顔をしていたね」

「騎士団が置かれている状況は理解できるから、責めるようなことはしないんだけどな……」

　どうしようもないことなのだから、責任を感じる必要はないのだけど……それでも、自分を責めてしまうのだろう。力が足りないと悔しく思ってしまうのだろう。

　それが、ステラ・エンプレイスという騎士だ。

「で……あたし達の出番っていうわけ？」

「そういうこと」

　今の冒険者ギルドは、本来ならば騎士団が担当するような仕事を半分くらい請け負っている。

　そうでもしないと、街の機能が停止してしまうのだ。

「先の依頼は、密猟者達を捕まえてトランのことを聞き出した時点で終了だ。ここで引き上げても問題はない。ただ、俺としてはトランを捕まえたい」

「ふふっ、報酬もアップするわね♪」

「にゃー……タニアはがめついね」

「なによ、もらえるならもらっておいた方がいいじゃない。報酬がたくさんもらえたら、おいしいごはんも食べられるわよ」

「ごはん！　私も賛成だよっ」

　カナデはわかりやすいなあ。

　タニアと一緒に苦笑した。

「トランはたくさんの金を持っているから、たぶん、自衛のために傭よう兵へいなどを雇っているだろう。やましいことをしていればなおさらだな。だから、ちょっと危険もあるかもしれない。無理をする必要はないんだけど……他のみんなはどう思う？」

「ソラも賛成です。悪徳商人に正義の鉄てっ槌ついを下してやりましょう」

「ふふんっ、我はご主人さまの言うことに反対などしないぞ？　全て任せるのだ」

「わたし、も……賛成。悪いところは……根っこの部分から、なんとか……しないと」

「よし、決まりだ」

　こうして、俺達はトランの捕縛を含めて、依頼を遂行することにした。





◆






　夜の帳とばりが降りて、街が暗闇に包まれる。

　闇夜に紛れるようにして、俺達はトランの家の近くへ移動した。

　二階建ての大きな屋敷。庭も広く、高い塀で家が囲まれている。

　領主の屋敷とまでは言わないが、かなり豪華な家だ。

「あそこが悪い商人の家だね」

「どうする？　あたしのブレスで吹き飛ばす？」

「吹き飛ばさない吹き飛ばさない」

　どうして、タニアの思考はなんでもかんでも吹き飛ばすに繫つながっているのだろう？　猪ちょ突とつ猛もう進しんすぎやしないか？

「目的はトランの身柄の確保だ。殺したいわけじゃないからな？」

「わかってるわよ、ただの冗談だから」

「本気……だったと、思うな」

「むぐっ」

　ニーナにツッコミを入れられて、タニアが苦い顔をした。

「にゃー。どうするの、レイン？」

「そうだな……」

　事前に集めた情報によると、トランは各地を忙しく飛び回っているらしい。ただ、今夜はホライズンに滞在しているという。

　明日になればまた街を出るので、捕まえるのならば今夜しかない。

　密猟者からの証言は得て、証拠は手に入れた。騎士団の代わりに監査の権限が与えられているので、このまま突撃しても問題はない。

　ただ、トランが無抵抗で投降するとは考えづらい。悪人というものは、基本的に悪あがきをするものだ。もしかしたら傭兵を雇っているかもしれないし、予想外の隠し玉を持っているかもしれない。

　俺の判断一つで、みんなが危険に晒さらされるかもしれない。そのことを考えると、慎重に動かないといけないな。

「まずは、中の様子が知りたいな。ソラ、ルナ。調べることはできないか？」

「むーん」

　ソラとルナを頼りにさせてもらおうと思ったけれど、二人は難しい顔をした。

「どうしたんだ？　以前、似たようなことをしていたと思うけど」

「魔法を使い、中の様子を調べることは可能なのですが……」

「今回に限り、相手にまったく気づかれずにというのは難しいのだ」

「何か問題が？」

「魔力の流れの乱れを感じます。おそらく、魔法を阻害する魔道具が屋敷の中に設置されているのではないかと」

「無論、我ら精霊族の魔力ならば、チャチな魔道具などものともせずに魔法を使うことはできるぞ？　ただ、それなりに強引に事を進めるから、相手にバレてしまう可能性があるのだ」

「……なるほど」

　それなりの警備体制は敷かれている、ということか。

「やっぱり、あたしのブレスで薙なぎ払う？」

「そんなに薙ぎ払いたいのか……？」

　タニアはアレか？　ストレスが溜たまっているのか？　それとも、何か悩みでもあるのだろうか？

　ついつい真剣にそんなことを考えてしまう。

「あたしらの戦力なら、そこらの人間なんて相手にならないわ。逃げ道を塞いで、あとは真正面から突っ込んでもいいんじゃない？」

「それはそれでアリなんだけど……できれば、中の様子を知りたいな」

「やけに慎重ね。なにか懸念することでも？」

「オーグとクロイツの情報、覚えているだろう？」

　オーグとクロイツから得た情報は、トランに関することだけではない。

　もう一つ、重要な情報を得ていた。それは……

「闇商人がアサシンを雇っている、っていう噂うわさ？」

　そう……その通りだ。そんな噂を二人から聞くことができた。

　オーグとクロイツも確信を持って言葉にしていない。事実、ただの噂として頭の片隅程度に留めておいてほしい、と言っていた。

　ただ……気になるんだよな。

　ナタリーさんから聞いた噂と、オーグとクロイツから聞いた話がピタリと重なる。

「にゃー……アサシンって、そんなに警戒しないといけないの？」

「戦闘に関しては最強って言われているからな。Ｓランクに匹敵する……つまり、カナデ達最強種と同等の力を持っているらしい。注意するに越したことはない」

　さて、どうしたものか？

　中の様子を調べたいけれど、魔法を使うと相手に警戒されてしまうかもしれない。だからといって、噂の件があるため、逃げられそうになっているなど、よほどの事情がない限り無闇に突撃することは避けたい。

　警戒されるのを覚悟で、ソラとルナに魔法を使ってもらうか？

　あるいは、別の方法で中の様子を探るか？

　うーん……どうしたものか。悩みどころだな。

「……ねえねえ」

　くいくい、っとニーナに服を引っ張られた。

「うん？　どうしたんだ、ニーナ。もしかして、なにかアイディアが？」

「うん。思ったんだけど……あの、その……ティナに、協力してもらうの……どう、かな？」

「ティナに？」

「ゆーれー、だから……調べるの、最適……だと思うの」

「おー、にゃるほど。それは思いつかなかったなあ」

「うん、良いアイディアだと思うわ。ね、レイン」

「そうだな、ティナなら適任かもしれない。助かったよ、ニーナ」

「えへ……」

　みんなに褒められて、ニーナがはにかむ。

　三本の尻尾がぴょこぴょことうれしそうに揺れていた。

「カナデ、ちょっとティナを呼んできてくれないか？」

「うにゃっ、わ、私……？」

「うん？　何か問題が？」

「問題はないけどぉ……」

「……ひょっとして、怖い？」

「実は、ちょっと」

「この前、ごはんを一緒に食べた時は楽しそうに話していたじゃないか」

「あ、あの時はおいしいごはんで心が満たされていたから、特に気にならなかったんだよね。ただ、そうでない時はまだちょっと苦手かも……」

　もうしわけなさそうにカナデが言う。

　一緒に暮らすことになって、カナデのティナに対する恐怖は薄れているみたいだけど……それでも、そうそう簡単に苦手意識は消えないらしい。

　なにかしら、きっかけがあればいいと思うんだけど……

「そういうことなら仕方ないか。無理をさせるつもりはないから、代わりにタニアに……」

「あ……ま、待って！　やっぱり私が行くよ！」

「大丈夫か？　無理はしなくても……」

「いつまでも怖がっていたらティナに悪いからね！　慣れるためにも、私、がんばるよっ」

「そっか……うん、その意気だ」

　カナデが、積極的にティナを受け入れようとしてくれていることがうれしい。

　やっぱり、仲間はみんな仲良くしてほしいからな。

「じゃ、行ってくるね！」

　カナデがその場で大ジャンプ。近くの民家の屋根に飛び降りて、そのまま駆けていった。
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「おまたせーっ！」

　しばらくしたところで、ティナと一緒にカナデが戻ってきた。

「ティナを連れてきたよー！」

「連れてこられたでー」

　これから悪徳商人の屋敷に踏み込むというのに、いまいち緊張感のない二人だ。

　まあ、変に気負うよりはマシか。いい具合にこちらの緊張もほぐれる。

「やー、ずっと家に閉じこもうてたからヒマでヒマで仕方なくてなー。そんな時にカナデがやってきて、ウチを頼りにしとるって言うやないか？　めっちゃうれしいで。レインの旦那には助けてもらった恩があるし、ウチ、がんばるで！」

「うん。やる気があるのはいいことだけど、ちょっと声を抑えような？　見つかると面倒なことになるから」

「あっ、すまんすまん。ウチ、喋るの好きやからなあ……つい」

　てへ、とティナが笑う。

　ティナは幽霊として三十年以上存在しているのだけど、幽霊なので外見はまったく変わらない。なので、そんな仕草をとると妙にかわいらしく見えてしまう。

「そこの角の向こうにある屋敷……わかるか？」

「わかるで。成金趣味全開で悪趣味な家やな？」

　庭に黄金の像とか、よくわからないオブジェが飾られているからなあ……悪趣味といえば悪趣味なのかもしれない。

　容赦のない評価だった。

「今からあの屋敷に踏み込みたいんだけど、中の様子がわからないんだ。魔法で調べようとしても、阻害されてしまう。そこで……」

「ウチの出番、っていうことやな!?」

「そうだけど……やけにうれしそうだな？」

「うちも、レインの旦那のために何かしたいって思ってるんやで？　だから、こういう風に力になれるってのはうれしいんや」

「それはありがたいんだけど……どうして、そんなに協力的なんだ？」

「もちろん、恩返しやで」

「俺、そこまで大したことはしてないよな？」

「まったく、無自覚さんは困るなぁ」

　ティナが恩を感じるようなことをしただろうか？　自分の行動を振り返ってみるものの心当たりはない。

　ティナと知り合い、強制的に浄化することはせず、一緒に暮らすことにした。したことといえば、それだけのことだ。それ以外のことは何もしていない。

「レインの旦那は鈍いなー」

「そんなことは……」

「あるよね」

「あるわね」

　ないと言おうとしたら、思わぬところに伏兵が。カナデとタニアが、ティナに賛同するようにうんうんと頷うなずいている。

「うち、ずっと一人やったんやで？」

「あ……」

「幽霊やから、基本、人と関わることはできへんし……こっそりと隠れるように暮らさないといけないからな。そんなこんなで、三十年、ずっと一人で過ごしてきたんや」

「ティナ……」

「でも、レインの旦那やみんなと出会って、ウチは一人やなくなった。それはとても幸せで、うれしいことなんや。誰かと一緒にいることがこんなに楽しいなんて……改めて、人と人の繫がりが大切っていうことに気がついたんや。だから、レインの旦那にはめっちゃめっちゃ感謝しとるんや」

「……そっか」

　俺は大したことはしていないつもりなのだけど……でも、ティナの孤独を癒やすことができていたのならば、それはうれしいと思う。

　調子に乗らない程度に自分を褒めてやりたい。

「ってなわけで、レインの旦那のためなら、たとえ火の中水の中！　なんでもやるでー！」

「でもでも、ティナは幽霊なのだから、火も水も関係ないのではないか？」

「……おうふ」

　ルナの冷静なツッコミに、ティナがたらりと汗を流した。

「ルナ。今のはいただけませんよ」

「むう……ひょっとして、我、空気を読まなかったか？」

「おもいきり読んでいませんでしたね」

「おおう……我としたことがなんという失敗を。我はもう口を出さぬから、やり直していいぞ」

「いやー……そんなこと言われても、そういうわけにはいかへんで」

　ティナが苦笑した。でも、これはこれで楽しんでいるように見えた。

　今までは、こんな他愛のないおしゃべりもできなかったんだろうな。

　だから、今は本当に楽しいんだろう。

　これからは、ずっとずっと楽しい思いをしてもらいたい。心からそう思う。

「それじゃあ……そろそろ、ウチが活躍するところを見せないとあかんな。役立たずに思われたくないしな」

「そんなこと思わないって。失敗してもいいから、無理だけはしないでくれよ」

「レインの旦那は優しいなあ。でも、これはウチの気持ちの問題や。ずっとおんぶにだっこじゃ申し訳ないで。ここらで一つ、力になりたいんや。だからがんばってくるでーっ！」

「わかった。そういうことならティナに任せるよ」

「任されたで！」

　ティナはにっこりと笑った。

　それから、ふよふよと浮かんで、壁をすり抜けて屋敷の中に消えた。

「ティナ、大丈夫かな？」

「きっと大丈夫さ」

　心配そうにするカナデを落ち着かせるように、そっと頭を撫なでた。
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　三十分ほど経っただろうか？

　ティナは……まだ戻ってこない。

「うにゃー……」

　カナデは落ち着かない様子でそわそわしていた。他のみんなも同じような感じだ。

　騒ぎが起きている様子はないから、ティナが見つかったということは考えづらいけど……それでも不安だ。どうしても心配になってしまう。

　こうして待っているだけというのは、なかなかに辛いな。

「遅いわね……ティナ、まだなのかしら？」

「もしかして、あまり考えたくはないのだが、捕まっているのではないか？　助けに行った方がいいのではないか？」

「たぶん、それはないと思う。騒ぎになった様子はないからな」

「では、迷子になっているのではないか？」

「それはありませんね。ルナじゃないんですから」

「我は方向音痴ではないぞ？」

「……心配、だね」

「今は信じるしかないさ」

　不安そうにするニーナの頭を撫でて落ち着かせてやる。

　もう少し様子を見て、それでもティナが戻ってこなかったら、その時は突入しよう。

　何かが起きてからじゃあ遅いからな。

「あっ！」

　何かを感じ取ったらしく、カナデの尻尾がピーンと立った。

　カナデの視線を追うと、屋敷の屋根の辺りにティナの姿が見えた。

　ティナは壁や塀をすり抜けて、ふわふわとこちらに移動してくる。

「おかえりーっ！」

「無事だったのね、よかったわ」

「遅いから心配しましたよ」

「……」

　口々に、みんなが声をかける。

　ただ、ティナはそれに反応しない。うつむき加減で青白い顔をしていた。

「ティナ、大丈夫か？」

「……」

「ティナ！」

「……あっ……レインの旦那」

　強く呼びかけると、ようやくこちらに気がついた様子で、ティナはのろのろと顔を上げた。

　……ひどい目をしていた。

　ドロドロと色々な感情が煮詰められていて、この世の深しん淵えんを覗のぞいてきたような目だ。

　一体、屋敷の中で何が……？

「何があったのか、何を見たのか。話してくれないか？」

「……大したことはあらへんよ？」

「そんなわけないだろう。何かとんでもないものを見たんだろう？」

「……バレた？」

「バレないわけがないだろう、そんな顔をして」

「ウチ、そんなひどい顔しとる？」

「鏡いるか？」

「あー……やめとくわ。ウチも一応女の子やからな。ひどい顔しとるの見たら、うわー、ってなって凹へこんでしまいそうや」

　話をしているうちに、少しずつティナの顔色が良くなってきた。

　ある程度、落ち着きを取り戻したようだ。

　でも、瞳に宿る感情は暗く、いつもの輝きは見えない。どことなく怯おびえているような気がして、これ以上無理はさせられないと判断した。

「今日はやめておくか」

「え？」

「家に帰ろう。休んだ方がいい」

「で、でもそれじゃあ依頼は失敗するんじゃあ……」

「依頼が失敗するよりも、ティナに無理をさせる方がイヤだ。それに、依頼の期限は定められていないから、多少、後ろに延びたとしても問題はないさ」

「レインの旦那は優しいなぁ……でも、そこまで気遣ってくれなくてもええんやで？　むしろ、逆に辛いっていうか……言ったやろ？　ウチはレインの旦那の力になりたいんや」

「でも……」

「ウチのことなら平気や。ちょっと……嫌なことを思い出しただけやから」

「嫌なこと？」

　聞いていいのだろうか？

　迷うけれど……仲間だからこそ、時に一歩を踏み込まないといけない時があると思う。距離を置くだけでは、優しさだけでは何も解決しない場合もあるのだから。

　だから、あえて問い返してみた。

「教えてくれないか？」

「あー……せやな、なんて言えばいいか……」

　知りたいとは思うのだけど、でも、無理に話してもらおうとは思っていない。

　でも、話してくれたのなら……その時は、ティナにこんな顔をさせてしまう『何か』を全力で排除するつもりだ。

「……つまらない話やで？　めっちゃ、個人的なことやし……」

「俺達は仲間だから。仲間の問題は自分のことのように思っているよ」

「そうそう、レインの言う通りだよ」

　カナデが追随した。

　タニアも優しく笑いかけながら、柔らかく言う。

「つまらないとかなんだとか、そんなことは気にしなくていいと思うわよ。そんなことで文句を言うヤツなんて、あたしたちの中にはいないわ」

「そうなのだ。我ら一心同体！　ティナの問題は我のもの。我の問題はティナのもの。つまり、我が何を言いたいのかというと……」

「困った時はお互いさま、ということですよ」

「ああっ、我のセリフが!?」

　ルナとソラもティナに語りかける。

　みんなの優しさが伝わり、ティナの顔がくしゃりと崩れた。

「一人で抱え込むよりは、誰かに話した方が楽になるかもしれない。力になれることがあるかもしれない。だからさ……話してくれないか？」

「……ん。また迷惑かけてしまうけど、甘えさせてもろうてええかな？」

「いいさ。どんとこい」

「レインの旦那は、ほんま、良い男やなあ」

　泣いているような笑っているような、そんな顔をしてティナがそう言う。

　それから軽い深呼吸をして気持ちを落ち着けた。

　やがて……ゆっくりと口を開く。

「……ウチ、生きてる頃はメイドをやってた、っていう話をしたの覚えとる？」

「ああ、覚えているよ」

「それじゃあ、拷問好きの変態に殺された、っていう話は？」

「それも覚えているよ」

「……その時の男が、この屋敷の主やったんや」




～Another Side～




　トラン・ジペックは己が歪ゆがんでいることを自覚していた。

　女の悲鳴を聞くと興奮してしまう。助けてくださいと懇願されると、たまらない愉悦を抱く。涙を流して悲しむ姿を見せられたら、絶頂すら覚えてしまうほどだ。

　そんな性癖が普通であるはずがない。異常だ。

　そのことを自覚しつつ……しかし、彼は異常を修正しようとはしなかった。

　むしろ、有り余る財を使い、加虐的な性癖を満たすという人の道を外れた行為に出た。

　彼を止める者はいない。

　故に、ただただ暴走を続ける。




　その日も、欲望を満たすことができてトランは満足そうな顔をして、特別な地下室を後にした。

　風呂に入り、自室へ戻る。欲望を満たした時のことを思い返しながら、ワインを口にする。それが彼の日課であり、心を満たす一時であった。

「……我が主よ」

　いつからそこにいたのか。

　気がつけば、漆黒の影が部屋にあった。

　黒い装束で身を包み、顔もフードで隠している。

　夜の闇と一体化するように、存在感が極めて薄く、世界に溶け込んでいた。静かで……それでいて鋭い殺気を身にまとう。

　その姿は、まさに死神だ。
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「なんだ、お前か……驚かせるでない。突然現れたら驚くだろうが」

「すまないな。足音を立てることなく、気配を殺すのは俺にとっては当たり前のことになっている。今更変えることはできない」

「まったく、面倒なヤツだ……それで？　どうしたのだ？　ただ儂を驚かせるためにやってきたわけではないのだろう？」

「主が取引をしていた密猟者共が冒険者に捕らえられたぞ」

「なんだと？」

　最近、トランが精力的に取り組んでいた仕事は、ホーンウルフの売買だ。

　ホーンウルフの角はもちろん、毛皮や肉も高く売れる。場合によっては、丸ごと剝製にして売ることもある。

　素材はそこらにいるホーンウルフを捕まえてくればいい。

　それが大量の金に変わる。錬金術で黄金を練成するかのように、次から次へと金を生み出すことができた。

　とても理想的な商品だったのだけど……最近、少しばかり派手にやりすぎたかもしれない、とトランは考えた。

　稼げる時に稼ぐ。それは商人の鉄則なのだけど、少々、周囲のことを気にしなさすぎたかもしれない。おかげで騎士団、冒険者ギルドに目をつけられることになった。

　騎士、冒険者など恐れるに足りない……などと侮るようなことはしない。思わぬところで足をすくわれるということがあることをトランは知っている。

　ホライズンの領主も冒険者によって、その地位を奪われた。決して侮っていい相手ではないのだ。

　そのあたりをきちんと理解していたトランは、密猟者の様子を監視することにした。

　密猟者が失敗する。あるいは裏切るようならば、証拠隠滅のために始末しろ……という命令も下していたのだ。

「捕らえられたとはどういうことだ？　そのような時は始末しろと言っておいただろう？」

「目撃者が多すぎた。それに、相手はレイン・シュラウドという、ホライズンの英雄と呼ばれている冒険者だ。ヤツを消すとなると、それなりに大きな騒動になるだろう。故に、独断は避けて戻ってきた、というわけだ。理解してもらえたかな？」

「なんだと……領主を倒したという、あの冒険者が関わっているのか！」

　トランは震えた。

　英雄と呼ばれる冒険者の目的はどこにあるのだろうか？　ただ単に密猟者を捕まえるだけなのか？　あるいは……その後ろにいるトランを捕縛することなのか？

「くそっ、このようなところでわしが捕まるなど……そんなことはイヤだ！　絶対に認められないぞ！」

　まだまだ金を稼ぎ足りない。

　女をいじめ足りない。

　欲望を満たし足りない。

　まだ、まだ、まだ……果てのない欲望がトランを突き動かす。

「おいっ、密猟者を殺してこい！　余計なことをしゃべる前に口封じをしなくては！」

「冒険者はどうする？」

「そいつも殺せ！　まとめて殺してしまえ！　多少、騒ぎになったとしてももみ消してやるわ。金とは、こういう時のために使うものだからな」

「ふむ」

「まさか、できないとは言わないだろうな？　相手が英雄だからと怖気づいているのではないだろうな？」

「誰にものを言っている？　俺は、最強と言われているアサシンだぞ？　相手が英雄だろうがなんだろうが、所詮はただの人間。俺に殺せない者などいない」

「ふふん、いいぞ。頼りにしているからな。成功したら、報酬を倍払ってやろう」

「気前がいいな」

「必要な時に金を使わず、後悔したくないだけだ。それに、金とはこういう時に使うものだ」

　邪魔者は殺す。みんな殺してしまえばいい。そうすれば安泰だ。

　トランは危険な思考を巡らせて、醜悪な表情を浮かべた。とても人のものとは思えず、まるで獣のような顔をしていた。

「まったく……酒がまずくなる報告ばかりじゃないか。せっかくの気分が台無しだ」

　トランは愚痴をこぼすように言って……それから、下卑た笑みを浮かべた。

「そうだな。こういう時は気分転換をするといいな。また、おもちゃで遊ぶことにするか」

　おもちゃというのは女のことだった。

「この前仕入れたヤツは、良い具合に泣いてくれるかな。くはは、いたぶり甲が斐いがあるというものだ。あの悲鳴、あの顔……たまらないな。想像するだけで達してしまいそうだ」

　トランは肉のついた体を動かして、部屋を出ようとして……




　ガァアアアアアァッ！！！




　突然、表の方から轟ごう音おんが響いてきた。

「な、ななな、なんだ!?　なにが起きたのだ!?」

「……どうやら、敵みたいだな。向こうの方から飛び込んできてくれたぞ」

　男は冷静に状況を観察していて、そんな報告をした。

「敵だと？　このわしにケンカを売るようなバカ者なんて……まさか!?」

「そう、そのまさかだ。この気配……覚えがある。今まさに話題にしていた冒険者がケンカを売りに来たみたいだな」





◆






「えっ……!?」

　衝撃の告白にみんなが驚きの顔を作る。

　ティナを殺した男があの屋敷に……？

　何かを言おうとして……

　でも、何も言うことができず……

　場が沈黙に包まれる。

「名前は、トラン・ジペック……やろ？　今思い出したわ。あいつはめっちゃ太ってて、特徴のある顔をしててなあ……一目見たら忘れられないような、めっちゃ印象の強い人なんや。だから……三十年経った今でもすぐにわかったわ。あぁ、この人はウチを殺したあの人なんや……って」

　ティナが淡々と語る。

　これ以上空気が重くならないように、あえて淡々と話しているのかもしれない。

「って……す、すまんな。変な空気になってもうた。そんなつもりはなかったんやけど……」

「……」

「あ、あはは……」

　ティナはカラ笑いを浮かべて、それからハッと思い出したような顔になる。

「ご、ごめんな。中の様子のことやけど……最後に驚いたせいか、色々と忘れてしもうた。警備の兵とか傭兵とか、ある程度いたような気がするんやけど、配置とか、すっかり頭から抜けてしもうて……あっ、せや！　一つだけ覚えとることがあるわ。あの屋敷に突入するなら、やめといた方がええよ」

「どうしてだ？」

「ものすごいヤツがおった」

　ティナが顔を青くしながら言う。

「色々なヤツがおったけど……一人、別格のヤツがいたで。黒ずくめのヤツや。ナイフのように鋭い気を常に放っていて……正直、漏らしてしまうかと思ったわ。後ろ姿をちらっと見ただけなんやけど、それだけでもめっちゃ怖くて……あいつの前に立つ勇気はウチにはないわ。あいつはヤバイで」

　ティナが震えながら忠告をしてくれた。

　黒ずくめの正体は、もしかしたら、噂に聞いているアサシンなのかもしれない。だとしたら侮ることはできない。相当に厳しい相手なのだろう。

　でも、俺の行動は変わらない。今しがた胸に抱いた決意は変わらない。

　とある決意が炎となり、俺の心を燃え上がらせる。

「情報、ありがとう。でも、俺はこのまま行くよ。というか……ティナの昔の主とやらを一発殴らないと気が済まない」

「へ？」

　ふつふつと、とある感情が湧き上がってくる。その感情は全身に広がり、体に熱と力を与える。

　その感情の正体は……怒りだ。

　ティナを殺した人間が屋敷の中にいる？

　それが密猟者の取引相手？

　ちょうどいい。ものすごく都合がいい。ティナの仇あだを討つ絶好のチャンスじゃないか！

　ティナはつい先日出会ったばかりだ。でも、時間は関係ない。

　一緒に苦楽を共にする仲間だ。

　一つ屋根の下で暮らす家族だ。

　そんなティナを苦しめたヤツがいる。ただ苦しめただけではなくて、殺したヤツがいる。そして、三十年もの孤独を与えたヤツがいる。

　許せるはずがない！

「みんなは……」

「私もいくよ、レインっ！」

　カナデが瞳に怒りの炎を燃やしながら、力強く言った。

　ティナを苦手に思う気持ちなんか消えていて……今はただ、仲間を傷つけられた怒りに燃えていた。

　最強種の怒り。それは天災に匹敵する。

「もちろん、あたしたちもいくわよ」

　他のみんなも俺に同意するように頷いた。

　みんなも俺と同じ気持ちを抱いていた。

　ティナのことを想い、ティナのために憤る。

「え？　え？　みんな……えっと、なにしてるん？　言ったやろ？　あの屋敷の中にはとんでもないヤツがおるから、突入するのは危険やって……ダメや、やめといて。危ないから！」

「俺達なら大丈夫だよ」

「そうそう、私達を誰だと思っているの？　最強種だよ」

「そんなあたしらの邪魔をするっていうのなら、後悔させてやるまでね。ふふっ……久しぶりに腕が鳴るわ」

「レイン。ソラとルナでこの屋敷を吹き飛ばしてもいいですか？」

「我は久しぶりに頭に来たのだ！　許せないのだ！」

「……ん。わたしも……ゆるせない」

「屋敷を吹き飛ばすのはなしだ。ただ雇われているだけの人もいるだろうし、メイドとか関係のない人もいるかもしれない。周囲に被害が出るかもしれないし……何よりも、そんなことをしたら殴ることができないだろう？」

「おおっ、それもそうだな！　ティナを苦しめた輩を簡単に楽にするなんて、とんでもないミスをするところだったのだ」

「えっと……みんな？　なんで、そこまで怒ってるんや……？　全部、ウチの問題なのに……」

　ティナが困惑気味に言う。

　それに対して返す言葉は決まっている。

「仲間だから」

「っ」

「ティナは大事な仲間だ。家族だ。だから、ティナを傷つけたヤツは許せない！　絶対に……だ」

「とんでもないヤツがいようが、そんなヤツ、私が殴りつけてやるんだから！」

「レインの旦那……カナデ……」

　待っていてくれ、ティナ。

　今からティナを傷つけたヤツを殴りつけてくるからな。

「みんな、行くぞっ！」

「「「「「応っ！」」」」」

　もう小細工は不要だ。真正面から敵の全てを叩たたき潰す！

　隠れるのはやめて道の角から歩み出た。

　まっすぐに屋敷に向かい、門番と対たい峙じする。

「なんだ、お前達は？」

「ここは大商人、トラン・ジペック様の屋敷だ。用のない者は立ち去れ」

「用ならある」

「なんだと？」

「しかし、このような時間に面会の約束があるなんて聞いていない。一体、どんな用だ？」

「ジペックを殴りにきた」

「な、なにっ!?」

「貴様っ、強盗の類か!?」

「ぜんぜん違うが……悪いな」

「にゃー……あなた達はおとなしくしててね！」

「そこで寝てなさい！」

　カナデとタニアが飛び出して、それぞれ門番の腹を打つ。

　一撃で意識を刈り取られて、門番は地面に倒れた。

「えっ、ちょ……!?　ホンマに真正面から突撃するつもりなん!?　無茶苦茶やない!?」

「……ああ、そうだな。真正面からっていうのはまずいか」

「ほっ……わかってくれたんか」

「裏から逃げられるかもしれないからな。そっちのルートを潰しておかないとダメか」

「わかってない!?」

「ソラ、ルナ。裏手を頼む」

「了解です」

「うむっ、我に任せておくがいい！　アリの子一匹逃がさぬぞ！」

　飛行魔法を唱えて、ソラとルナが屋敷の裏手に飛んだ。

　これで問題ない。万が一にもジペックを逃がすことはないだろう。

「さてと」

　改めてジペックの屋敷を見た。

　まだ表の騒動には気がついていないらしく、屋敷は静かなものだ。

　俺達の行く手を阻むように巨大な門が鎮座している。

　でも、こんなもので俺達を止めることはできない。そのことを今から教えてやろう。

「ニーナ。ちょっと、力を貸してくれないか？」

「……んっ」

　手を差し出すと、ニーナが握り返した。

　空いている方の手で、短剣……カムイを抜いた。

　繫いだ手を通じてニーナの力が流れ込んでくる。引き金を引くと短剣が赤く輝き、炎のようなオーラを放つ。

「はぁっ！！！」




　ガァアアアアアァッ！！！




　気合と共に短剣を振り下ろした。

　荒れ狂う力が門を飲み込む。圧倒的な力に耐えることができず、巨大な門は根本から吹き飛んだ。

　加えて、周囲の鉄柵や塀も吹き飛び……隕いん石せきでも落ちてきたかのように、屋敷の入り口はメチャクチャになる。

「な、なにしてるんやっ!?」

「邪魔だから門を壊したんだけど？」

「サラっと言うな、サラっと！」

「そんなに驚くようなことはしてないだろ？」

「しとるわ！　むっちゃくちゃしとるで！　っていうか、そんな大きな音出したらアカンやろ!?　中の人に気づかれるで!?　こっそり潜入するんやないの!?」

「潜入はやめた。あと、中の人に……ジペックに俺たちのことを知ってもらう。気づいてもらう。それこそが目的なんだ」

「へ？」

　いわば、これは宣戦布告だ。今からお前を殴り飛ばしにいくぞ……という、ジペックに対する脅しだ。

　少しくらいは驚いてくれただろうか？

　怯えてくれただろうか？

　でないとつまらない。

　ティナを苦しめた罪。その身で償ってもらわないといけない。

　そんな説明をすると、ティナが呆れたような顔になる。

「レインの旦那って、温厚そうに見えたんやけど……けっこう無茶するんやな。まさか、真正面から殴り込みをかけるなんて……とんでもないで」

「そんなに大胆なことをしているかな？」

「しとるから、おもいきりしとるわ。ここまで堂々と悪の拠点に乗り込む人、初めて見たわ……ホンマ、無茶するなぁ」

「ティナのためだからな。少しくらいの無茶はするさ」

「少しくらいとは思えへんけど……っていうか、ウチはまだなんも言うとらんよ？　アイツに復ふく讐しゅうしたいとか呪ってやりたいとか、特に言ってないで？　……言うてへんよな？」

「俺の行動、ティナは迷惑か？」

「……それは」

　迷うようにティナが視線を揺らした。

　それからティナは口を閉じて、やや視線を落として……なんともいえない顔になる。あれこれと考えを巡らせているみたいだ。

　ややあって、大人の顔色を窺う子供のような感じでこちらを見る。

「ウチのことはええんや。これじゃあ、レインの旦那やみんなに迷惑かけてしまうやろ？　ウチ……それは心苦しいから、みんなが無茶をする必要はないんやで？」

「迷惑なんて思ってないさ」

「でもな……」

「それに、今無茶をしないでいつするんだ？」

「っ」

「ティナを苦しめた相手がすぐそこにいるんだ。過去の罪を償うことなく、のうのうと過ごしているんだ。そんなことは許せない。許せないけど……ティナが望まないのなら、やめる」

「ウチは……」

「ティナはどうしたい？」

　問いかけると、ティナは迷うように目を伏せた。

　突然、自分を殺した相手と再会したんだ。気持ちの整理がつかないのも無理はないと思う。

　復讐したいか？

　それとも許すか？

　そんな選択、すぐに選ぶことは難しい。

「俺がティナの立場だったら許せないと思う。悔しいと思う。だから、ジペックとかいう腐ったヤツを殴ることにした。そう決めた。でも、これはあくまでも俺の考えだ。ティナにまで強要するつもりはない」

「……」

「だけど……少しでも悔しいとか許せないとか、そういう気持ちがあるのなら……遠慮なく言ってほしい。俺達が、ティナの代わりにジペックに罰を与えるから。ヤツがしてきたことに対する報いを与えるから。だから……正直な気持ちを教えてほしい」

「……許せるわけ、ないやろ」

　拳を震わせながら。

　唇を嚙かみながら。

　心からの叫びをティナは口にする。

「許せるわけないやろっ！！！」

「……ティナ……」

「ウチ、いきなり殺されたんや！　何もしてへんのに拷問されて……助けて、って何度お願いしても助けてくれなくて……！　虫のように殺されたんや……憎いわっ、復讐したいわっ！」
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「……そっか」

「知っとるか……？　ウチ、死んだ後に家族の様子を見たことがあるんや。おとんもおかんも、抜け殻みたいになってしもうた……ウチは見てることしかできなくて！！！　悔しい……悔しい悔しい悔しいっ！　ホンマは恨みを忘れたことなんてなかった！　ずっとずっと復讐したいと思うていた！　ウチは、こんな目に遭わされて相手を許せるような聖人やないんや！　一発ぶん殴らないと気が済まんのやっ！！！」

「なら殴りに行こう」

「甘えて……ええの？　無理をさせて……ええの？」

「それが仲間っていうものだろう？」

「……なら、甘えさせてもらおうかな」

　ティナがそっと俺に寄りかかる。

　実体がないけれど……それでも、温もりを感じたような気がした。





◆






「お前ら、何者だっ。ここを誰の屋敷だと思っている!?」

「表の爆発はお前達の仕業か!?」

「賊だ！　賊が現れたぞっ！」

　屋敷に踏み込むと、あちらこちらから警備兵が飛び出してきた。

　動きが早い。よく訓練されている証拠だろう。

　突然の乱入者に驚きこそすれ、怯えている様子はない。誰も彼も武器をしっかりと構えていて、こちらの様子を油断なくうかがっている。

　一人一人が、Ｃランクの冒険者くらいの実力があると見た。それくらいの圧を感じた。

　彼らを敵に回すとなると、面倒なことになるかもしれない。

「俺は、レイン・シュラウド。ホライズンのギルドに所属する冒険者だ。この屋敷の主、トラン・ジペックは違法品の売買の容疑をかけられている。そして、俺は監査権限を騎士団の代わりに与えられている。邪魔をするな」

　まずは説得を試みることにした。

　ジペックの部下とはいえ、渋々従っている者や金だけで繫がっている者がいるかもしれない。そんな連中に罪はない。

　できることなら退いてほしいのだけど……

「こんなヤツの言葉に耳を貸す必要はない！　くだらない戯言だ！」

「ジペック様の盾となるぞ！」

「俺達の力、無法者に思い知らせてやれ！」

　却って警備兵の士気をあげることになり、俺の説得は逆効果に終わってしまう。

　まあ、退かないというのなら、それはそれで構わない。

　ある程度、手加減はするが……それなりに痛い目に遭うことは覚悟してもらおう。

　ここを突破しなければジペックの元にたどり着けないというのならば、突き進むまでだ。

「ニーナは俺の後ろに。いざという時はサポートを頼む」

「……ん。任せて……わたし、がんばる……よ」

「カナデとタニアは……」

「暴れるよ」

「蹴散らしていいわよね？」

　二人共、やる気たっぷりだった。

　ティナの身に起きたことを、自分のことのように怒っているのだろう。

「任せるよ。ただ、無理はしないように。怪我もしないように気をつけてくれ」

「にゃん。大丈夫だよ。たくさん暴れちゃうんだからね。今回は、私も怒っているんだから！」

「ふふんっ、そんな心配なんていらないわ。あたしらを誰だと思っているの？」

「私とタニアが一緒になれば無敵だよ！」

　頼もしいセリフを言い放ち、二人は警備兵に向けて突撃する。

「くっ！　こいつら逆らうつもりか!?」

「構わんっ、殺してしまえ！　招かざる客は全て排除しろというジペック様の命令だ！」

「どこの誰か知らないが、愚かな行為のツケを払わせて……ぐぁっ!?」

　カナデの拳が警備兵の一人を捉えた。

　鉄製の鎧よろいが拳の形に陥没する。

　それだけの威力を受けて、まともに立っていられる者なんていない。警備兵は悶もん絶ぜつして、その場に頽くずおれた。

「こいつ！」

「ふざけた真似をっ！」

　カナデを挟み込むように、二人の警備兵が武器を振り上げた。速度、タイミング、共に申し分のない一撃だ。

　しかし、カナデにそれが届くことはない。

　カナデはその場で垂直方向に跳躍。宙に逃げた。

　さらに、くるっと回転して逆さになると……勢い余り、たたらを踏む二人の警備兵の頭を倒立する様に摑つかみ、そのまま、ガツンッ！　と頭同士をぶつけ合わせた。

「にゃあ……！」

　スタッ、とカナデは床に着地した。

　その隙を逃すことなく、三人の警備兵が槍やりを突き出してくる。

　着地したばかりのカナデは体勢が崩れていて、避けることは難しい。

　ならばどうするか？

「うにゃんっ！！！」

　驚異的な動体視力で、カナデは二本の槍の柄を両手で摑んで受け止めた。さらに最後の一本は、先端をガッチリと嚙んで、歯で受け止めた。

　ありえない技に警備兵達が怯ひるむ。

　その間にカナデは体勢を立て直して、再び突撃する。

「私達の邪魔をする人は……」

　目に見えないほどの速度で警備兵の目の前に移動して、がしっ、とその足を両手で摑んで持ち上げた。

　そして……

「どっかいっちゃえーーーっ！！！」

　その場で大回転。捕まえた警備兵を棍こん棒ぼう代わりにして、次々と敵を薙ぎ倒していく。

　無茶苦茶な光景だった。まさか、敵兵を武器にしてしまうなんて。

　武器がないなら敵を武器にすればいいんだよ。

　そんなセリフがどこからか聞こえてきそうな気がした。




「ちっ、どいつもこいつも情けねえ！」

　奥の方から大柄な男が現れた。

　身長はニメートルを超えているだろうか？

　全身が筋肉の鎧に覆われていて、人間というよりはオーガと言った方が納得してしまうかもしれない。

　おそらく、ヤツが警備兵のトップなのだろう。

「アイツはあたしがやるわ。カナデはそのまま周りの掃除をお願い！」

「あいあいさーっ！」

　カナデは、未だにぐるぐると大回転を続けていた。

　一方のタニアは、大男と向き合う。

「その角と尻尾……まさか、てめえ、竜族か？」

「ええ、そうよ。尻尾巻いて逃げるっていうのなら、見逃してあげるけど？　あたし、優しいもの」

「はっ、バカを言うな。最強種とは一度、やりあいたいと思っていたところだ。俺様の力、見せつけてやるぜ……フィジカルアッパー！」

　筋力増強の魔法を使ったのだろう。

　大男の体がさらに一回り大きく膨れ上がる。

　腕は丸太ほどの太さになり、足は大木のようになる。膨張する筋肉に耐えきれなくなり、バチンッと衣服が弾け飛んだ。

「はははっ、どうだ!?　これが俺様の力だ！　見ろっ、この極限まで鍛え上げられた体を！」

「うわぁ、ものすごくキモいわ……」

　タニアはドン引きだった。

　むさ苦しいものを見せつけないでくれる？

　そう語るように顔をひきつらせていた。

「あたしの相手はコレか……一気にやる気が落ちたわね」

「臆したか、小娘っ！」

「そんなわけないでしょ。やる気が失せただけで、誰もやらないとは言ってないでしょ。ったく……まあいいわ。相手してあげるから、さっさとかかってきなさい」

　タニアはくいくいと指を動かして、大男を挑発する。

　大男の額の血管がピクピクと動いた。

「舐なめるなぁあああああっ！！！」

　激高した大男はドスドスを床を踏み鳴らしながら駆けて、その勢いのままに拳を繰り出した。

　ただの筋肉バカと思いきや、その一撃は見事なものだ。一つ一つの動きが洗練されていて、拳闘士のごとく鋭い。

　常人ならば見切ることはできない。

　それどころか、何が起きたかわからないうちに一撃を受けて、昏こん倒とうしていただろう。下手をしたら、そのまま死んでしまうかもしれない。

　大男の拳はもはや凶器だった。

　上質な装備よりも優れていて、痛烈なダメージを与えることができるだろう。

　そんな一撃を……

「ほいっ、と」

　タニアは余裕たっぷりに片手で受け止めた。

　大男が目を見開く。

「な、なにぃっ!?」

「……で？」

「くっ……今のはまぐれだ、そうに決まっている。調子に乗るなよっ！」

　大男はタニアにラッシュを見舞う。

　破は城じょう槌ついのような強大な一撃を、上下左右、ありとあらゆる角度からタニアに叩き込む。力だけではなくて、速度も申し分ない。

　それでも……タニアには届かない。

「ほいっ、ほいっ……ほいっと」

「なっ、なあああぁ!!!?」

　大男の拳の乱打を、やはり余裕たっぷりに、タニアは全て片手だけで防いでみせた。

　タニアの細い腕が大男の丸太のような腕を受け止めるのは、冗談みたいな光景だった。

　巨大なパワーを真正面から受け止めて……

　常人には知覚できないような速度を完全に見切り……

　タニアは、子供の相手をするかのように大男を笑う。

「……で？」

「こ、こんなことがあってたまるかぁあああああっ！！！」

　大男はどこからか錠剤を取り出して、数錠をまとめて一口で飲み込んだ。

　ボコボコと大男の体がさらに変形していく。さらに頑丈な筋肉をまとい……血管が浮き上がり、体が赤くなる。

　魔法で筋力を増強するだけではなくて、薬も使用したみたいだ。

　おそらく、大男の切り札なのだろう。

　息が荒く、苦しそうにしているが……その分、強きょう靱じんな体を手に入れた。

　大男は己の力を見せつけるように、倒れている警備兵の剣を拾い……指先だけでぐにゃりと曲げてみせた。

　まるで飴あめ細ざい工くのようだ。

「この俺に奥の手を使わせるとはな……さすが最強種というべきか。だが、それもここまでだ。こうなった俺はもう優しくないぞ？」

　大男は不敵に笑う。

　それに対して、タニアは……

「……で？」

「っ……！！！」

　ぷつん、と大男の頭の血管が切れる音が聞こえた……ような気がした。

「舐めるなぁああああああああああぁぁぁっ!!!!」

　激高した大男がタニアに突撃した。

　そこらに散らばる剣などを一撃で踏み砕き、屋敷の家具をおもちゃのように吹き飛ばしていく。

　巨大な岩が迫ってくるような圧力があった。

　タニアは避けるわけでもなく、防御の構えをとるわけでもなく……ただただ、じっとしていて、その場に仁王立ちする。

　そして……大男の一撃がタニアを捉えた！




　ゴォォォッッッ!!!!




　大男の一撃が炸さく裂れつした。確実にタニアを捉えた。

　タニアは無防備で、避けようともしなかった。

　しかし……タニアは動じない。

　大男の一撃を受けても倒れることなく、揺らぐことすらなく……真正面から受け止めてみせた。

「……で？」

「あっ……あああぁ……」

「今のが切り札ってことは、これ以上はないってことね。なら、あたしの番といきましょうか」

「まっ、まて……！　まてまてまてっ、俺は、これ以上は……！」

「あたし、今、すっごい不機嫌なのよね。だから、これはただの八つ当たり。殺したりはしないけど、治癒院送りは覚悟してね？　ケンカを売ってきたのはそっちなんだから、それくらいの覚悟はもちろんできているわよね？　というわけで……さようなら」

　タニアが火球を撃ち出して、大男は人形のように吹き飛び、そのまま壁に激突して昏倒した。

「はんっ、言葉のわりに大したことないわね。あたしと戦うなんて、十八万とんで八年早いのよ！」

「にゃー、八年って半端な数字が気になるかも」

「どうでもいいことを気にしてる場合じゃないわよ、ぶん回し猫！　ほら、またお客さんよ！」

　警備兵のトップは沈めたものの、部下はまだたくさん残っているらしい。

　さらに複数の足音が迫るのを聞いて、タニアが構えた。

　カナデも棍棒代わりにしていた警備兵を放り捨てて、拳を構えた。

「しつこいなー。っていうか、何人いるのかな？」

「けっこうな数がまだまだ残ってそうね。でも、これだけ警戒しているってことは、やましいことを隠していますよ、って言っているようなものね」

「うん、そうだね！　ならここは……レイン、ここは私とタニアに任せて！　レイン達は親玉をお願い！」

「二人だけで大丈夫か？」

「あたしらを誰だと思っているの？　最強種よ？」

「見ての通り、私達だけで十分に対処できるよ！」

「……わかった。ここは任せた。でも、絶対に無理はするなよ？」

「にゃー。レインは心配性だなあ」

「でも、心配されるのは悪い気分じゃないわ」

「おー、タニアが珍しく素直。デレた？」

「うっさい。働きなさい！」

「はいはーい！」

　あれこれとしゃべりながらも、二人は同時に体を動かしていて、増援を蹴散らしていた。

　これなら心配の必要はないだろう。

　この場は二人に任せることにして、俺とニーナとティナは屋敷の奥へ移動した。





５章　過去に決着を




「どけ！」

　カナデとタニアが大半を引き受けてくれたものの、屋敷から警備兵が完全に消えたわけじゃない。時折、遭遇する警備兵を撃退しつつ、ジペックの居場所を探していく。

「す、すごいなぁ……」

　ちょくちょく現れる警備兵を撃退していると、後ろでその様子を見ていたティナが、呆あきれるような感心するようなそんな複雑な表情を見せた。

「レインの旦那、ホンマに人間？」

「当たり前だろう。なんでそんなことを聞くんだよ？」

「だって、めっちゃすごいし……ウチ、こんなんできへんもん。同じ人間なのかどうか、ついつい疑ってしまうわ」

「まあ、今日はいつも以上にはりきっているからな」

「そうなん？　どうしてや？」

「ティナのためだよ」

「ウチ？」

「ティナの話を聞いて、俺も怒っているんだ。ティナをひどい目に遭わせたヤツを許せない、って……自分のことのように頭に来ている。だから、いつも以上に力を出すことができて、そして、がんばることができているのかもしれない」

　自分ではなくて誰かのために、仲間のために。

　それが俺の基本的な行動方針だ。

「そうなんか……ウチのために……」

　ティナがうれしそうな、それでいて困惑しているような顔をした。

　ティナは三十年もの間、一人で過ごしてきた。いきなりこんなことを言われても、どうすればいいのかよくわからないのかもしれない。

　でも、今は俺が……俺達がいるということをわかってほしい。

　ティナなら、そう遠くないうちに俺たちの気持ちを受け止められると思う。

　だから、今はできることをしよう。

「レイン……まって」

　ニーナがとある部屋の前で止まり、狐きつね耳みみをぴょこぴょこと動かした。

「この部屋に……誰か、隠れて……いるよ？」

「確かなのか？」

「うん……音、するの」

　猫霊族ほどではないけど、神族のニーナも耳がいい。犬以上猫霊族未満というところか？

　……たとえがわかりにくいか。

　とにもかくにも、人よりも遥はるかに優れた聴力を持つので、頼りにしてもいいだろう。

「今の所、それらしいところは見当たらないし……当たりかもしれないな」

　扉は鉄製で、しかも複数の鍵がつけられていた。

　コンコンと周囲の壁を軽く叩たたいてみると、音が重い。木の板を重ねただけではなくて、石や鉄などがしっかりと挟み込まれているのだろう。

　かなり頑丈な作りだ。いざという時の避難所なのかもしれない。

　だからこそ、ここにジペックがいる可能性が高い。

「さて、どうするか？」

　力ずくとなると、大変なことになりそうだ。カナデやタニアを連れてきた方がいいかもしれない。あるいは、裏手で退路を塞いでいるソラとルナだろうか？

　鍵を開けることができればいいのだけど、あいにく、俺は盗賊ではない。

「レイン、レイン」

「うん？」

　ニーナがどこか期待するような感じでこちらを見た。

「こう……動物をテイムしたりして、鍵……開けられ、ないの？」

「えっと……残念だけど、それは無理かな。解錠できる動物なんて聞いたことがないし……」

「そっか……」

　ニーナがしょぼんとなる。

　どうやら期待していたらしい。

　なんでもできるわけじゃないけど、ニーナが残念そうにしていると妙な罪悪感を覚えてしまう。

「どうする……の？　あの短剣を……使う？」

「いや。カムイのギミックは、連発できないらしい」

　最強種の力を借りて強大な一撃を放つという、とんでもない機構を備えているが……弱点がある。それが連発できないことだ。

　一定時間、クールダウンしなければいけないらしい。具体的に言うと、一度使用したら一日使うことはできない。もしも連発をしたら壊れてしまう可能性が高いという。

　あれだけの威力を叩き出すことができるのだから、それくらいの制約は当然だと思う。

「……なあなあ」

「どうしたんだ、ティナ？」

　微妙な顔をして、ティナが手をあげる。

「ウチ、鍵を開けてみようか？」

「え？　ティナ、解錠なんてできたのか？」

「いや、ウチはそんなスキル持ってないよ。ただ、幽霊やから物をすり抜けることができるからな。直接鍵に触れることで、開けられるかもしれへん」

「なるほど。じゃあ、頼んでもいいかな？」

「任せとき！　まあ、うまくいくかどうかは、ウチもわからんけどな」

　苦笑しつつ、ティナはドアノブに手を伸ばした。

　ティナの手はドアノブをすり抜けて、その奥にある鍵の機構に触れる。

「ここをこうして……ふむふむ、こんな感じなんか。なら、ここはこういう風に……おっ、やったで！」

　ティナがうれしそうな顔をすると同時に、カチリと音がして鍵が開いた。

「うし！　残りの鍵もすぐに開けるから、ちと待っててーな」

「任せるよ」

　コツを摑つかんだらしく、ティナは鼻歌混じりに解錠をしていく。

　これ……よくよく考えたら、かなりのチートスキルだな。ティナの前にかかれば、たぶん、ありとあらゆる鍵が意味を成さなくなるだろう。

　ティナが家を占拠するのではなくて、盗賊のようなことをしていたら、けっこう大きな事件に発展していたかもしれない。

　でもまあ、それはないか。

　盗賊のような人に迷惑をかけるようなことティナはしない。

　ひどい目に遭った過去を持つけれど……だからこそ、他の誰かに優しくすることができる。ティナはそんな子だ。

「最後にほいほい……っと。よっしゃ！　鍵、全部開いたで！」

「ありがとう、助かったよ」

「これくらいなんともないでー。なんかあったら、また言うて」

　ティナは得意そうに胸を張る。

　その顔は、どこかこわばっていた。

「ティナ、どうしたんだ？」

「え？」

「緊張しているみたいだけど……」

「レインの旦那は、ホンマに鋭いなあ……」

　ティナが苦笑して、それから自分で自分を抱くようにした。

「……ジペックと顔を合わせるのが怖いのかもしれん」

「怖い？」

「恨んでるし、一発殴らんと気が済まんと思うてるけど……でも、怖いんや。ウチのトラウマみたいなものやから……ホンマはこのまま逃げたいのかもしれない」

「……俺がいるよ」

　触れることはできないのだけど、でも、ティナの頰に手をやる。こうすることで、少しでも俺の心を分け与えることができればいい。

「ん……わたしも、いるよ？」

　ニーナも同じようにティナに触れた。

　やわらかい、ひだまりのような笑顔を浮かべている。

「レインの旦那……ニーナ……うん、ありがとな」

　少しは緊張が解けたらしい。ティナは笑みを浮かべた。

「よしっ、もう大丈夫や！　二人や……それに、他のみんながウチのためにがんばってくれとる！　それなのに、ウチが逃げるわけにはいかんからな。がんばるで！」

「わたしも……がんばる」

　ニーナが両手を胸の前でぎゅっとしてみせた。

　そうして気合を入れた後、扉に手をかける。

　そのまま扉を押して……

「っ!?」

　瞬間、強烈な悪寒が背中を駆け抜けた。

「ニーナっ！」

「ふぇ……？」

　ニーナが扉を開けた瞬間、頭上から何かが落ちてきた。それはまるでギロチンの刃のように、圧倒的な殺意に満ちていた。対象を確実に死に至らしめるものだった。

　俺は反射的にニーナの手を引いて抱き寄せた。

　間一髪。

　ニーナを狙う何かは空を切り、対象を見失う。

「ふぁ……」

「な、なんや。今の……」

　二人は何が起きたか理解していないらしく、呆ぼう然ぜんとしていた。

　俺も完全に視たというわけじゃないが、今のは斬撃だ。俺と同じ短剣を使った一撃で、ニーナの首を落とそうとした、必殺の一撃だ。

「俺の攻撃を避けるか」

　部屋の中には二人の男がいた。

　たっぷりの贅ぜい肉にくと派手な服、宝石をまとう男が部屋の奥に隠れるようにしていた。たぶん、ヤツがトラン・ジペックなのだろう。

「ひ、ひぃっ……!?」

　ティナの仇かたき。

　思わず熱くなりそうになるが、前に踏み出すことができない。冷たい氷の中に閉ざされているような気分だ。

　そうさせているのは黒ずくめの男のせいだ。

　全身を黒い装束で包み、顔もフードで隠している。右手に短剣。湾曲した刃が特徴的だ。

　男は殺気を放っていた。質量すら伴うのではないかと錯覚するほどの強烈な殺気で、対たい峙じしているだけで嫌な汗が流れてしまう。

「お前は誰だ？」

「答える必要性は感じられないな」

　油断なくしっかりと注視していたはずなのに、男の姿が突然消えた。最初からそこに存在していなかったかのように。蜃しん気き楼ろうのように。

　ふっ、と消えた。

「くっ……!?」

　猛烈に嫌な予感を覚えて、再びニーナを抱き寄せた。

　一瞬遅れて、虚空を刃が薙なぐ。

　完全に避けるということは難しく、ニーナの髪の毛が数本、はらりと落ちた。

「二度も避けるか。さすが、ホライズンの英雄。やるな」

「俺のことを……？」

「やはりというか、なかなかに難しい相手だ。となると……雇い主よ」

「な、なんだ!?」

　奥で震えながら様子を見守っていたジペックが、机の陰から顔だけを出してこちらを見た。

「俺はあんたの手足となって動く契約を交わしたが、やはり、英雄の相手は面倒だ」

「ま、まさか勝てないというのか!?」

「否。俺に殺せないものなどない。ただ、手間はかかる。その手間賃を報酬に上乗せしても構わないな？　さきほど二倍と言っていたが、五倍だ」

「ごっ!?」

「それほどの相手なのだ。理解してもらえるとうれしいが……さて、どうする？」

「ええいっ、構わん！　五倍だろうが十倍だろうが、きちんと払ってやる！　いや、それだけではないぞ。ここを乗り切ることができたら、さらに追加報酬を出してやろう！」

「ほう……ならば、俺もプロとしてその力を見せなければならないな」

「いいな、金なら好きなだけくれてやる！　だから、そいつらを殺せ！　儂わしに逆らう者は全て殺してしまえっ！」

「承知した」

　どうやら、この男はジペックに雇われた用心棒らしい。

　最後の切り札というところだろうか？

　この男を倒せばジペックは丸裸になる。俺達の目的は達成できるのだけど……なかなかに難しいかもしれない。

　男の放つ圧は今までに感じたことがないほどで、一瞬でも気を抜いたら、そのまま圧倒されてしまいそうだった。

　これほどの力を持っているなんて……もしかして、コイツが噂うわさの？

「参る」

　静かにつぶやいた後、再び男の姿が消えた。

　速い!?

　今度は男の姿を追うことができず、完全に見失ってしまう。

「レインの旦那っ、右上や！」

「っ！」

　ティナの叫びに反応して、カムイを盾のように構えた。

　刹那、刃と刃が交差してギィンという甲高い音が鳴る。

「邪魔をするか、女」

　男が空いている方の片手を振る。オーグのように、小手に小型のボウガンを仕込んでいるのだろう。小さな矢が射出されて、ティナを貫く。

「ティナっ!?」

「へ、平気やで！　ウチにはこんなん通用し、しないからな！」

　それもそうか。ティナは幽霊だから、基本、物理ダメージを受けることはない。

　ただ、突然のことだからついつい焦ってしまった。

　ティナも大丈夫とわかっていながらも、矢を射られることへの恐怖はあるらしく、声が震えていた。

「矢がすり抜けた？　この女……」

「よそ見をしているヒマなんてあるのか!?」

　ニーナを守るように、左手でしっかりと抱く。同時に右手でカムイを振るい、男を斜めに斬り捨てる。

　男は苦く悶もんの声をあげて床に倒れるのだけど……その体は霧のように消えてしまう。

「なんだって!?」

「甘い」

　男の声は背後からした。

「くっ!?」

　間に合わない！

　咄とっ嗟さに前に跳ぶものの、背中に灼やけるような感触が走る。

「レイン！　だい……じょうぶっ？」

「軽く斬られただけだ。これくらいなら問題ないよ」

　心配そうにするニーナに強がりの笑みを見せた。

　じくじくと傷口が痛むが、ここで弱音を吐くことはできない。

「しぶといな」

「粘り強さには定評があるんだ」

　男の戦い方には見覚えがあった。つい最近、同じような戦法を取る相手と戦ったことがある。

　レンジャーのオーグだ。

　しかし、この男はオーグとは比べ物にならないほどの力をもっている。その力は遥か上位に位置していた。

　つまり、それらのことから考えられる事実は……

「お前、アサシンだな？」

　レンジャーの上位互換と呼ばれている職業……アサシン。極めて高い能力を持ち、隠密性、攻撃性にとても優れている。数ある職業の中でも、勇者を除けば最強と言われている。

　雇われているという噂は聞いていたが、まさか、本当だったなんて……

「俺を知るか」

「ビーストテイマーと違って、アサシンは有名だからな。これだけ刃を交わせば、その正体も察しがつくさ」

「慧けい眼がんと褒めておこう」

「どうしてジペックなんかの用心棒を？　金か？」

「それ以外にどんな理由がある？」

「俺達は騎士団の代わりに、ジペックの監査を請けた。ジペックはもう終わりだ。味方をしても金はもらえないと思うぞ？」

「退かせようとしているのだろうが……悪いが、俺もプロだ。そうそう簡単に依頼を放棄することはできない。わかるな？」

「まあ、そうなるよな」

　覚悟を決めるしかなさそうだ。

　できることならニーナとティナを避難させておきたいが、それを見逃してくれることはないだろう。俺が守るしかない。

「ニーナ、しっかりと俺に摑まっててくれよ」

「んっ」

「ティナも一応、気をつけてくれ。どんな手を持っているかわからない」

「わかったで」

　構える。

「いくぞ」

「こい」

　そして……激突した。




～Another Side～




「にゃっ!?」

　未だに現れ続ける警備兵を相手にしているカナデは、ふと、針で刺されるような感覚を覚えて尻尾をピーンと立たせた。

「この気配……！」

　タニアも何かに気がついた様子で片目を細くした。

　二人は警備兵をあしらいつつ話をする。

「タニア、今の感じた？」

「ええ。ぞわぞわってするような……ものすごくイヤな感覚。なにかしら、これ？」

「なんだろう……よくわからないけど、すごくイヤな予感がするよ」

「レイン達、大丈夫かしら……？」

　二人は難しい顔をして、共にレインの心配をした。

　この場を放り出して、今すぐに追いかけた方がいいのではないか？　心配するあまり、そんなことを考えてしまう。

「カナデっ、あんた一人にここを任せても平気？」

「にゃー……ちょっとむずかしいかも。ほいっと」

　襲い来る警備兵をいなしながら、カナデが返事をした。

「この人達たくさんいるから。相手をする分には問題ないんだけど、通行止めとなると大変かもしれないかな」

「そこなのよね」

　カナデとタニアが揃そろってめんどくさそうな顔をした。

　最強種である二人にとって、ただの警備兵なんて敵ではない。子犬が熊に挑むようなものだ。いくら数が来ても問題はない。

　ただ、手加減をしなければならない。本気を出したら殺してしまう可能性があるからだ。

　そのせいでなかなか思うように動くことができないでいた。

　この場を一人で支えることになると、一人も逃がさないということは難しい。数人は取り逃がしてしまい、最悪、レインのところへなだれこんでしまうだろう。

　それだけはダメだ。

　自分達はここを任されたのだ。託された仕事をきちんとこなさなければいけない。

「あーもうっ、うっとうしいわね！　やっぱり、あたしのブレスで薙ぎ払ってやろうかしら？　その方が手っ取り早いんじゃない？」

「そんなことしたらレインや他のみんなも巻き込んじゃうよ？」

「わかってるわよ。ちょっと言ってみただけ」

「にゃー……半分くらいは本気だったよね」

「あによ？　何か言いたいことでもあるわけ？」

「ないよー。ほらほら、またおでましだよ」

　いったいどこに潜んでいたのか？　そんな風に呆れてしまうくらいに大量の増援が現れた。

　まとめて吹き飛ばしたいなあ。

　タニアをたしなめたカナデではあるが、ついついそんなことを思ってしまう。

「にゃー……レインのことはすっごい気になるけど」

「でも、あたしたちはあたしたちの役目をこなさないといけないわね！」

　カナデとタニアは顔を見合わせて小さく頷うなずいた。

　レインなら大丈夫。

　共にそんな信頼を抱いていた。そのことが表情に表れている。

「レインに迷惑をかけないように……」

「あと、間接的に援護ができるように……」

「「やってやる!!」」





◆






「むっ!?」

　裏門で待機していたルナは、厳しい顔で屋敷を見た。

　肌がチリチリとするような感覚がした。空気が重く、見えない壁によって四方から圧迫されているかのようだ。

「この気配、なんなのだ……？　我も震えてしまうほどにとんでもないぞ」

「ルナ、ぼーっとしてないで手伝ってください！　フリーズストライク！」

　一方で警備兵と戦うソラは、魔法でまとめて数人を氷漬けにしていた。後に解凍すれば生命に影響を及ぼすことはないだろう。

　……とまあ、そんなことを考えながら戦うソラは、ある意味でタニア以上に過激なのかもしれない。

「我が姉も感じるだろう？　空気がピリピリと震えているのだ」

「わかっていますよ。これほどの気配を放つ者が敵にいるなんて……アサシンが雇われているという噂は本当だったみたいですね。しかし、これほどとは……正直、予想外ですね。みんなは大丈夫でしょうか？」

「うむ、心配なのだ……」

　ソラとルナは憂いを帯びた顔になるが、それも少しの間だけだった。

「でも、レインがいるから大丈夫だろうな」

「そうですね。必要以上の心配はいらないと思います」

　カナデやタニアと同じように、ソラとルナはレインに対する強い信頼を見せた。

　絶対に大丈夫。

　心の底から疑っていない様子で、全てを信じている。

　それは決して妄信的な信頼ではない。

　根底に絆きずながあるという、確かな形での信頼だった。

　なぜそこまで信じることができるのか？

　ソラとルナに問いかけたのならば、きっとこう答えるだろう。

　レインだから……と。

「うむっ、我らもがんばらなければいけないのだ！　我が姉よ。この屋敷から一人も逃がすでないぞ！」

「そう言うのなら、ルナもきちんと戦ってください！」

「わかっているのだ。さあ、いくぞ！　ふはははっ、ライトニングストライク、なのだ！」

　ルナの放つ魔法が警備兵をまとめて数人吹き飛ばした。

　さらにソラが追撃を加えて、裏門に集まる警備兵は一掃された。

「ふふんっ、他愛のない連中なのだ。もっと骨のあるヤツはいないのか？　こんな連中では、我らを倒すことは叶かなわぬぞ！」

「そういうフラグを立てるのはやめてくださいね」

「フラグ上等！　大好きなのだ！」

「まったく……とにかく、ソラ達はこのまま裏門で待機。一人も逃がしませんよ」

「ラジャったのだ！」

　信じるという共通の想いを抱いて……カナデやタニアのように、ソラとルナも己の戦いをするのだった。





◆






　何度、刃と刃が交差しただろうか？

　俺と男は互いに全力でぶつかり攻撃を続けるものの、決定打となる一撃を与えることができないでいた。

　さすがに強い。

　こうして刃を交わしてみるとよくわかる。男の身体能力は、カナデと契約している俺とほぼほぼ変わらない。その上、アサシンとしての技術がプラスされている。

　かなり厄介な敵だ。

「くそっ……これが最強クラスの力か」

「レイン……大丈夫？」

　背中に移動してもらったニーナが、不安そうに聞いてきた。

「ああ、問題ないよ」

「でも、わたし……レインの邪魔をして……る」

「そんなことはないさ」

「だけど……」

「知ってるか、ニーナ？　人は誰かのために戦う時こそ強い力を出せるものなんだ。だから、ニーナと……そして、ティナのために戦う俺は、普段よりも強いんだよ」

　つばぜり合いの状態から押し返して、男の体を蹴り飛ばした。

　ぐらりと男の体が揺れる。その隙を狙いカムイを振るうが……

「くっ、またか！」

　男の姿が蜃気楼のように消えた。

　すぐに周囲に視線を走らせて男の姿を探す。

「レインの旦那っ、上や！」

「っ!?」

　ティナの声に反応して、俺はカムイを頭上に掲げた。

　数瞬遅れて、ギィンッ！　と刃と刃が交錯した。

「厄介な！」

　瞬間移動と呼べるほどの超速度移動。それと、幻影のように本体を捉えることができない超回避。それらの要素が絶妙な具合に重なり合い、男の力を何倍にも押し上げていた。

　ティナのサポートのおかげでなんとか致命的な一撃を食らうことは避けているが、それも時間の問題かもしれない。それほどまでにヤツの攻撃は速く鋭い。

　どうにかして反撃のチャンスを摑みたいのだけど、どうすれば……

「今度は右やっ！」

「っ！」

　ティナの言葉に反応して左へ跳ぶ。

　数瞬遅れて、男が放った矢がさきほどまでいた場所を射る。

　ティナに助けられてばかりだな。ティナがいなかったら、とっくにやられていたかもしれない。

　それにしても……ティナは男の攻撃パターンが視えているのだろうか？　よくよく考えてみると、ほぼほぼ百パーセントの確率で攻撃の位置を示してくれている。

「ファイアーボール・マルチショット！」

　魔法を壁代わりに使い、一度、ティナのところまで後退した。

　男に聞こえないように小声で問いかける。

「ティナ。もしかして、男の攻撃パターンを把握しているのか？」

「そういうわけやないで？　ただ、アイツ、ウチと同じような移動をしとるから」

「ティナと同じ？」

「んー、なんていうんやろ。普通の人は平面的な移動をするやろ？　地面しか歩けないわけやし。でも、ウチは幽霊やから空を飛べる。つまり、立体的な移動をしているんや。で……アイツは魔力で補助してるんかな？　立体的な機動を可能としてて……ウチと同じような動きをしとるから、なんとなく次の行動が予測できるんや」

「なるほど……それならば、もしかして……」

　頭の中で作戦が組み上がる。

　ティナの未来視のような予測。それにニーナの力が加われば……うん、いけるかもしれない。

「ティナ、ニーナ。力を貸してくれないか？」

「もち。ウチでよければ、いくらでも力になるで」

「ん……わたしも、がん……ばる！」

「よし。じゃあ、作戦は……こうだ」

　頭の中で組み立てた作戦をすばやく二人に話した。

　そこで男が体勢を立て直して、突撃をしかけてくる。




　ギィンッ！




　真正面から刃と刃がぶつかり、甲高い音が響いた。
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「やるな。俺を相手にこれだけの時間を耐えたのはお前が初めてだ」

「うれしくない褒め言葉だな！」

「しかし、俺は戦うことを趣味としていない。そろそろ飽いた……終わりにさせてもらうぞ」

　男は自ら刃を引くと、そのまま後退した。

　そのままどこかへ行ってくれたら楽なのだけど……そんな簡単な展開にはならない。

　男の姿が蜃気楼のように揺らいで、そのまま大気に溶けて消えた。

　四方八方から殺気が雨のように降り注いでくる。視認できないほどの速度で立体的に動いているのだろう。

　斬撃が振り下ろされる。

　拳が繰り出される。

　矢が撃ち出される。

　刃でできた檻おりに閉じ込められたように、あちこちに傷ができていく。

　視認することができず反撃することもできず、一方的になぶられるだけ。おそらく、これが男のとっておきなのだろう。

　きっと男は己の勝利を確信しているだろう。

　俺が為す術もなく倒れる未来を想像しているだろう。

　でも……残念。

　切り札を持っているのはお前だけじゃない。

「ティナ！」

「右上やっ！」

　ティナに次の攻撃を予測してもらい……

「ニーナ！」

「んっ！」




　ブゥンッ！




　ニーナが亜空間収納を開いて、盾のように右上に掲げた。

「なっ……!?」

　死角からの一撃を叩き込もうとしていた男は、ニーナの亜空間収納に腕を絡め取られてしまう。

　さすがにこんな防御をされるとは思っていなかったのだろう。動揺が伝わってきた。

　腕を引けばすぐに亜空間から抜け出せるのだけど、その動作が一瞬遅れてしまう。

　その一瞬で十分だ。

　まずはヤツが逃げられないようにする！

　そのための力はすでに得ている。

　ニーナと契約したことで得た力だ。出番を待つように、俺の中で静かに……それでいて熱くうごめいている。その力をすくい上げて、表に出してやる。

　使い方は自然と理解できた。

「物質創造！」

　床に手をついて能力を発動した。

　床板を突き破り、石の壁がせり上がる。それらは男の周囲を囲み、完全に逃げ道を塞いだ。

「なっ!?　なんだこれは!?」

「わたしと契約した……レインの力、だけど……」

「神族の物質創造って、確か、ものすごいレアな能力やなかった？　そんなものを使えるようになるなんて……はぇー」

　なにやら二人が驚いていたが、これはニーナと契約したことで得た力だ。褒めるのならニーナを褒めてほしい。

　それはともかく。

「これで終わりだっ、ファイアーボール・マルチショット！」

　逃げ場のない石壁の中にありったけの火球を叩き込んだ。

　ゴゴゴォッ！　と爆音が響いて、岩の壁の中で炎が荒れ狂う。

　ほどなくして能力の制限が訪れて、岩の壁が崩れて消えた。

　その後に残るのは……

「ぐっ……まさか、こんな……」

　膝をついた男の姿だった。

　あれだけの攻撃を叩き込んだというのに、まだ意識を保っているところはさすがというべきか。

　しかし、これ以上戦うことは無理みたいだ。意識を保つのが精一杯という様子で、肩で息をしていた。

「この俺をここまで……貴様、何者だ？」

「ただのビーストテイマーだよ」

　男の顎を蹴り上げてやる。

　抵抗することなく男は倒れて、そのまま昏こん倒とうした。

「ふう」

　強敵だった。さすが、最強と呼ばれているクラスだ。

　ティナとニーナがいなかったらやられていたかもしれない。

　勝因は……俺は一人じゃない、ってところかな。

「んっ！　レイン……すごい、ね」

「レインの旦那、やったで！」

　二人が笑顔で俺の勝利を祝福してくれた。

　ただ、まだ全てが終わったわけじゃない。

　むしろ……これからだ。




　ティナとニーナを念の為に後ろに下がらせて、それから部屋の奥へ向かう。

「ひぃっ!?」

　机の裏にでっぷりと肥えた男が隠れていた。

「ま、ままま、まさかアサシンがやられるなんて……!?」

「お前がトラン・ジペックだな？」

「だ、だったらなんだというのだ!?　くそっ、賊共め！　お、おいっ、誰か！　誰か来いっ、ここに賊がいるぞ！」

「大声をあげても誰も来ないぞ。頼りになる仲間が足止めしてくれているからな」

「な、なんだと……!?」

「ついでに言うと、逃げることもできないからな？　裏もバッチリと固めている」

「……ん。ソラとルナ……がんばって、る」

「ば、バカな……そのようなことは、あ、ありえぬっ！　ありえぬぞっ、認めてたまるものか！」

　もう終わりということを告げてやるが、ジペックは現実を直視できないらしい。

　顔を赤くして喚き散らす。

「貴様ら……この儂を誰だと思っている!?　この街で一番の商人である、トラン様だぞ!?　このような真似をしてタダで済むと思うなっ」

「それは俺達の台詞だ」

「ひっ」

　怒りを込めて言葉を投げつけると、ジペックが体を震わせた。

　警備兵は全員倒されて、逃げ場はなし。

　切り札であるアサシンも倒された。

　生殺与奪権を俺達が握っていることにようやく気がついたのだろう。

「俺達はこの街の冒険者で、騎士団の代理で監査を請けた。トラン・ジペック。保護指定動物の違法売買の容疑で、拘束、連行する」

「なっ、なっ……ま、待て。冒険者と言ったな？　ならば、報酬を倍払おうではないか。い、いや……三倍出そう！　だから、くだらない真似はよせっ。儂を捕まえるなんて、この街の……商人全体の損になるぞ」

「脅しの次は買収か……ホント、典型的な悪党だな」

「こつん……って、おしおき……する？」

「ダメ」

「ダメ……なんだ」

「ニーナが怒る気持ちもわかるよ。ただ、それは……ティナの権利だ」

　俺は、一歩、横に移動して……ティナに道を開ける。

　ティナはふわふわと宙を飛び、ジペックの前に移動した。

「な、なんだとっ……こ、こいつはもしかして、幽霊？」

「久しぶりやな、ご主人様。ウチのこと覚えとるか？」

「なに？　幽霊に知り合いなぞ……い、いや……待て。待て待て待て……そ、その顔は、も、もしかして……」

「どうやら、思い出してもらえたみたいやなあ……そや。三十年前、あんたに殺されたメイドや」

「バカなっ!?　そ、そんなことがあるわけ……お前は死んだはずだ！　儂が殺したはずだ！　ここにいるわけがないっ、いるわけがないぞっ！！！」

「いや、だから幽霊や言うてるやん」

「ひぃっ……!?　く、来るなっ、来るな来るな来るなあああっ！！！」

　過去の罪と直面してジペックが半狂乱に陥る。

　目の前の恐怖から逃げようと後ずさるものの、すぐに背中が壁にぶつかる。

　ここに逃げ場なんてない。

　第一、逃げることなんて俺達が許さない。

　罰を受ける時が来たんだ。

「ご主人様には、たくさん、言いたいことがあるんやで？　聞いてくれるか？」

「ひぃっ……!?　こ、このようなことがあるわけが……儂は悪くないっ、何も悪くないっ！」

「この期に及んでそのようなことが言えるなんて、度胸だけは大したもんやな。でも、そんなんでウチが納得すると思うたか？」

「わ、悪かった！　儂が悪かったから……！　この通りだ、謝るっ。だから、許してくれ！　助けてくれ！」

　床に額を擦りつけるような勢いでジペックが頭を下げた。

　そんなかつての主を、ティナは冷たい目で見下ろす。

「ウチもそんな風に懇願したよな？　助けてくださいもうやめてください、って。でも、あんたは笑うだけでやめてくれなかった。そのままたくさんひどいことをして、ウチを虫のように殺した。なぁ……どう思う？　あんたなら許せるか？」

「あ、あああぁ……!?」

「覚悟をきめーや。散々、好き勝手してきたんやろ？　満足したやろ？　なら、ここらで終わりになってもかまへんよな？　十分やな？」

「い、イヤだぁあああああっ、いやだああああああ！！！」

「このっ……！！！」

　ティナが怒りの形相で手を振り上げた。

　その動きに応じるように、棚の上に飾られていた壺つぼがふわりと浮いた。ポルターガイスト現象を起こしたように、ティナが魔力で操っているのだろう。

　壺はそのまま生き物のように宙を飛び、ジペックの側頭部に激突する。

「がっ!?」

　ガシャンと壺が割れて、ジペックは床に倒れた。

　頭を切ったらしく出血していた。ただ、しぶとく生きているみたいで、手足をピクピクと痙けい攣れんさせて泡を吹いていた。痛みと恐怖で気絶したのだろう。

「ふぅーーー」

　ティナは額を拭うような仕草をして、満足そうな吐息をこぼした。

　一仕事やり終えた、というような感じだ。

　つまり……ティナの復ふう讐しゅうはこれで終わり、ということなのだろう。

「いいのか？」

「ん？　なにがや？」

「同じ目に遭わせてやることもできるんだぞ？　俺達は……止めないよ」

「んー……最初は、そのつもりやったんやけどな」

　迷うような素振りを見せてから、ティナはにっこりと笑う。

　暗い感情などは何も感じられない、気持ちのいい笑顔だった。

「みんなと一緒にいたら、わりとどうでもよくなってもうたわ。みんなが、ウチのためにがんばってくれとるところを見てたら、なんか、胸が温かくなって……まあいっか、って思えるようになったんや。それに一発殴ってスッキリしたし、これくらいにしといてやるわ」

「そっか」

「ウチ、優しいやろ？」

「そういうことは、自分で言わない方がいいぞ」

「ははっ、せやな」

　スッキリと晴れやかな顔をするティナと一緒に笑いあった。
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　その後……みんなと合流して、屋敷の中を隅から隅まで調べた。

　するとまあ、違法なことをしていましたよ、という証拠が出てくる出てくる。持ちきれないほどの量だったので、ひとまず、密売に関する証拠だけを持ち出すことにした。残りは後日、騎士団に任せることにしよう。

　それと気絶しているジペックを縛り上げて、ギルドに連行した。

　目を覚ましたジペックは、覚えていろよ、なんてテンプレな台詞を口にしていたものの……ステラの話によると有罪は確定。密売以外にも色々な違法行為に手を染めていたらしく、数十年の懲役刑を食らうことはほぼ確実とのことだった。

　生きているうちに外の光を拝むことはできないだろう。

　獄中では、贅の限りを尽くしてきた商人などは、他の囚人達にかわいがられる傾向にある。

　たっぷりと堪能してもらうことにしよう。

　ジペックがしてきたことを思えば、同情することなんてない。

　それに、ティナを殺した相手だ。

　ざまあみろ、と言いたい。




　そのような形で依頼を完了させたところで、

「よぉ」

　聞き覚えのある声がして振り返ると、オーグとクロイツの姿があった。

「さっき連行していた男、もしかして密猟者の取引相手か？」

「ああ、そうだよ。二人の情報もあって、あいつを突き止めることができた。ありがとう」

「礼なんて言わないでください。情報を渡したのは、せめてもの謝罪なのですから」

「にゃー……この二人、別人みたい」

「最初の頃は犬のように嚙かみ付いてきたのに……変われば変わるものね」

「あの時は悪かったよ。つまらないプライドのせいで、調子に乗ってた。くそっ、自分のことながら恥ずかしいぜ」

「ただ、あなた達には感謝しています。まっすぐな想いに触れることで、自分の愚かなところを矯正できたような気がして……あなた達と出会っていなければどうなっていたことか」

　オーグとクロイツが揃って頭を下げた。

　他の冒険者が何事かとこちらを見て、注目されてしまう。

「よ、よしてくれ。俺達は大したことはしていない。ただ、自分達の信じるままに行動したまでだ」

「そういうことができるやつ、今時、珍しいと思うぜ」

「ええ、オーグの言う通りですね」

　まいった。

　褒められることに慣れていないせいか、どうにもこうにも照れくさい。相手がオーグとクロイツとなるとなおさらだ。

　慌てて話を逸らす。

「えっと……とにかく、おかげで依頼は完璧に達成することができたよ」

「そっか。俺達のせいで台無しにならなくてよかったぜ」

「オーグとクロイツは、これからどうするんだ？」

「俺達はあちこちを旅する冒険者だからな。ここに留まらず、次の街へ向かうさ」

「あなた達の先輩として誇れるように、きちんと活動していきたいと思います」

　二人の顔はどこか晴れ晴れとしていた。出会った頃に比べると、とてもいい顔をしている。

　オーグとクロイツは貫かん禄ろくのようなものが備わっていて……ベテラン冒険者の名前に恥じず、これから偉業を成し遂げていくかもしれない。そんな予感がした。

「これからは、お互いにがんばっていこうぜ」

「ああ、そうだな」

　オーグに握手を求められて、俺はそれに応じた。

　互いに笑みを浮かべて、これからの健闘を祈る。

　こうして……一つの依頼が終わり、一つの事件が終わる。





６章　新しい誓いを




「にゃふぅ♪」

　色々な用事を片付けてみんなで家に帰る。

　カナデがソファーにダイブした。にへら、というような顔をして、ごきげんな様子で尻尾をぱたぱたと振っている。

　それを見て、タニアが呆あきれたような顔をする。

「行儀悪いわねえ」

「だって、色々あって疲れたし……やっぱり、家が一番だねぇ」

「その意見にはソラも賛成ですね。こうして拠点でくつろぐことができるというのは、色々と安心できます。リラックスできます」

「うむ。大きな声を出しても怒られることはないのだ」

「ま、家に帰って落ち着くのはいいんだけどね。でも、そんなに足をぱたぱたさせていると見えちゃうわよ？」

「見える？　……にゃっ!?」

　カナデが、がばっと起き上がりスカートを押さえた。

　赤い顔をこちらに向けてくる。

「レイン……見た？」

「み、見てないから」

「ホント？」

「本当だよ」

「にゃー……それならいいんだけど」

　そういう風に恥じらうのならば、もうちょっと注意してほしい。

　カナデって、どこか無防備なところがあるからなぁ……

「それじゃあ、ごはんにしようか」

　みんな疲れているだろうから、今日は街で弁当を買ってきた。

　テーブルの上に弁当を並べると、みんなの目が輝いた。

「とりあえず、適当に選んできたんだけど、好きなものを……」

「私、肉弁当！」

「あっ、それあたしが狙っていたのに！」

「ふふーんっ、早いもの勝ちだよ♪」

「ソラはこちらの山菜弁当にしましょう」

「我は卵焼き弁当だ！」

「わたし、は……この、かわいい容れ物のお弁当がいいな」

「ウチは食べられないんやけど……みんなを見ていると、腹の辺りがきゅうってなるわぁ」

　残った弁当を手に取り、俺も椅子に座る。

　それから、いただきますと唱和をして、食事の時間が始まる。

「はぐはぐはぐはぐはぐっ……んぐっ、ぱくぱくぱくぱくぱくっ！！！」

「わぁ……カナデ……すごい、勢いで食べているね」

「びっくりするくらいの食欲ですね。ルナに勝っているのでは？」

「待て。なんで、今、我を引き合いに出したのだ？」

「もうちょっと落ち着いて食べればいいのに。焦って食べてもおいしさがわからないし、何より、喉に……」

「ふぐぅ！！！？　んっ、んんんぅーーー!!!?」

「……言わんこっちゃない」

「大丈夫か？　ほら、水やで」

「んっ、んっ、んくっ……ぷはぁ！　あ、危なかったぁ……お弁当にやられるかと思ったよ」

「猫霊族が弁当にやられるって、どんだけシュールな光景なんだ……？」

　無事に依頼を終えることができて……

　それだけじゃなくて、ティナの過去にも決着をつけることができて……

　そのおかげなのだろうか？

　みんな明るい顔をしていて、楽しい食事の時間が続く。




「ふぅ」

「レイン、どうしたの？　疲れた？」

　カナデが俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　心配してくれているらしく、尻尾が落ち着きなく動いていた。

「いや、逆かな」

「逆？」

「みんなと一緒のごはんを食べて、他愛のない話をして、のんびりと過ごして……戦うよりもこっちの方がいいな、って思っていたところだな」

　依頼を請けて、みんなと冒険をしている時は充実している感がある。

　ただ、それで全てが満たされているわけじゃない。こうして、みんなと何気ない時間を過ごしている時が一番幸せなような気がした。

　そんな俺の言葉にカナデが優しく笑う。

「うん。わかるよ、レインの言っていること」

「そうか？」

「うんっ、私もそう思うもん！　やっぱり、のんびりまったりが一番だよねっ」

「ただ単に、カナデは昼寝が好きなだけじゃないの？」

　タニアが会話に参加してきた。

　ニヤニヤとちょっと意地の悪い顔をしている。

「えーっ、そんなことないよ？　そりゃあ、私達猫霊族はお昼寝が好きだけど、いつでも寝てるわけじゃないんだからね？」

「昼寝が好きとか本物の猫みたいだな」

　他のみんなも会話に参加する。

「ある意味、猫と同じようなものなのでは？　とソラは思いますよ」

「うむ、カナデは大きい猫のようなものなのだ！」

「お昼寝……わたしも、好き……」

「ニーナは仲間だよぉ」

「わぷっ」

　カナデが隣の席に座るニーナを抱きしめた。

　ニーナは苦しそうな感じでじたばたとするものの、カナデはお構いなしだ。

　でも、抱きしめられることはイヤじゃないらしく、ニーナははにかんでいた。

　そんな二人を他のみんなは微笑ましそうに見ていて……

「……うん」

　いつまでもこんな時間が続けばいい。

　心からそう思う。




「……旦那。レインの旦那」

「うん？」

　こっそりとティナに声をかけられた。

　声を潜めているということは、他のみんなには聞かれたくないことなのだろう。

　そう判断して俺も小声で返す。

「どうかした？」

「後で、ちょいと話があるんやけど……ウチの部屋に来てもらってもええ？」

「了解。いつぐらいがいい？」

「ごはんを食べて、ちょっと時間をおいたくらいで頼むわ」

「じゃあ、一時間後くらいに行くよ」

「頼むで」

　いったいなんだろう？

　俺は一人、首を傾げるのだった。
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　一時間後。

　ティナの部屋の前に移動して、コンコンと扉をノックする。

「ティナ、俺だけど」

「入ってきてええで」

「おじゃまします」

　部屋に入るとティナがふわふわと浮いていた。

「すまんなー。ウチ、幽霊やから扉を開けることできないんや。あっ、正確に言うと、魔力を使えばできないこともないんやけど、ちと疲れるんよね」

「気にすることないって。扉を開けるくらい、なんてことないんだから」

「おおきに。あ、適当にベッドにでも座ってな」

　言われた通りベッドに座る。

　すると、ティナがふわふわと移動して俺の前に立つ。

「わざわざすまんな」

「いいさ。何か大事な用があるんだろう？」

「……せやな」

　俺の前に立つティナが、真面目な顔を作る。

　じっと、こちらを見つめた。

　そして、緊張しながら口を開いて……

「う、ウチを……レインの旦那のものにしてくれへんか!!!?」

「ごほっ!?」

　突拍子のない言葉に思わず咳せきき込んでしまう。

　そんな俺を見たティナは、まず最初に、きょとんとした。それから自分の発言の意味を理解した様子で、顔を赤くして慌てる。

「あっ、いや、ちゃうねん!?　ちゃうで!?　そういう意味やなくてっ、ウチの言葉が悪かっただけで……ちゃうねんで!?　そういう意味やないんや!?」

「あ、ああ……そっか。そうだよな、うん……驚いた」

「ああもう、こんなポカをやらかすなんて、ウチは……うぅ、穴があったら入りたいって、こういう気分なんやな」

「えっと……どんまい？」

「慰めないでくれん……？　余計、恥ずかしくなるわ……」

「あー……そ、それよりも、大事な話っていうのは？」

　このままだと時間が過ぎるだけなので、強引に話を先に進めた。

　ティナもそれに乗っかることにしたらしく、こほんと咳払いをして、何事もないように口を開く。

　……顔は赤いままだったけれど。

「えっとな……ウチと契約してくれへん？」

「契約って……みんなと同じように？」

「せや。話を聞いたんやけど、レインの旦那は、どんな相手とでも契約ができるってゆーとんでもテイマーなんやろ？」

「その称号には異論を唱えたいけど……まあ、みんなとは契約をしているよ」

「なら、ウチともしてくれんか？　ウチ、レインの旦那にはたくさん助けてもらったから……少しでも恩を返したいねん。力になりたいんや。でも、ウチにできることなんてたかが知れてるし……だから契約することで少しでも力になりたいんや」

「それは……でも、いいのか？　別にそこまでしなくても……」

「ウチがしたいんや。レインの旦那を新しいご主人様にしたいんや。あっ、今のは、ウチが元メイドだからご主人様って言うてるだけで、変な意味はないで？」

　ティナはあたふたと手を振る。

　どんな勘違いをしていると思われたのだろうか？

　聞きたいけれど、聞いたら聞いたで妙な答えが返ってきそうなのがイヤだ。

　それはともかく。

　ティナと契約……か。

　そういうことを期待して、助けたわけじゃないんだけど……でも、ティナが望んでいるのならば、その気持ちに応えたいと思う。

「……わかったよ。契約しようか」

「おおきにっ！」

「俺の方がお礼を言わないと。ありがとうな、力を貸してくれて」

　親指を嚙かみ、流れる血で魔法陣を描く。




「……我が名は、レイン・シュラウド。新たな契約を結び、ここに縁を作る。誓いを胸に、希望を心に、力をこの手に。答えよ。汝なんじの名前は？」




「……ティナ・ホーリ……」




　契約が成立した。

　ティナの手にみんなと同じ魔法陣が描かれる。

「これで終わりなん？」

「ああ。特に何かが変わる、っていうことはないけど……改めて、よろしくな」

「こちらこそや！」

　握手を交わそうとして……する、っと手がすり抜けてしまう。

「……ぷっ」

「あははっ」

　俺とティナは、ぽかんとした顔で互いを見て、くすくすとおかしそうに笑うのだった。




～Tina Side～




　レインの旦那が立ち去り、ウチは一人になった。

　特にすることはなくて、ふわふわと宙に浮かぶ。

　幽霊だから寝る必要がないんや。食べる必要もない。

　というか、食べられないんやけどね。

　幽霊になって三十年。

　今更、寝れない食べれないことを残念に思うことはないけど……

「こういう時は、面倒やなぁ」

　カナデがいて、タニアがいて、ソラがいて、ルナがいて、ニーナがいて。

　そして、レインの旦那がいる。

　みんながいると、一人起きていることで孤独のようなものを感じてしまう。

　難儀なものやなぁ、ホンマ。

　今更、一人でいることの寂しさを思い出すなんて。

　でも……これはこれで悪うない気がしてきた。

　一人は寂しいんや。

　本来なら、そう思うことは当たり前のことやのに。

　それなのに、今まではなんともないと思うていて、寂しいって感じる感覚が麻ま痺ひしてた。

　それが、みんなと一緒にいることで正常になったと思えばいい。

　まぁ……それは言い訳みたいなもので、そうそう簡単に割り切れるものじゃなくて、実際のところは複雑な気分なんやけどな。




「やめやめ。暗いことを考えてても仕方ないわ。もっと明るいこと考えよ」

　頭を振って気持ちを切り替える。

　明るいこと、明るいこと……うーん。やっぱり、みんなと出会ったことやろうか？

　ウチを拒絶することなく受け入れてくれた。

　こんなウチやけど仲間と認めてくれた。

　カナデは、ちょっとウチのことを苦手にしてるけど……

　まぁ、幽霊が怖いっていうのはわかるから仕方ないと思う。

　それでも仲良くしようとがんばってくれとるし、そういうところはうれしいって思う。

「……レインの旦那……」

　ぽつりと、その名前を口にした。

　ウチの新しい主。

　新しいご主人様。

　暗闇の中、一人でいるウチを温かいところに連れ出してくれた人。

　それだけじゃなくて、ウチの過去の因縁にも決着をつけてくれた人。

「感謝しても感謝しきれへんな」

　いつか恩を返したいと思う。

　与えられっぱなし、っていうのは性に合わんからな。ウィンウィンの関係でいたい。

　とはいえ、ウチにできることってなんやろ？　家事炊事？

　魔力を使って物を動かすことはできるから、それくらいは簡単や。

　元メイドなので、そこら辺はバッチリと叩たたき込まれている。

　とはいえ、それだけでいいのだろうか？

　レインの旦那は冒険者だ。戦う機会が多いだろう。

　そうなると、ウチも戦えたらなぁ……って、思うんやけど。

「ウチ、そういう方面はからきしやからなぁ……」

　みんなと違い、ウチはただの『人間』や。

　正確に言うと人間の幽霊や。

　大した力はなくて特殊な能力もない。戦いで役に立つことはないだろう。

　そのことが悔しい。

「何かできれば、とは思うんやけど……うーん。幽霊って成長するものなんか？　新しく特技を覚えることができるんか？」

　幽霊の先輩でもいれば、話がわかるかもしれないんやけど、残念ながらそんな知り合いはいないんよね。

　ずっと、一人やったからなぁ……

「まぁ、レインの旦那なら、そこんところ気にしないと思うけどな」

　ウチが戦いの役に立ちたいと言っても、無理はしないでいい、と言うだろう。

　それはレインの旦那の本心で、ウチのことを役立たずなんて思うこともないだろう。

　でも、それに甘えてばかりではいられん。

　ウチも、何かしら役に立ちたい。レインの旦那の力になりたい。

「……気になる男の役に立ちたいって、普通やろ？」

　そうだ。

　ウチは、レインの旦那のことが気になる。

　好きなのか、まだ、そこのところはよくわからんけど……でも、気になってしまうというのは確かだ。

　出会って間もないのだけど……でもでも、仕方ないやん？

　ずっと一人だったところを助けてくれて……

　ウチを仲間と、家族と言ってくれて……

　おまけに、過去の因縁に決着をつけさせてくれた。

　これで気にならない方がおかしい。

「とはいえ、ライバルも多いけどなぁ」

　カナデにタニア。

　ソラとルナ。

　ニーナ……は対象に含めていいものか？

　ライバルになりそうな子がたくさんで苦戦は必至。このまま進んで良いものか迷ってしまう。

「って、変な方向に考えがそれてきたな」

　あれこれ考えたせいで、ちょっと思考回路がオーバーヒート気味や。

　幽霊だけど知恵熱が出てしまいそう。

　あかんあかん。ちょっと落ち着こう。

「ふぅ……」

　肩の力を抜いて脱力する。ふわふわと宙を漂う。

　少し落ち着いてきたような気がした。頭がクリアーになっていく。

「……力になりたいというか、恩を返したいんやな。ウチは」

　レインの旦那はそんなことは気にしてない、って言うやろうけど……

　やっぱり、それで納得はできない。何かしらウチも力になりたい。

「さて、どうしたもんかな？」

　ウチはふわふわと浮かびながら、今後のことを考えるのだった。





◆






「それじゃあ……今更というか、ちょっと遅れちゃったけど、新しいメンバーを歓迎して……」

「「「「「かんぱーいっ！」」」」」

「かん……ぱい」

　みんなが元気よく酒の入ったグラスを掲げた。

　ちなみに、ニーナはまだ子供なのでジュースだ。最強種だから酒を飲んでも問題はないみたいだけど、やっぱり教育的にどうかと思うので酒はやめさせておいた。ちょっと残念そうにしていたニーナが印象的だった。

「おぉ……今日もごちそうがたくさん、じゅるり♪」

　テーブルの上に並べられたルナとティナの料理を見て、カナデがよだれを垂らしていた。

　女の子なんだから……と思わないでもないが、でも、仕方ないような気もした。それくらいに二人が作った料理はおいしそうで、見ているだけで腹が鳴りそうだ。

「ささっ、みんなたくさん食べてな。どれもこれも、ウチとルナの力作やで！」

「にゃー……」

「ん？　どうしたんや、カナデ？　はよ食べないと、冷めてしまうで」

「えっと……なんか、ティナは食べられないのに私達だけ食べるなんて悪いなあ、って」

「なんや、そんなこと気にしてるんか？」

「そんなことじゃないよー、大事なことだよー」

「ありがとな、ウチのこと気にしてくれて。でも、ウチは平気やで。今までずっと一人やったからな。こうしてみんなと一緒にいるだけで、色々と満たされるんや」

「……ティナ……」

「ほらほら、食べてみてくれん？　このステーキ、ウチが焼いたんやで」

　いわれるまま、カナデはステーキをぱくりと食べた。

　耳がぴーんと立ち、尻尾がうれしそうに左右にゆらゆらと揺れる。

「んぅー♪　すっごくおいしいよぉ」

「そう言ってくれてうれしいわ。ありがとな、カナデ」

「えっと……私こそありがとう！　ティナの料理、すっごくおいしいよ！」

　カナデとティナが笑顔を交換する。

　カナデは幽霊が苦手ということもあり、最初は距離が開いていた二人だけど、その問題はすっかり解消されたみたいだ。

　色々なことを経験して、一緒に乗り越えて……いつしか絆きずなが生まれていたのだろう。

　そんな二人を見ていると、こちらの胸も温かくなる。

「あら、レイン。グラスが空になってるわよ？　ほら、注いであげる」

「ありがとう」

「んぅ……」

　タニアに酒を注いでもらっていると、ニーナがじーっとこちらを見つめていた。

　いや。正確に言うと、グラスに注がれる酒を見つめていた。

「どうしたんだ、ニーナ？」

「……わたしも、お酒……飲みたい、な」

「えっと……」

　どうしよう？　とタニアを見る。

　タニアも困った顔をしていた。

　小声で相談をする。

「……タニア。最強種は酒を飲んでも平気なんだよな？」

「……一応、平気よ。見た目は人に似ているけど、中身は別物だもの。酒を飲んで体を壊す、っていうようなことはないわ」

「……なら、ちょっとくらいはいいのか？　教育に悪い気がしたけど、でも、それは俺達人のルールだし……それを押し付けるのは酷かな？」

「……でも、酔っ払うけどね」

「……やっぱりダメだ」

　ニーナが酔っているところを見るなんて、なんかこう、色々とダメだ。ギリギリなところでアウトな気がした。

「えっと……ニーナ。酒じゃなくて、ジュースの方がおいしいぞ？　こっちを飲まないか？」

「……お酒が、いいな。ジュースは……もういいの」

「酒は大人にならないと飲めないのよ」

「……そう、なんだ」

　ものすごく残念そうにしていて、罪悪感を覚えてしまう。

　でも、この場合は仕方ないというか……しかし、このままでいいものか……

「なあなあ、ニーナ」

　ティナがふわふわとこちらにやってきた。

「ニーナは酒が飲みたいん？」

「ん……飲んでみたいな。みんな……おいしそうに、飲んでいるから」

「そっか。その気持ち、うちもよくわかるでー。うち、こんなんやから酒も飲めないからなー」

「わたしたち……仲間？」

「せやなー、仲間やなー」

「んっ」

　同士を見つけたことで、ニーナがうれしそうな顔になった。

　そんなニーナに、ティナはやわらかく話し続ける。

「そんなニーナのために、うちが特製の酒を用意したで。これならニーナも飲めるで」

「ほん……と？」

　おいおい、と焦るのだけど、ティナがちらりとこちらを見た。

　うちに任せて、というような顔だ。

　ここはティナを信じて、そのまま成り行きを見守る。

「これや！」

「白い……？　あと、つぶつぶ……」

「東の地域の伝統ある酒……甘酒、っていうんや。これならニーナも飲んでええよ」

　なるほど、甘酒か。

　確かに甘酒ならニーナが飲んでも問題はないだろう。甘酒に年齢制限なんてものはないから、道徳的に気にする必要もない。

　うまい落とし所だ。

「んっ……甘くておいしい、ね」

「せやろ？　おかわりもあるから、たくさん飲むとええで」

「あり、がと……ティナ」

　ティナのおかげで見事に問題が解決した。

　さすが元メイドというべきか。とても頼りになる。

「「むむむむむっ！」」

　一難去ってまた一難。

　気がつけば、ソラとルナが睨にらみ合っていた。

　その手元には、残り一つになった肉団子。どうやら、最後の一つをどちらが食べるかどうかで争っているらしい。

　ルナはともかく、ソラまで何をしているのか。意外と食い意地が張っているのだろうか？　その辺りは姉妹らしいと言えるかもしれない。

「これは我の肉団子なのだ！」

「いいえ、ソラのものです」

「ソラ、と名前が書いてあるのか？　いいや、書いてないのだ！　つまり、この肉団子は誰のものでもない。ということは、我のものになるのだ。ふふんっ、完璧な理論なのだ！」

「どこが完璧ですか。強引かつ穴だらけの理論ですね。というか、ルナはたくさん肉団子を食べていたではありませんか。最後の一つくらい、ソラに譲ってください」

「おいしいからこそたくさん食べたいのだ。一つも譲ることはできないのだ」

「むぐぐぐっ」

「ぬがががっ」

　双子はにらみ合い、バチバチと火花を散らす。

　どちらも頑固だからな。こうして、一度こじれてしまうとなかなか元通りにならない。

　さて、どうしたものか？

「なんやー、肉団子が欲しいん？」

　悩んでいると、再びティナが現れた。

　意識してのものなのかわからないが、仲裁をするように、ふよふよと二人の間に降り立つ。

「ソラが我の肉団子を盗もうとしているのだ！」

「いいえ、ルナがソラの肉団子を横取りしようとしています！」

「はいはい、少し落ち着こうな。うちの肉団子を気に入ってくれるのはうれしいけど、そんなんでケンカしたらあかんでー」

「それは……」

「まあ……」

　もっともなことを言われて、ソラとルナは少しだけ落ち着きを取り戻したらしく、勢いが衰えた。

　その隙は逃さないというように、ティナが言葉を乗せる。

「二人共肉団子が欲しい。でも、肉団子くらいでケンカするのも大人げない。せやろ？」

「うむ……まあ、ティナの言いたいことはわかるのだ」

「しかし、この場合はどうすれば……？」

「簡単なことや。はんぶんこすればええやん？」

　少しの沈黙の後、ソラとルナがその手があったか！　というように感心した様子で、ぽんと手を打った。

　というか、その選択肢に気がついていなかったのか……？

　ソラとルナは基本的に頭が良いんだけど、妙なところで抜けているなあ。

「それじゃ、仲良くはんぶんこといこか。あ、公平にするためにうちが切り分けるな？」

「うむ、任せたのだ」

「お願いします」

「ほいさっさ、と」

　ティナは念動力でキッチンから包丁を呼び寄せて、肉団子を二つにカットした。

「これならええやろ？　最後の一つ、じっくり味わって食べてーな」

「うむ、いただくのだ！」

「おいしく食べることにします」

　あっという間に双子のケンカを収めてしまうティナの手腕は、さすがという他にない。




　その後もティナはあちらこちらを移動して、みんなの世話を焼いていた。

「なあ、ティナ」

「うん？　なんや、レインの旦那も何かしてほしいことがあるん？」

「いや、俺は特にないよ。というか、逆かな」

「逆？」

「ティナにしてほしいことはなくて、代わりにもっと落ち着いてほしいんだよ」

「う、うち、そんなに落ち着きがなかった……？　こういう歓迎会とかほんまに久しぶりやから、ちょっとはしゃぎすぎてたかもなあ」

「あっ、悪い。ちょっと言葉を間違えた。そういうことじゃなくて、あれこれと働いてばかりいないで、もっと落ち着いたらどうか、ってことを言いたかったんだ」

　自分の歓迎会なのに、ティナはみんなの世話を焼いてばかりだ。

　主役がそれではどうなのかと思う。

　まあ、ついつい甘えてしまう俺達も悪いのだけど。

「ええんやで。うちは好きでみんなの世話をしているんや」

　思っていることを伝えると、ティナは笑顔を返した。

「うち、元メイドやから。なんやかんやで、誰かの世話をすることが楽しいんや。それが大好きなみんなの世話となれば、喜んでなんでもするで」

「うーん、しかしだな」

「うちは歓迎会を開いてもろうただけで満足やで。幸せや。一人じゃない、って思えるからな。これ以上のことを望んだら、それこそバチが当たるで」

　そんなことはないと思う。

　今までが今までなのだから、むしろ、ティナはこれ以上のことを望まないといけないはずだ。

　それなのに、ティナはそんなことはないと笑う。

「ありがとな。うちのことを気にしてくれて。でも、ほんまに平気やで？　今、すっごく充実してて幸せやからな」

「そっか……うん、わかった。ティナが満足しているのなら、俺の方からこれ以上とやかく言う必要はないか」

「レインの旦那が納得してくれたところで……何か困ってることはないん？　うち、なんでもするでー」

　さっそくティナは俺の世話を焼こうとしてきた。

　そのとことん献身的な姿勢に、ついつい苦笑してしまう。

「うーん、特にないかな」

「えー、そんなつれないこと言わないで。何かあるやろ？　な？　な？」

「なんか、俺の場合は強引じゃないか？」

「うち、レインの旦那にはほんまに世話になったから、恩返しがしたいねん。だから、なんでも言うてええよ？」

「なんでも、と言われても……」

「……ちょっとくらいなら、えっちなことでもかまへんよ？」

「しないから！」

「そっかー……」

　なんでそこで残念そうな顔をするんだ？

　色々と誤解してしまいそうになるじゃないか。

「ほんまに何もないん？」

　ティナがじっとこちらを見つめてくる。

　元メイドとして仕事をしたいというのもあるが、今言ったように、恩返しがしたいのだろう。

　そこまで気にすることはないのだけど、でも、こういうのは本人しかわからないことだからな。

　なんでもないよ、と言うよりは好意に甘えてしまった方がいいのかもしれない。

「じゃあ、酒を頼んでいいか？　そろそろなくなりそうなんだ」

「おっ、せやな！　グラスがほぼ空やないか。待っててな、うちのオリジナルカクテルを用意するでー！」

　ティナはうれしそうな顔をしてキッチンへ向かう。

　その背中を見ながら、俺は残りの酒を飲み干した。
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「あー……ちょっと飲みすぎたな」

　歓迎会はまだ続いている。

　しかし、俺は飲みすぎてしまい、酔いを醒さますために外に出た。

「ふぅ」

　涼しい夜風が心地いい。酒で火照った体をほどよく冷ましてくれる。

　もう少しこの場にいたいと思い、その場に座る。

　土の感触。

　草の匂い。

　夜の静けさ。

　それらを感じて、浸り、ほどよい余韻を味わう。

「レインの旦那？」

　ふと振り返ると、ティナの姿があった。

　ふわふわと浮かびながら俺の隣に移動する。

「どうしたんや、こんなところで？」

「ちょっと酔いを醒ましていたんだ。ティナは？」

「うちはレインの旦那が見当たらないから探しに」

「そっか。ごめん。一言、声をかけていけばよかったかな」

「ええよええよ。それよりも、うちも一緒してもええ？」

「どうぞ」

「おおきに」

　ティナが隣に座る。

　最初は言葉はなくて、夜に鳴く虫の合唱を聞いていた。

「……あのな」

　しばらくしてティナがそっと口を開いた。

「さっきの言葉、わりと本気やで？」

「さっきの？」

「レインの旦那に恩返ししたい。そのためなら、ちょっとくらいえっちなこともかまわんよ、っていうところ」

「そ、そこか」

「する？」

「しないしない！」

　ティナがスカートをたくし上げようとするのを、慌てて止めた。

　というか、ティナは幽霊なのにどうやって……って、ダメだ。そういうことを考えたら妙に意識してしまう。

　落ち着かないと。

　すーはーすーはーと深呼吸をした。

「うーん……なら、うちはどうやって恩返ししたらええんやろ？　レインの旦那は、なにかしてほしいことはない？」

「と、言われてもな……」

　現状に満足しているから、特に望むようなことはない。

　ティナに求めることもないし、何かを求めて仲間になってもらったわけじゃないからな。

　ただ、強いて挙げるとすれば……

「できることなら、ずっと一緒にいてくれないかな」

「ほうほう、ずっと一緒に……へ？」

　ティナが目を丸くした。

　それから頰がどんどん赤くなり、耳もりんごのようになる。

「い、いいい、一緒!?　ずっとってことは、つまり、その……そ、そういう意味なん？　で、でもうちは幽霊やから……あう、でも、えっと……」

「……あっ!?　いや、違う！　そ、そういう意味じゃないんだ！」

　言葉足らずなことを自覚して、慌てて訂正する。

「恋愛的なことじゃなくて、仲間としてずっと一緒にいてほしい、っていう……そ、そういう意味なんだ！」

「な、なんや……そういう……安心したような残念なような、複雑な気分やな」

　誤解は解けたらしく、ティナは落ち着きを取り戻した。

　ただ疑問は残ったみたいで、きょとんと小首を傾げる。

「でも、それがどうしてうちの恩返しに繫つながるんや？」

「んー……なんていうのかな。それが今、俺が一番望んでいることだから……かな」

「仲間としてずっと一緒にいることが？」

「ああ」

　俺はかつてパーティーを追放された。

　だからなのかもしれない。

　仲間を大事にするようにして……そして、失うことを恐れている。

　できることなら、ずっとみんなと同じ道を歩いていきたいと思う。

　でも、それはとても難しいことだ。いつ何が起きるかわからないし、いつか、一緒にいることができなくなる日が来るかもしれない。

　それでも願わずにはいられない。

　できる限りの時間を共に過ごしたい……と。

　だから、俺が望んでいるものは、仲間と一緒の時間なのだ。

　俺の事情と思いを伝えると、ティナは優しく笑う。

「そっか、レインの旦那にそんなことが……納得や」

「一緒にいてほしい、っていうのは俺のわがままなんだけどな」

「そんなことはないんやない？　少なくともうちは違うで」

「え？」

「うちもレインの旦那とずっと一緒にいたいと思うで。同じ道を歩くことができれば幸せやなあ、ってほんまに思うもん」

「……ティナ……」

　ティナの言葉がすごくうれしい。

　かつて裏切られたからこそ、一緒にいてくれるという言葉はどんなものよりも温かく優しい。

　俺が心から望んでいるものだ。

「なら、うちがずっと一緒にいてあげるからな。レインの旦那がイヤって言っても、ずっと取り憑ついてやるわ」

「取り憑くとか言わないでくれ」

「だってうち、幽霊やもん」

　くすくすと笑い合う。

「あっ」

　ふと、ティナが上を見た。

「レインの旦那、見てみ」

「うん？」

　言われるまま視線を上げると、

「おぉ」

　星空が輝いていた。

　宝石を散りばめたみたいと、使い古されている表現だけど……でも、まさにその通りだ。

　深い夜の闇の中で、星々が一生懸命に輝いている。その光はどんな宝石よりも綺き麗れいに見えて、惹ひきつけられてしまう。

　というか、あれこれと飾る言葉はいらないな。

　ただ一言……とても綺麗な星空だ。

　それだけでいい。

「綺麗やね……」

「そうだな……」

　二人並んで星空を眺める。

　静かで穏やかな空気が流れていた。

　ふと、ティナの手が重なる。

　幽霊なので触れることはできないのだけど……でも、温もりを感じたような気がした。ティナに触れたような気がした。

「手、もう少しこうしててもいいかな？」

「うん、ええで」

　ティナは少し体を寄せてきて、重ねた手に力を込めた。

　俺も力を入れて、ティナの手を握るような形をとる。

「なあ、レインの旦那」

「うん？」

「一緒にいよな」

「ああ。お願いするよ」

「あと……また今度、こんな星空を見たいわ」

「いつでも見れるさ」

「ん……せやな」

　並んで座り夜空を見上げる。

　星は綺麗に……静かに夜空に浮かび、輝いていた。
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「というわけで、レインの旦那はどんな能力を得たんや？」

　翌朝。リビングに移動すると、ティナがそんなことを聞いてきた。

「うん？　なんの話だ？」

「だから、レインの旦那の能力の話や。ウチと契約したっちゅーことは、何か新しい能力を得たんやろ？　みんなからそう聞いてるで」

「どう……なんだろうな？　俺も詳しいわけじゃないから……カナデはどう思う？」

「はぐはぐはぐっ！」

　カナデは夢中でごはんを食べていた。こちらの話、まるで聞いていない。

　代わりにタニアを見ると、丁寧に解説してくれる。

「ティナは普通の人間じゃなくて幽霊だから……うーん、どうかしら？　クラス分けするとＣランクくらい？　ギリギリかもしれないけど、レインが何かしらの能力を手に入れてる、って可能性はあると思うわよ」

「よっしゃ！」

　なぜかティナが喜んでいた。

　俺の話なのに、なんでティナが喜ぶんだろう？

「どんな能力を得ているのか、レインの旦那は興味ない？　調べるならウチが協力するで」

「あっ、それ、あたしも興味あるかも。また一歩、とんでもテイマーに近づいたかもね」

「レインの新しい能力ですか。ソラも気になりますね」

「幽霊と契約したらどうなるのだ？　ふわふわと浮くことができるのか？」

　ソラとルナも話に参加してきた。

　ニーナはおとなしくごはんを食べているけれど、時折、ちらちらとこちらを見ている。ニーナも興味があるらしい。

「はぐはぐはぐっ！」

　カナデは一人、ごはんを食べ続けていた。目がキラキラと輝いている。

　単に話が聞こえていないだけなのかもだけど、とことんマイペースだった。

「わかったよ。それじゃあ、後で調べてみるか」

「うんうん、そうしような。幽霊関係の能力やったら、ウチが教えてあげられるで」




　その後、朝食を終えて……

　ティナが提案するように、能力の確認をすることにした。場所は、そのままリビングだ。動きやすいようにテーブルは端に寄せておいた。

「それじゃあ、第一回！　ティナちゃんと契約したことで得た能力はなんなのか!?　検証大会、始めるでーっ！！！」

「「「「わーっ、ぱちぱちぱち！」」」」

「……ぱちぱち」

「みんな、テンション高いなあ」

　毎日、依頼を請けていたら大変なことになるので、今日は休日に設定している。なので、それぞれ好きに過ごしていいんだけど……みんなが集合していた。

　ヒマなのだろうか？

　ヒマなんだろうなぁ。

「なあなあ、レインの旦那は幽霊と契約したことはあるか？」

「さすがにないよ。ファントムテイムは習っただけで、俺の本業はビーストテイマーだからな。そもそも、ちょっと前までは普通の動物としか契約してないし」

「よっしゃ！　なら、幽霊の契約はウチが一番乗りっていうわけやな！」

「一番乗りといえば一番乗りだけど……」

「それを言うなら、レインと契約したのは私が一番最初だよ？」

　なぜかカナデが対抗する。胸を張っていて、どことなく得意げだ。

　そんなカナデに、タニアがやれやれとツッコミを入れる。

「誰が一番最初、っていう話になると、それはカナデじゃないでしょ」

「え、なんで？　私だよ？　私がレインと最初に契約したんだよ？」

「最強種の中では、という注釈が入るでしょ。単純に契約だけを考えた場合、レインが一番最初に契約したのは何になるのかしら？」

「えっと……初めてテイムしたのはうさぎになるかな？」

「っていうわけ」

「私が初めてじゃないんだ……にゃうん」

　カナデが、がくんと肩を落とした。

　そこまで一番にこだわっていたのだろうか？　そんなこと気にしなくてもいいのに。

　俺にとって、カナデを含め、みんな大事な仲間だ。契約した順番とか、そういうのは関係ない。

「はいはい、話が逸れてるでー。今は、ウチと契約したことで得た能力を検証する時間や」

　ティナがパンパンと手を叩いて、みんなの意識を集中させた。

　突然の展開でやや戸惑うところはあるが、でも、能力は確認しておいた方がいいか。

　今まで、ぶっつけ本番なところが多いからな……あらかじめ、得た能力を把握しておくことで危険を減らせるかもしれない。

「でもでも、どうやって検証するの？」

「それは……」

　カナデの最もな疑問に、ティナが言葉に詰まる。特に考えてなかったんだろう。すごく困った様子でたらりと汗を流していた。

「えっと、それは……ほ、ほら、アレや。追い詰められた時に覚醒するっていうのが、わりと王道のパターンやろ？」

「俺、追い詰められないといけないのか……？」

「にゃー……レインに乱暴なことはしたくないよ」

「なら、えっと……そや！　ニーナの時みたいに、体が使い方を学んでいるとか、そういうのはないん？」

「んー」

　軽く体を動かしてみたり。手の平を握ったり開いたりしてみたり。あれこれと自身の体を確認してみるけれど特に変化はない。ニーナの時のように、何かしら感じることもない。

「ないかな」

「さいでっか……」

「新しい魔法を覚えたとか、そういうことはないのか？　ほれ、集中してみるのだ」

「うーん……それもなさそうだな。使える魔法は三つのままだ」

「力が増えたとか、そういうことはありませんか？」

「どうだろうな？　カナデと契約した時のような感覚もないし……それも違うんじゃないか？」

「なら、魔力はどう？　ちょっと魔法を使ってみたら？」

「ちょっとで使えるような魔法が少ないんだけど……それも違う気がするな。例えば……ヒール」

　自分に治癒魔法をかけた。昨日、ティナと契約する時にできた親指の傷跡が消える。

　いつもと変わらない速度、威力で、変化は感じられない。

「じゃあ……わたし、みたいな……特殊能力？」

「そうなると確認のしようがないな。どうやって発現させればいいのか、さっぱりわからない」

「ダメじゃん」

「ぐはっ」

　タニアの身も蓋のない言葉に、ティナが、がっくりとうなだれた。

「……うーん、どうしたものかな」

　その後も、ティナと契約したことで得た力を確認するために、色々な方法を試してみたのだけど、結局、突き止めることができずに時間だけが過ぎた。

「にゃー……何もわからないねー」

「これだけやってもわからないってことは、ひょっとして何もないんじゃない？」

「ま、マジかぁ……」

　ティナがこれ以上ないくらいに落ち込む。哀愁漂う感じで声をかけられないほどだ。

　どうして、そこまで気にしているのかわからないけど、どうにかしてやりたい。

　そのためには、ティナと契約して得た能力を確認しなければいけないんだけど……さて、どうしたものか？

「ティナは、どうして力の有無を気にしているんだ？」

　迷った末に、ストレートに尋ねてみることにした。言葉にしないとわからないこともある。

「それは……」

「よかったら、教えてくれないか？」

「……レインの旦那にはすっごい世話になったから……恩返しがしたいんや。それで、契約のことならウチでも力になることができるかもしれない、って……」

「そっか……そういうことだったのか。そういうことなら、なおさら突き止めないとな」

　幽霊と契約をして得た能力は？　あれこれと考えるのだけど、なかなかに難しい。ティナも何も思い浮かばない様子で、落ち着かない様子でふわふわと浮いている。

　うん？　浮いている？

「ひょっとして……」

　とある可能性を思いついた。試してみる価値はありそうだ。

「みんな、ちょっとそこで見ててくれ」

　目を閉じて集中する。

　自分の内に意識を向けて、ティナと契約したことで得た能力を探る。さきほどとは違い、能力の内容に大体の見当をつけているため、見つけることができた。

　体の奥底に沈んでいた光。それを拾い上げて、自分のものにする。

「おぉ!?」

　体についている枷かせを切り離すようにすると、足が床から離れた。そのまま体が浮いて、ふわふわと漂う。

「にゃにゃ!?　レイン、浮いているよ……え？　え？　なんで？」

「それがティナと契約して得た能力、っていうことなのかしら？」

「だろうな……って、おっと……これ、制御が難しいな」

「どうやって浮いているのだ？　すごい不思議だぞ」

「魔力の流れを感じますが、魔法ではない……？」

「重力を……操作、してる……？」

「ニーナ、正解」

　重力を操作する……それがティナと契約したことで得た力だ。

　制御はかなり難しく、今は数センチ浮き上がるのがやっとだけど……色々と応用が効くだろうし、鍛えればかなりの力になりそうだ。

「ふぅ……疲れた。これ以上は、今は難しいな」

　疲労を感じて、能力を解除した。

　そんな俺を見て、ティナが目をキラキラと輝かせている。

「おー、おおおぉー……ウチと契約して、ちゃんと能力を得ていたんやな。なんか感動やわ」

「なんでティナが感動するんだよ」

「それは……レインの旦那の力になりたいから。ウチ、役に立った？」

「すごく。使いこなすことができれば、かなり役に立つと思う。ティナのおかげだ。ありがとう」

「そっか……ウチ、レインの旦那の役に立つことができたんやな……ははっ、めっちゃうれしいわ」




　にっこりと笑うティナは、とてもすがすがしい顔をしていた。




～Arios Side～




　アリオス一行はホライズンの街を出た後、南に移動した。

　ストライドブリッジを通り、南大陸へ。そして、橋の近くにある街、リバーエンドに着いた。

　リバーエンドはホライズンに比べると小さな街だ。特にこれといった産業はなく、観光地でもない。強いて特徴を挙げるとするならば、大陸を行き交う人々の宿泊地になっているということだ。

　大半の旅人はこの街に立ち寄り、旅の疲れを癒やす。そのため、ある意味で、リバーエンドは重要な街なのだ。

　そのリバーエンドの人々は、魔物の存在に悩まされていた。街の南にＣランクの魔物の群れが現れたのだ。

　Ｃランクの魔物が三十匹ほど。おまけに、Ｄランク、Ｅランクの魔物も集まり、全部で百匹ほど。軍隊に匹敵する戦力になっていた。

　通常ならば、知能を持たない魔物が群れるということはありえない。同族同士でも、時に、共食いをするのが魔物というものだ。

　しかし、例外はある。

　スタンピード。

　破壊の衝動にとりつかれた魔物が群れをなし、全てを飲み込む災厄の嵐となる。

　魔王復活の前兆とか終末の訪れとか色々と言われているが、その原因は不明だ。

　ただ一つわかっていることは、スタンピードが起きてしまうと複数の街が壊滅するなど、とんでもない被害が生まれるということ。

　リバーエンドの近くで発生した魔物の群れはスタンピードの前兆だった。

　このまま放置すれば、さらに魔物の数が膨れ上がり……とある一点を超えた時に、津波のようになだれこんで一切合切を飲み込むだろう。

　そうなる前に、魔物を全て討伐しなければならない。

　そして、その役目を与えられたのが……アリオス達だ。

　アリオスとしては、魔物の討伐には興味がなかった。スタンピードが起きたとしても、そんなものは勇者の使命に一切関係ないと、立ち去るつもりでいた。

　しかし、『勇者パーティーはホライズンの街を見捨てた』という噂うわさがリバーエンドにまで流れ着いていた。

　まだ噂の段階で、実際に何かしらの問題が起きたというわけではない。

　しかし、このまま放置しておくことは悪手だ。少しでも良いところを見せて、悪い噂を払拭しなければならない。そうしないと、再び街の人々に追い出されてしまうかもしれない。

　そのため、仕方なくではあるが、魔物の討伐を引き受けた……というわけだ。




「ちっ、うっとうしい……ギガボルト！」

　アリオスが、勇者にしか使うことができない雷魔法を放つ。地を這はう龍りゅうのごとく電撃が疾走して、数匹の魔物を一瞬で消し炭に変えた。

　続けて剣を抜いて、風を切るように振る。咆ほう哮こうをあげて襲いかかってきたオーガの足が切断されて、巨体が崩れた。そこにトドメの一撃。頭部を貫かれてオーガが絶命する。

「ぬぅんっ！！！」

　複数の魔物の突撃を、アッガスは巨大な剣を盾代わりにして受け止めた。

　全身を使い、弾き返して……カウンターというように大剣を横に薙なぐ。魔物達の体が両断された。

　しかし、全ての魔物に致命傷を与えることは叶かなわなかった。生き残った魔物が体勢を立て直し、襲いかかろうとする。

　しかし、アッガスはそれは読んでいた。

「リーンっ！」

「わかってるわよ！　ほらっ、いくわよ……レッドクリムゾン！」

　アッガスの合図でリーンの魔法が炸さく裂れつして、生き残った魔物を吹き飛ばした。

「ふふんっ、見た？　これがあたしの力よ。こんな雑魚くらい一撃で……」

「まだだっ、油断するな！」

「へ？　きゃあっ!?」

　爆炎の中からリザードマンが飛び出して、剣を振り下ろす。

　リーンは横に跳んでかろうじて避けたものの、次はない。

　二度目の斬撃がリーンを襲う。

「ホーリーフレア！」

　それよりも先に、ミナの魔法がリザードマンを消滅させた。

「大丈夫ですか!?」

「う、うん……ありがと、助かったわ」

「言っただろう、油断するなと」

「た、たまたまよ！　こんなこと、もう二度とないんだからっ」

「おいっ、遊んでいるな！　まだ敵は残っているぞ」

　アリオスの言葉に、それぞれが再び武器を構えた。

「ギガボルト！」

　アリオスは苛立ちを覚えながら魔法を放った。




　本来ならば簡単な依頼のはずだ。

　スタンピードを相手にするとなると骨が折れるが……その前兆というのならば、勇者パーティーであるアリオス達にとって大したことではない。圧倒的な火力をもって蹴散らせばいい。

　すぐに終わる仕事だと思っていたのだけど……しかし、実際はどうだ？

　苦戦することはないが、思うようにスムーズに戦うことができず、予想以上に戦いが長引いていた。

　アリオスが切り込み、アッガスが敵の攻撃を引き受ける。

　ミナが援護をして、最後にリーンが上級魔法で一掃する。

　それがいつものパターンであり、必勝の作戦だった。いつもそれが通用していた。

　しかし、現実はどうだろう？

　連携を繫げようとしたところで、狙ったように敵が邪魔をしてくる。絶妙なタイミングで仲間が狙われて、次の一手を打つことができない。

　あと一歩のところで、どこかでつまずいてしまう。

　どうしてうまくいかない？

　まるで神様にイタズラをされているみたいだと、アリオスはイライラしていた。

「これは、もしかして……」

　アッガスは一人、冷静に物事を考えていた。

　今の自分達と以前の自分達。違うものは何か？

　答えは……レインの存在だ。

　レインは敵に対してダメージを与えることができなかった。それなのに敵に狙われて、味方の手を煩わせていた。

　しかし……その考えは間違っていたのではないか？

　レインが敵にダメージを与えられなかったのは、攻撃よりも味方のサポートを優先していたからではないのか？　そのおかげで、自分達はうまく連携を繫げることができたのではないか？

　そして、レインが狙われたのは……敵が、レインこそがパーティーの要だと見抜いていたからではないのか？

「まさか……な」

　アッガスは、自分で自分の考えを否定する。

　しかし、否定しようとしても、一度思い浮かんだ可能性は消えてくれない。

　むしろ、それこそが正しいのでは？　と思い始めていた。

　今になって冷静に考えてみると、そういう節はあった。

　レインに力がなかったことは確かな事実だ。しかし、本人はそれを自覚していて、別の方法でパーティーを支えようとしていた。

　絶妙なタイミングで味方のサポートに入り、そして、時にあえて敵に狙われることで味方の代わりに被弾して……あらゆる意味で、レインは仲間達の『盾』になっていた。

「……いや、考えすぎだ。そんなはずがない、あるわけがない」

　アッガスは頭を振り、ふと思いついた可能性を、今度こそキッパリと否定した。

　そのようなことがあるわけがない。

　本当にその通りだとしたら……レインを追放した自分達は、本質を見抜くことができない、とんだ間抜けということになるではないか。

　そのようなことは認められない。




「まとめて一掃するっ！！！」

　アリオスの合図に、アッガス、リーン、ミナは後ろに退いた。

　それを確認するよりも先に、アリオスが上級魔法を解き放つ。

「ルナティックボルト！！！」

　天より極大の雷が落ちた。それに追随するように、細い紫電が乱舞する。

　荒れ狂う光の舞踏は魔物の群れを飲み込み、消滅させた。

「はぁ……はぁ……これで終わりか？」

　アリオスは汗を拭い、周囲を確認する。

　今の魔法のせいで土つち埃ぼこりが舞い、視界は極めて悪い。一メートル先も見えないほどだ。

「ガァッ！！！」

「くっ、まだ生き残りがいたか!?」

　アリオスの隙をつくように、背後からオーガが現れた。

　巨大な拳を振り上げて、アリオスを……

「にゃんっ」

　その時、何かわからないが、ものすごく素早いものが駆け抜けた。

　直後、オーガは頭を砕かれて倒れる。そのまま絶命して魔石となった。

　アリオスは慌てて周囲を見回した。しかし、まだ土埃が舞っていてよくわからない。

「ど、どういうことだ……今、なにが……？」

　視界の端で、わずかに猫耳と猫の尻尾が見えたような気がした。





◆






　魔物を掃討したアリオス達はリバーエンドに戻り、依頼を終えたことを領主に報告した。その足で宿に向かい、食事と酒を注文する。

「何事もなく終わり、良かったですね」

「ああ、そうだな」

　ミナの言葉にアッガスが頷うなずいた。スタンピードを事前に阻止することができたことで、二人は満足していた。

　対するアリオスとリーンは、ふてくされたような顔をしていた。

　勇者パーティーである自分達が、たかが魔物退治のために都合よく利用された。そういう認識が二人の中にあり、プライドを傷つけていた。

　そんな二人を見て、アッガスが声をかける。

「まだ納得できないのか？」

「納得できるわけがないだろう。わざわざ僕達が出ていく理由がない。スタンピードの前兆くらい、この街の冒険者や騎士団でなんとかしてほしいものだ」

「それぞれ人が出払っていた。仕方ないと思わないか？」

「思わないね。街を無防備にしたのはギルドと領主の怠慢だ。そのツケを払わされる方の身になってもらいたい」

「まあ、わからないでもないが……」

「ちょうどいい訓練になった、と思うことにしませんか？」

　アッガスの援護をするようにミナがそう言う。

「確かに、私達のことを都合のいい便利屋のように扱うのはいかがなものかと思いますが……それでも、良い経験を積むことができました。強くなるための訓練と思えばいいのでは？」

「……まあ、それもそうだな。ミナの言う通り、訓練と思うことにしよう」

「ちょっと納得いかないけどね。ま、報酬がもらえるならいいわ」

「リーン……あなたは、もうちょっと、私達が持つ使命について深く考えてください」

「考えてるわよ。でも、お金は必要でしょ？」

「それは、まあ……」

「でもまあ、新しい支度金も届いたし、稼ぐ必要はなかったかもね」

「まったく……」

　リーンに何を言っても無駄かもしれない。そんな風に諦めて、ミナは食事を再開した。

　他の三人も肉を食べて、酒を飲み、穏やかな時間を過ごす。

　リバーエンドは豊かな街とはいえないが、たくさんの旅人や商人が行き交うため、宿は充実している。食事も上質なものが用意されていて、アリオス達の舌を満足させた。




「勇者様」

　アリオス達が食事を続けていると、初老の男が声をかけてきた。どこかで見たような男だ、とアリオスは思う。

　それもそのはずだ。初老の男は、この街の領主に使える側近なのだから。

　さほど言葉を交わしていないとはいえ、顔を覚えていないアリオスの方に問題があるといえる。

「この度は、スタンピードの前兆を止めていただき、まことにありがとうございました」

「あぁ、そのことか。あれくらい僕にかかればなんてことはない」

「はい、まさにその通りで。私達はどうすればいいか途方に暮れていましたが……本当に助かりました。改めてお礼を申し上げます」

「僕のおかげということを忘れないでくれよ？」

「はい、それはもちろん」

　アリオスは、自分一人の手柄のように語る。

　ただ、それはいつものことだ。アッガスもミナもリーンも何も言わない。

「まあ、何かあれば僕に言うといいさ。いつもというわけにはいかないが、気が向けば助けてやらないこともないさ」

「はい、はい。本当に勇者様は頼りになります」

　つまらない依頼だが、賛辞の言葉を向けられることは悪い気分はしない。

　そんなことを思い、アリオスは上機嫌だった。

「……ちょっといいか？」

　二人の会話に、商人らしき格好をした男が割って入る。

　無礼なというように、領主の側近がやや険しい顔になる。

「なんですか、あなたは？」

「俺はしがない商人だよ。ちょっと言っておきたいことがあってな……この勇者に感謝する必要なんてないぜ」

「なんてことを……勇者様はこの街を救ってくれたのですよ？　その恩人にそんな言葉を……」

「はっ、ホントに助けようとしてくれたのかね。俺には疑わしく思えるな」

「キミはなんだい？　いきなりそんなことを言うなんて、礼に欠けていると思わないのか？」

　上機嫌なところを邪魔されて、アリオスが不機嫌そうな顔になった。

　威圧するように睨みつけるが、それでも商人風の男の口は止まらない。

「礼ってのは、そうするに値するヤツに向けるもんだろ？　なら、あんたら除外されるだろ」

「なんだと？」

「俺は、ホライズンで起きたことを知っているぞ」

　アリオスがわずかに顔をしかめた。

　領主の側近は不思議そうな顔をした。

「ホライズンがどうかしたのですか？」

「この前、魔族が現れてかなりの被害が出たんだよ。魔族は冒険者によって倒されたけど……よくよく話を聞くとおかしいんだ。その時、街には勇者パーティーがいた、って聞くぜ？」

「ただの噂だろう？　事件のことは知っているが、その時、僕達はすでに街を出ていたんだ。質の悪いデマに踊らされるなんて、感心しないな」

「デマねぇ……俺の商人仲間、全員が同じことを口にしているのに？」

「噂なんかじゃねえぞ」

　新たに一人の男が会話に加わる。その顔に怒りの色を宿して、アリオスを睨みつける。

「俺はホライズンの住人だ！　今は復興のために必要な資材を仕入れるためにここに来ているんだが……俺は確かに見たぞ！　魔族が暴れる中、勇者が街にいるところをな」

「っ」

「勇者は何もしてくれなかった！　俺達の税を使い旅をしているくせに、何もしてくれなかったんだ！　俺の知り合いが助けを求めに行ったけど、無視されたらしい！　ホライズンがどうなろうと関係ないってわけさ。何が勇者だ。魔族と戦う勇気もない腰抜けじゃないかっ」

「貴様……！」

　男の暴言に我慢できず、アリオスが険しい顔で席を立つ。

　慌てて、アッガスがアリオスを抑えた。

「落ち着け」

「ここまでコケにされて、黙っていろというのか!?」

「周りを見ろ」

　周囲の客達は、みんなアリオスに視線を向けていた。その目に宿る感情は侮蔑と失望だ。

　誰もが、アリオスの噂を知っていた。

　誰もが、アリオスの所業を知っていた。

　領主の側近でさえも話は聞いていた。

　ただ、スタンピードの前兆を止めた功績もあり、噂を聞かなかったことにしていただけだ。

「ぐっ……!?」

　周囲から冷たい視線をぶつけられて、さすがのアリオスもたじろいだ。

「この僕に、そのような目を……」

　アリオスの瞳に暗い感情が宿り、その手が剣の柄に伸びた。

「アリオスっ!?」

「……冗談だよ」

　アッガスの強い言葉に、アリオスは肩をすくめてみせた。

「つまらない噂に踊らされて、バカなことをするわけがないだろう？　先に部屋に戻っているよ」

「あ、ああ……」

　周囲の視線から逃げるように、アリオスは階段を登り、宿の二階へ消えた。

　それを合図にして、人々の間にざわめきが戻る。

　やっぱり勇者は怪しい。

　本当に頼りになるのか？

　あんな者が勇者でいいのか？

　そんな話があちこちで飛び交う。

「はぁ……何この空気。最悪なんですけど」

「リーン、そのようなことは……」

「アリオスの判断のせいでこうなってるんじゃん。あたしら悪くないし」

「それは……」

　リーンの言葉に、ミナは何も言えない。

　内心ではリーンの言う通りだと思っているからだ。

「……少しいいか？」

　アッガスが声を潜めて言う。

「なんですか？」

「ホライズンにいた頃、多額の金が消えたことがあっただろう？　あれは……アリオスの仕業かもしれない」

「えっ、なにそれ!?　どーゆーこと!?」

「声を抑えろ」

「そのようなことは、まさか……証拠はあるのですか？」

「ない。しかし、状況から考えるに、アリオス以外に金に手をつけられる人間がいない」

「それは、確かにそうですが……」

「でもさー、何に使い込んだっていうの？　消えたのって、かなりの金額でしょ」

「それはわからない。わからないが……今後、アリオスに注意しておく必要があるかもしれない。そのことを話しておきたかったんだ。最近のアリオスは独断専行が過ぎる」

「そんな……勇者であるアリオスに限って、そのようなことは……」

「ないと言い切れるか？」

　アッガスの問いに、ミナは無言を返した。

　立場上、ないと断言したい。

　しかし、魔族を放置していた件など、最近のアリオスは様子がおかしい。そのことが、ミナの中で迷いを生み出していた。




　勇者パーティーの中で不協和音が生まれて……それは、少しずつ大きくなっていく。





エピローグ　とある……




「にゃ……ふぅ……くぅ……くぅ……」

「すぅ……すぅ……んぅ、んんんぅ……」

　リビングのソファーで、カナデとタニアが互いにもたれかかるようにして昼寝をしていた。

　カナデは幸せそうな感じでにへらと笑い、唇の端からちょっとよだれが垂れていた。待望の魚を食べる夢を見ているのかもしれない。

　タニアは、ちょっと寝心地が悪そうな感じでうなされていた。時折、カナデの尻尾が顔に当たっているから、それが気になるのかもしれない。

　穏やかな時間が流れていた。

　こういう時間、悪くないよな。

　冒険者として依頼はこなさないといけないけど、働くばかりじゃなくて、今日みたいな休日は定期的に設けよう。そして、のんびりしよう。

　心の潤いは大事だ。

「……レイン、レイン」

「うん？　ニーナか。どうしたんだ」

　ニーナが奥から現れて、とてとてと歩み寄ってきた。

「ティナ……知らない？」

「掃除をするって言ってたけど、そこら辺にいないか？」

「ううん……見つからない、の」

「ティナに何か用事が？」

「……料理、教えてもらいたいなぁ……って」

「料理か……確かに、それならティナが一番だな。でも、忙しそうにしてたからな」

「そっか……残念。レインは……忙しい？」

「俺は平気だけど、人に教えられるほど上手じゃないんだよな」

「ならばその役目、我に任せるがよいっ！」

「わっ」

　ひょこ、と生えるようにルナが現れて、ニーナが驚いてぴょんと跳ねた。

　ルナのことだから、近くで話を聞いていて、タイミングを図っていたのだろう。そういうこと好きそうだからな。

「ルナ……料理、教えてくれるの……？」

「うむ。我に任せるがよい。こう見えて料理は得意なのだぞ」

「そういえば、この前の料理、すごいおいしかったよな」

「うむ、うむうむうむ！　我にかかれば、あれくらいちゃちゃいのさいなのだ！」

　ちゃちゃいのさい？

　ちょちょいのちょい、と言いたいのだろうか？

　本人が間違いに気がついていないみたいなので、そっとしておくことにした。

「そろそろ昼だし、ごはんを作るついでに教えるのだ！」

「あり、がとう……」

「うむ、構わないのだ！　ニーナは妹みたいでかわいいから、オッケーなのだ！」

　二人がキッチンに移動した。

　気になるので、俺も二人に続いた。

「ニーナは何を作りたいのだ？」

「ん、っと……レインが、喜びそうなもの」

「む？　レインが？　それはつまり、レインのために料理を覚えたいということなのか？」

「……ん。いつも、お世話になってる……その、お礼」

　俺だって、ニーナには色々と助けられている。別に気にすることはないんだけど、でも、ニーナの気持ちは純粋にうれしい。

　そんなこといいよ、と言うのは無粋な気がして、そのまま二人を見守ることにした。

「ふむふむ。ちなみに、ニーナは料理の経験はどれくらいなのだ？　簡単なものは作れるか？」

「うぅ……作れない……料理、初めて」

「落ち込む必要はないのだ。誰でも最初は初めてなのだ」

「わたし、でも……大丈夫？」

「うむっ。我に任せればなんでも大丈夫だぞ。ふはははっ！」

　悪の首領みたいな笑い声をあげるルナだけど、自信たっぷりなところが頼りになるような気がした。実際、料理の腕は確かだからな。

「料理初心者となると……ふむ。手堅くカレーといくか」

「……カレー……」

「本格的にやろうとしたら、スパイスの調合が面倒だが……まあ、今回は軽くいくのだ。スパイスは家にあるものを使えばいいし、ない時は買えばいいのだ。あとは、材料を切って煮込むだけだから簡単なのだ」

「おぉー……」

「まずは、準備をするのだ。ふむ……ちょっと待つがいい」

　一度、ルナがキッチンを離れた。

　ややあって、小さな踏み台とエプロンを手に戻ってきた。

「ニーナは、このエプロンをつけるといいぞ」

「ありがと……」

「あと、この踏み台を使うといいのだ。ニーナの背だとまだ届かないからな」

　細かいところまで気をつかっているな。

　俺だったら、ニーナの背の高さまでは気がついていないかもしれない。

　ルナって、意外と面倒見がいいのだろうか？　もしもニーナを含めて三姉妹だとしたら、良い姉になっていたかもしれない。

「まずは野菜を切るのだ」

「……野菜」

「野菜を持つ手は、にゃんこの手だぞ？」

「カナデ？」

「む？　いや、カナデではなくて……まあいいか。えっと……とにかく、手を丸くして刃が当たらないようにするのだ」

「……ん。わかった……こう？」

「うむ、そんな感じで問題ないぞ。それで切ってみるといいのだ」

「……えいっ」

　包丁を上段からおもいきり振り下ろす……なんていうテンプレはしないで、ニーナは丁寧に野菜をカットしていく。手付きはやや怪しいけれど、時間をしっかりとかけることで、綺き麗れいに野菜をカットすることができた。

「ニーナ、すごいのだ。最初でこれだけ綺麗に切れるなんて、なかなかできることじゃないぞ」

「ホント……？」

「うむっ、さすが、我の弟子なのだ！　えらいえらい」

「……えへへ」

　いつの間にか、ニーナがルナの弟子にされていた。

　まあ、本人はうれしそうにしているから良しとしておこう。




　その後もルナの料理教室は続く。

　ニーナは熱心に教わり、コツコツとカレーを作っていく。

「おや？　何をしているのですか？」

　ひょこ、っとソラが顔を出した。姉妹だからなのか登場シーンがそっくりだ。

「ルナがニーナに料理を教えているんだ」

「料理ですか」

　なぜか、ソラの目がキランと光ったような気がした。

　ソラが前に出て腕まくりをする。

　その様子に気がついたルナが、不審そうな……というよりは、どこか怯おびえた様子で問いかける。

「……我が姉よ。一応聞くが、何をしようとしているのだ？」

「ルナがニーナのためにがんばっているのですから、ソラも手伝おうと思いまして」

「やめてくださいっ！！！」

　普段の喋しゃべり方も忘れて、ルナが頭を下げるような勢いで懇願した。

　な、なんだ？

　ソラに手伝ってほしくないみたいだけど、どうしてそこまで拒否するんだ？

「なぜダメなのですか？　ルナとニーナのために、というソラの気遣いを無む碍げにするのですか」

「その……ソラは、料理が下手だろう？　いや、下手というレベルではないのだ。なんていえばいいか言葉にしづらいが……とにかく、とんでもないのだ。だから、やめてくれ」

　そういえば、以前、そんな話をしていたっけ。その時は話半分に聞き流していたけれど……

　ソラの料理の腕前はそんなにひどいのだろうか？　ルナの慌てっぷりを見る限り、相当なものらしいが、ここまでくると逆に気になってしまう。

「むっ……そのようなことを言われると我慢できませんね。ここは一つ、ルナの誤った認識を正す必要がありますね。ルナ、私のスペースも開けてください」

「あああぁ……」

「とてもおいしいカレーを作ることによって、ソラの評価を改めさせてあげます」

　ソラは得意げに包丁を持つと、トントントン、とリズミカルにまな板を叩たたいて、野菜を手際よくカットしていく。

　ルナがひどいひどい言うから、とんでもないものを予想していたんだけど、そんなことはない。というか、ルナよりも手際が良いんじゃないか？

　俺が感心していることに気がついたらしく、ルナが恐怖に怯えた顔で告げてくる。

「我が主よ……見かけに騙だまされてはいけないぞ。ソラのやばいところはこれからなのだ」

「これから？」

「我はニーナにカレーの作り方を教えないといけないから、ソラを見張ることはできないのだ。できれば、レインが止めてやってほしいのだ」

　よくわからない。一体、何が起きるというのだろう？

　と、その時だった。

　ソラは全ての材料をカットして、炒いためて、水を入れて煮込み始めたのだけど……

「んー……今日はピリ辛でいきましょう。よいしょ、っと」

　スパイスを山のようにドバーッと入れた。

「いやいやいやっ!?」

「どうしたのですか、レイン？　突然、大きな声を出して」

「今、ありえない量のスパイスを入れたと思うんだけど……」

「今日は、ピリ辛にしようと思うので」

「ピリ辛ってレベルじゃないような……それだと激辛になるぞ？」

「そうですか？　なら、砂糖を入れて甘めにしましょう」

　止める間もなく、ソラは砂糖を入れてしまう。ドバーッという音がするくらい大量に投入してしまう。

「んー……色みが足りないですね。塩を入れてみましょう」

　なんで塩？　塩を入れても色は変わらないぞ？

　って、また大量に投入しているし……

「……我が主よ、理解したか？　これがソラの料理なのだ。手際は良いのだけど……あれこれと勝手なアレンジを施して、とんでもない料理を作るのだ」

「ソラが作った料理は、どうすればいいんだ……？」

「がんばるのだ♪」

「……がんばって、レイン」

　いつの間にか、ニーナもルナと結託していた。

　ひ、ひどい。

「んー……今度は酸味が足りないような気がしてきました。レモン果汁をプラスしましょう」

　俺達が恐れおののいている間も、ソラはあれこれとアレンジを続けていた。

　俺、アレを食べないといけないのか……死ぬかもしれないな。

　ソラには申し訳ないけど、それが素直な感想だった。





◆






「あー……」

　胃の辺りを押さえながらのろのろと歩く。

　隣を歩くカナデが心配そうにこちらを見た。

「レイン、大丈夫……？」

「大丈夫……だと思いたい」

　ソラの料理をなんとか全部食べたものの、その結果、とんでもない体調不良に襲われた。食べてから一時間は悶もん絶ぜつしていた。

　ソラの料理は色々な意味で危険だ。俺の状態異常完全無効化も効かないらしい。

「ねえねえ。ソラの作ったカレー、どんな味だったの？　匂いは普通だったんだけど……」

「言葉に例えるのが難しいな……あえて言うなら、アレをもう一度食べるなら素手でドラゴンに立ち向かう方が百倍マシ、ってところかな」

「にゃあ……レイン、けっこう言うね……」

　俺もあまり言いたくないんだけど、ついつい口にしてしまうくらい衝撃的な料理だった。

　思い出したら、胃の辺りがまた変な感じになってきた。

「辛つらいなら私一人で大丈夫だよ？　買い物くらいできるんだからね」

「カナデがいくら力持ちでも、荷物がかさばると持ちきれないだろう？　俺も手伝うよ。体の方なら、一時間くらい横になってある程度回復したから」

　カナデと一緒に食材や日用品の買い出しに向かう。

　全部で六人分だ。カナデ一人だと大変だから、手伝うことにしたというわけだ。

　さきほどまで昼寝をしていたからなのか、カナデは元気一杯だ。

「えへへー♪」

　ふと、カナデがにこにこ笑顔になる。

「どうしたんだ？」

「んー……レインと一緒にお出かけ、楽しいなあって」

「遊びに行くわけじゃないのに？」

「うん。レインと一緒っていうところが大事なんだよ」

　そういうものなのだろうか？　俺と一緒にいても、別におもしろい話はできないんだけど……うーん？

　カナデは鼻歌なんかを歌いながら、上機嫌に耳をぴょこぴょこ、尻尾をふりふりしている。

　よくわからないけど、カナデがうれしそうにしているなら、それでいいか。

「にゃっ!?」

　突然、カナデが足を止めた。

「カナデ？」

「……すんっ、すんすんすんっ」

　怪け訝げんそうにする俺に気がついていない様子で、カナデは鼻をひくつかせる。

　何やら匂いを嗅いでいるみたいだけど……どうしたんだろう？

「レインっ、こっち！」

「お、おう？」

　真剣な様子のカナデに手を引かれて、そのまま走る。

　何か見つけたのだろうか？

　とりあえず、一緒についていくと……

「いらっしゃい、いらっしゃい！　今朝、入荷したばかりの新鮮な魚だよ！　残りはあと一匹！　さあっ、早いもの勝ちだ！」

「にゃあっ、お魚♪」

　なるほど。魚の匂いにつられてきた、というわけか。

「お客さん、どうですか？　この機会を逃したら、次はいつ食べられるかわかりませんよ」

「そうだなあ……それにしても、よく魚なんて手に入ったな」

「ホントは貴族様のところに届けるものだったんですけどね。でも気が変わったらしく、今日はいらない、って言われてしまいまして。で、こうして店頭に並べているんですよ」

「なるほど。それにしても、魚かあ……」

　ホライズンは内陸にあるので、魚を買える機会なんて滅多にない。

　大抵はすぐに売り切れてしまうし、それ以前に、貴族が買い占めて市場に出回らないのが通常だ。

　ちらりとカナデを見る。

「にゃあ、にゃあ♪　お魚、お魚……じゅるりっ」

　よだれを垂らしそうな勢いで魚を凝視していた。というか、ちょっと垂れていた。

「お客さん、どうします？　さっき他の人が買ったばかりなので、最後の一匹もすぐに売れてしまいますよ？」

「そうだな……ちなみにいくら？」

「銀貨五枚！」

「けっこうするな」

「高級食材ですからね。それくらいはもらわないと、ウチとしても……って、あれ？　よく見たら英雄様じゃないですか」

「へ？」

　なんだ、その大層な呼び名は？

　困惑していると、商人はどこか興奮した様子で話を続ける。

「英雄様ですよね？　突如現れた魔族を倒して、この街を救ってくださったという。猫霊族の嬢ちゃんを連れているし、間違いない！」

「えっと……英雄かどうかはともかく、確かに魔族は倒したけど」

「やっぱりだ！　あの時は、本当にありがとうございました！　街がどうなるかと思ったけど……英雄様のおかげで、こうしてピンピンしていますっ」

「無事ならよかったよ」

「しかし、こうなると、うーん……よし。この魚、タダでもっていってください！」

「えっ!?　い、いいのか？」

「街の恩人から代金は受け取れませんよ。せめてものお礼と思って、もらってやってくださいっ」

「じゃあ……そこまで言うのなら、お言葉に甘えて。ありがとう」

「にゃあっ！　お魚もらえるの!?　食べられるの!?」

「ああ。ちゃんとお礼を言わないとな」

「おじさん、ありがとう！！！」

　カナデは目をキラキラさせながら、神様を拝むような勢いでお礼を口にした。

　その勢いに俺と店主は揃そろって苦笑してしまう。

　でも、そこまで喜んでくれるとうれしいな。

　カナデにはいつも助けてもらっているから、いいタイミングで魚を手に入れることができた。

「嬢ちゃん、この場で食べていくかい？」

「食べられるのっ!?」

「ウチは試食のための道具も揃ってるからね。魚を焼くくらいわけないよ」

「食べるっ！！！」

　即答だった。

　買い物の途中なんだけど……まあいいか。

　カナデの答えを受けて、店主が道具を用意して魚を捌さばいた。見事な手際だ。

　そして、魚を焼く。

　身から脂が滴り、皮に焦げ目がつく。

「にゃあああぁ……」

　それを見て、カナデは恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　それほどまでにうれしいのだろうか？

　変な薬を飲んでいるみたいで、ちょっと怖いぞ。

「はいっ、お待ち！」

「にゃあ♪」

　カナデは、焼いた魚を受け取る。

　そして、満面の笑顔で食べようとして……

「……レインも食べる？」

　ちらりと、こちらの様子を窺う。

「いや、いいよ。俺のことは気にしないで、カナデが全部食べてくれ」

「いいの？　ホントにいいの？」

「いいよ」

「にゃあ♪」

　カナデは心底幸せそうな顔をして、今度こそ魚にかぶりついた。

「はぐっ！　はぐはぐはぐっ、むしゃむしゃ……ぱくぱくぱくっ！！！」

　ものすごい食べっぷりだ。

　あっという間に、魚が骨だけになってしまう。

「ふぁあああ……はふぅ……にゃあ♪」

「おいしかった？」

「最高だよぉ……あっ、口を開くとお魚の余韻が逃げていっちゃう、もったいない」

　カナデはとても満足していた。

　これだけ喜んでくれると、こちらもうれしくなってしまう。

「魚、ありがとう」

「いえいえ。こちらこそ、恩を少しでも返せたのならうれしいですよ」

「ついでに、買い物をいいかな？　色々と買いたいものがあって。あ、今度はちゃんと金は払うから」

「わかりました。次はきっちりと商売させていただきます。それで、何をお求めで？」

「えっと……」

　ティナから預かったメモを見ながら、必要なものを注文していく。

　食材はこの店である程度揃いそうだ。

　あとは他の店を数件見て回り、足りない食材と日用品を揃えれば買い物は終わりだ。

「いやー、それにしても今日は運がいいや」

「何か良いことでも？」

「もちろん、英雄様に会えたことですよ。恩返しもできて、良い日になりました」

　店主から笑顔を向けられて、照れくさい気分になる。

　俺は英雄なんて呼ばれる柄じゃないし、みんながいたから魔族を倒すことができた。俺一人の力じゃない、みんなの力だ。

　でも……街の人に笑顔が戻っているみたいでなによりだ。

　まだ街は完全に復興していないけれど、街の人は笑い、力強く生きている。そのことが自分のことのようにうれしい。

「ホント、今日は運が良い日ですよ。英雄様に会えるし、二人も猫霊族の姉ちゃんを見られたし……一生分の運を使いきっちまったかな？」

「はは、大げさな……ん？」

　今、なんて？

「二人の猫霊族の姉ちゃん……？」

「ええ、そうですよ」

「それは、このカナデ以外にも猫霊族が？」

「ええ、そうですよ。ほら。他に魚を買った客がいた、っていう話をしたでしょう？　その人が猫霊族だったんですよ。英雄様だけじゃなくて、二人も猫霊族にも出会えるなんて、ホント、今日は良いことがありそうだ」

　ということはつまり……カナデとは別の猫霊族がこの街に来ている？





◆






　あれからいくつかの店を見て回り、足りない食材を買い揃えた。残りは日用品だ。

　食材をカナデと二人で分けて持ち、街を歩く。

「他の猫霊族の動向？」

　歩きながら、そんなことをカナデに尋ねた。

　さっきの店主の話によると、他の猫霊族がこのホライズンに来ているらしい。

　カナデなら何か知らないかと思ったのだけど……

「んー……わかんないや」

「何も？」

「何も。でも、どうしてそんなことを？」

「まだ確定ってわけじゃないんだけど、どうも、カナデとは別の猫霊族が街に来ているらしい」

「そうなの？　おーっ、私の知り合いかな？　会ってみたいなー」

「確定じゃないからな？　そういう噂うわさを聞いただけで……」

「……」

「カナデ？　どうしたんだ？」

　ふと、カナデがちょっと遠くに視線をやり、憂いを帯びた顔を作る。

　いつも元気なカナデらしくない表情だ。

「んー……ちょっと故郷のことを思い出しちゃった」

　ホームシックなのだろうか？　カナデは寂しそうにしている。

　そんな顔は見たくない。いつも笑顔でいてほしい。

「カナデ。ほら、そこ」

「にゃん？」

「魚を模したお菓子があるぞ。買っていくか？」

「お魚!?」

「すいません、一つください」

　返事を聞くよりも先にお菓子を購入した。

　そのままカナデに渡す。

「はい、どうぞ」

「いただきまーすっ、はむ！」

　憂い顔がにっこりとした笑顔に変わり、カナデはうれしそうにお菓子を食べる。

　衣がサクサクとしているらしく、パリッという音がした。

「んっ、んんんぅ～♪」

「うまいか？」

「うんっ！　お魚とは全然違うけど……でも、甘くてサクサクで、これはこれでおいしいよ、にゃふぅ♪」

　やっぱり、カナデは笑っている方がいいな。

「にゃー」

　気がつくとカナデがじっとこちらを見つめていた。

「ありがとね、レイン」

「うん？　なにが？」

「レインはいつも私を笑顔にしてくれるから。そのこと、すごく感謝しているんだよ」

「大したことはしてないんだけど……」

「ううん、そんなことないよ。すごく大したことをしているよ」

「それ、言葉がおかしくないか？」

「えっと……大したことを、すごく、して……あれ？　と、とにかく！　私はありがとう、って伝えたいの。だから、レインは素直に受けとって」

「そういうことなら、どういたしまして」

「ありがとね、レイン♪」

　カナデは、晴れ渡る青空のような笑顔を浮かべた。

　心の中で、俺もカナデにありがとうと伝える。

　この笑顔に何度助けられたことか。

　くじけそうになる時、カナデの笑顔に力づけられた。

　辛い時、カナデの笑顔に心を救われた。

　できることならば、これからも一緒に……

「って、カナデ？」

「にゃん？」

　ちょっと目を離した隙に、カナデが人波に飲まれてしまっていた。

　あれよあれよという間にカナデの姿が遠くなる。

「にゃ、にゃあああっ!?　れ、レインーーーっ!?」

「あっ、おい!?　カナデ！　すいません、ちょっとどいてください」

　慌てて追いかけようとするが、すでに時遅し。

　カナデの姿が遠くに消えて、そのまま見失ってしまうのだった。




「……ダメだ、見つからないな」

　カナデとはぐれて三十分ほど経っただろうか？

　しばらく街を歩いて探してみたが、カナデの姿は見当たらない。

　よっぽど遠くまで流されたのか、あるいは、タイミング悪くすれ違っているのか。

　まあ、はぐれたといっても迷子の心配はいらない。最悪、家に帰れば合流できるだろう。

「ただ、まだ買い出しの途中なんだよな。まあ……この場合は仕方ないか。残りは俺一人で買うことにしよう」

　たくさんの荷物を持てるかどうか、ちょっと怪しいけれど……たぶん、なんとかなるだろう。

　深く考えても仕方のないことだ。

「さてと……じゃあ、日用品を買いに行くか」

　カナデと合流するのは諦めて、いつも利用している商店に向かう。

　その途中だった。

「うん？」

　人混みの中に、ぴょこん、と猫耳が見えた。

　きっとカナデに違いない。

「カナデ！」

　慌てて人混みの中に飛び込んで、すいません、と言いながら前に進む。

　それから、猫耳の女の子の手を摑つかんで……

「みゃ？」

「……あれ？」

　猫耳の女の子がこちらを振り返り、不思議そうな顔をした。

　その顔は……カナデのものじゃない。

　とても綺麗な女の子だ。繊細な顔立ちをしていて、おとぎ話に出てくるお姫様と言われたら信じてしまうかもしれない。

　どことなく幼い印象を受けるから、歳はカナデの一つ二つ下というところか？

　髪はショートヘア。

　目は大きく、どこか愛あい嬌きょうが感じられる。

　へそが見えるパンツルックで、ちょっと露出度の高い服を着ていた。

　どことなくカナデの面影があるのだけど、気のせいだろうか？　それとも、猫霊族は全員、似たような顔をしているのだろうか？

「お兄さん、誰ですか？」

「カナデじゃ……ない？」

　その子は、俺が出会った二人目の猫霊族だった。

「カナデ？　お兄さん、今、カナデって言ったんですか？　もしかして、カナデちゃんの知り合いなんです？」

「え？　えっと、まあ……はい」

「そうなんですか！　まあまあまあ、あの子に人間の友達がいるなんて。里を出たと聞いた時は、うまくやっていけるか心配だったけれど……それなりにちゃんとやっているんですね」

「えっと……」

　この人は誰だ？　口ぶりからして、カナデの知り合いであることは間違いなさそうだ。

　もしかしたら家族かな？

　カナデのことを詳しく知っているみたいだし……何よりもその顔だ。カナデにそっくりとまではいかないけれど、よく似ている。

「あの……いいですか？」

「はい？　なんですか？」

「もしかして、カナデの家族ですか？　妹さんとか？」

「あらまあ。世辞のうまい子ですね」

　世辞？　どうして今のが世辞になるんだろう？

「質問を返すようで失礼ですが……あなたは？」

「あっ、すいません。俺は、レイン・シュラウド。カナデの仲間ですよ」

「仲間？」

「カナデは今、俺と一緒に冒険者をやっているので」

「へー、ほー。なるほどなるほど、あの子が冒険者を……元気でやっていますか？」

「はい。他にも仲間がいるんですけど、みんなで仲良くやっていますよ。カナデは頼りになるし……それにいつも笑顔で、そんな明るいところにいつも助けられています」

「なるほどなるほど」

　何かを見極めるように、猫霊族の女の子はコクコクと頷うなずいていた。

　個人情報をしゃべりすぎただろうか？

　でも、カナデの家族みたいだから……問題はないか。

「あの……」

「あ、はい。なんですか？」

「よかったら、あの子のこと、もっと聞かせてくれませんか？」

「ああ、はい。それは構いませんよ。ただ、今は買い物の途中なので後でもいいですか？　カナデともはぐれてしまって……」

「あの子が近くに？」

「一緒に買い物をしていたんですよ。三十分くらい前にはぐれてしまったんですけどね」

「あの子、妙なところで鈍くさいですからねぇ。大方、食べ物のことでも考えて、ぼーっとしていたんでしょう」

「ははは……あ、そうだ。よかったらウチに来ますか？　立ち話もなんだし……あと、待っていればカナデも戻ってくると思うので」

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えさせてもらおうかしら」

「わかりました。じゃあ、こっちへ……」

　家に案内しようとしたところで、まだ名前を聞いていないことに気がついた。

「ところで、名前を聞いてもいいですか？」

「あら。すみません、ついうっかりしていて……自己紹介をしたつもりになっていました。イヤですね、歳かも。えっと……私はスズと言います。カナデちゃんの……」

「お母さんっ!?」

　不意に耳を打つ聞き慣れた声。

　振り返るとカナデがいて、驚いた様子でこちらを見ていた。

　……今、なんて言った？

「あらまあ、カナデちゃんじゃない。はぐれたって聞いていたから心配しましたよ」

「そ、そんなことで心配しないで。もう子供じゃないんだから！　っていうか、えっと、あれ？　なんで、お母さんがこんなところに……？」

　カナデがその単語を再び口にした。

　聞き間違いや幻聴、という可能性は限りなく低いだろう。

　ということは……

「えっと……もしかして、もしかしなくても、スズさんはカナデの母親なんですか？」

「はい、そうですよ。改めて自己紹介させていただきますね。カナデの母のスズです。ウチの娘がいつもお世話になっています」

　スズさんはにっこりと笑い、とんでもないことを口にするのだった。
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　おはようございます。こんにちは。こんばんは。深山鈴です。

　三巻から手に取る方は少ないと思いますが……はじめましての方ははじめまして。引き続き手にとっていただいている方は、いつもありがとうございます。いつも感謝です！　おかげさまで、ビーストテイマー三巻発売となりました！

　今回の新キャラは幽霊のメイドさんですね。最初は明るくて気きっ風ぷのいいお姉さんというものを想定していたのですが、気がつけば、ニセ関西弁を使っていたという……なんでこんな口調になったのか、自分でもよくわかりません。ホント、なんでだろう……？

　そんなティナですが、自分的にはわりとお気に入りのキャラだったりします。ティナがいると場が明るくなるというか、賑やかになるんですよね。だから、書いていると、自分も楽しい気分になってきます。

　そんなティナのことを気に入ってもらえたらうれしいです。ティナをよろしくお願いします。ティナに清き一票を！　……選挙じゃないですね。




　もう一人、今回は新キャラが出てきます。最後の方にひょっこりと顔を出していますね。あとがきから読む人もいると思うので、詳細は読んでからのお楽しみ、ということで。

　ただもうちょっと触れておくと、このキャラもティナと同じように、最初の想定とは違う結果になりました。元気いっぱいのキャラにしよう！　と思っていたら、今のような形に……当初の計画はどこへ？

　ただ、自画自賛的な言葉になりますが、良いキャラになっているかな、なんて思っています。どうでしょうか？




　今回で三巻となりました。多少は慣れてきた面もありますが、一方で、新しい問題やらに遭遇して四苦八苦する日々……それでもとても楽しいですね。物語を書くというのは楽しく、おもしろく、幸せで……いつまでも続けられればいいな、なんて思います。

　やめられないとまらない、ですね。違うか。




　最後に謝辞を。一巻、二巻と同様に、とても素敵なイラストを描いてくださっているホトソウカ様、いつもありがとうございます。イラストはもちろん、表現力がとても素敵です。

　コミカライズを担当していただいている茂村モト先生、いつもありがとうございます。漫画になるとこうなるのか、といつも楽しく拝見しています。コミックス２巻も発売中なので、そちらもぜひぜひ！

　そして、色々なアドバイスをくださる担当様、いつもありがとうございます。今回はたくさん質問してしまいました。次は倍の質問をします。ウソです。




　ではでは、今回はこの辺りで。ありがとうございました。
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本作品は、二〇一九年一一月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

勇ゆう者しゃパーティーを追つい放ほうされたビーストテイマー、最さい強きょう種しゅの猫ねこ耳みみ少しょう女じょと出で会あう３
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